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　レミーア暦れき九九九年、四月四日。

　ブロッキア王国女王クリスティアンの処しよ刑けいが執しつ行こうされた、その日の夜。

「さて。どうするかな」

　つい先ほど、契けい約やくしたクリスティアンの魂たましいを片手に、悪あく魔まは魂の器うつわを探していた。

　クリスティアンは、異母姉あねシュリーロッドの陰いん謀ぼうにより、十六歳さいの若さで処刑された。

　そして、人を疑うことを知らなかった純じゆん粋すいすぎる魂は、今や復ふく讐しゆうの炎ほのおを燃やしている。

　憎ぞう悪おの奥おくに垣かい間ま見みえたのは、深い愛。

　裏切られてなお、人を愛したい、信じたい、その想おもいが消えていない。

　この矛む盾じゆんを抱かかえた魂が、どんな復讐を遂とげるのか。

　興味が湧わいて、契約を持ちかけた。

　暇ひまを持て余していた悪魔が見つけた、最高の余興だ。

　彼かの女じよの復讐のために尽つくし、信じさせ、最後には裏切って絶望を見せてやろう。

　絶望した瞬しゆん間かんが、最も美味で、悪魔に満足感をもたらす。

　それに、こんなにも上質で、美しい魂に出会えたのは何百年ぶりだろう。

　しかし、魂の転生となると、悪魔もただではすまない。

　人間の魂に干かん渉しようすることは禁きん忌きなのだ。美しい魂は特に神の加護が強い。

　魔ま力りよくの消費も反動も大きく、自分の身もどうなるか分からない博打ばくちだ。




「……神様、どうか、どうかこの子だけはお助けください！」




　どこからか、魂の叫さけびが聞こえてきた。

　普ふ通つうの人間には聞こえない、死の間ま際ぎわに発せられる念のようなものだ。

　声をたどっていくと、どうやら出産中の母親のようだった。

　しかし、命の灯ともしびは尽きかけている。周囲にいる医者や看護師が必死で呼びかけ、手を尽くしているようだが、悪魔には無む駄だなことだとひと目で分かった。

「あぁ、これは助からないな」

　母も、子も。このままでは死ぬだろう。

　しかし、魂の器を探す悪魔にとっては好都合だった。

　母親の魂を取り込めば、転生の成功率も上がるだろう。

「お前の魂と引ひき換かえに、赤子を助けてやろう」

　母親ベルローゼ・バートロムの思念に、悪魔は直接語りかけた。

「どうかお願いいたします！　私はどうなってもかまいません。この子のためなら、命なんて惜おしくはありません……っ！　ですが、ただひとつ、この子のために望みがあります」

　相手が悪魔だろうと、我わが子を救えるのなら、ベルローゼは躊ちゆう躇ちよしなかった。

「望みとは、何だ？」

「私がこの子に愛情を注いであげられない代わりに、どうかこの子を見守っていただけませんか？」

　本当は自分が愛してあげたかった。側で成長を見守りたかった。

　それが叶かなわないのなら、とベルローゼは必死に悪魔にすがる。

「いいだろう。では、契約成立だ」




　そうしてこの日、バートロム公こう爵しやく家けに銀色の髪かみを持つ女の子が誕生した。
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　ブロッキア王国、王城グリンベル。

　王の執しつ務む室しつで、ジェームスは厳しい表情で書類に目を通していた。

「……誰だれも彼かれも、〈悪あく魔まの女王〉に命じられた、と言えば逃のがれられると思っているのか」

　レミーア暦れき一〇一五年二月十六日。一人の少女の扇せん動どうによって、〈悪魔の女王〉シュリーロッドの悪政は終わった。

　いまだに信じられないが、革命の中心にいたのは愛まな娘むすめティアレシアだ。あの舞ぶ踏とう会かいの記き憶おくは曖あい昧まいだが、ティアレシアがシュリーロッドを追おい詰つめたことは覚えている。

　しかし、十六年もの間放置されていた問題は山積みだ。シュリーロッドが捕ほ縛ばくされたからといって、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに解決されるものでもない。

　反シュリーロッド派が集めた証しよう拠こを精査し、現在は事実関係の確かく認にん中だ。捕縛した側近の三名以外にも、シュリーロッドに与くみしていた貴族は多くいる。

　彼らの事情聴ちよう取しゆや裁判などに、ジェームスは連日追われていた。

「だがこれは、シュリーロッドを止められなかった私の責任でもあるな……」

　新国王として、疲ひ弊へいしたこの王国を立て直してみせる。

　信じてくれた、愛する娘のためにも。

「ベルローゼ、私たちの娘はとても強く、優やさしい子に成長したよ」
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　柔やわらかな風に乗って、甘あまい花の香かおりがする。

　空は青く快晴で、ティアレシアは思わず笑えみをこぼした。

「お嬢じよう様さま、何をさぼっているんです？」

　低い声が聞こえたかと思うと、ふいに視界が真っ暗になった。

　見上げると、黒衣に身を包んだ従者ルディが立っていた。

　さらりと流れる前まえ髪がみから覗のぞく、深い闇やみを宿した漆しつ黒こくの瞳ひとみ。すっと通った鼻び梁りように、薄うすい笑みを浮うかべる形の良い唇くちびる。すらりと長い脚あしに、細身のわりに鍛きたえられた体。

　誰もが見み惚とれてしまう美び貌ぼうであるが、ティアレシアは思い切り目を逸そらす。




　──これからは、魂たましいだけでなく〝心〟まで捧ささげたいと思わせてやる。




　先日のルディの言葉が、頭から離はなれない。

　無実の罪で処しよ刑けいされたクリスティアンの復ふく讐しゆうのために、ティアレシアは悪魔と契けい約やくして転生した。

　ルディはティアレシアを転生させた悪魔である。

　復讐を終えれば、ルディにこの魂を捧げる。そういう契約だった。

　シュリーロッドの罪が明るみに出て、クリスティアンの無実が証明された。シュリーロッドに自身の罪を突つきつけて、これからの現実と向き合い、ブロッキア王国の平和を見守ることを贖しよく罪ざいとした。

　ブロッキア王国は、〈悪魔の女王〉の支配から解放され、平和な王国へと動き出している。

　ティアレシアの復讐は終わったのだ。

　それなのに、ルディは魂を奪うばわず、ティアレシアを生かした。

　平和な王国をシュリーロッドに見せることが復讐なら、まだ復讐は終わっていない、ともっともらしいことを嘯うそぶいて。

　そして、魂だけではなく、〝心〟も欲ほしいのだと。

　一体どういう意味で、そう言ったのだろうか。

　あの日からずっと、ルディの言葉がぐるぐるとティアレシアの頭を悩なやませている。

「ティアレシア？」

　ルディに顔を覗き込まれ、ティアレシアは動どう揺ようしながらも整えたテーブルを指す。

　最近、ルディは二人だけの時によく名を呼ぶようになった。

　魔ま性しようの美貌と魅み惑わく的な声は、とても心臓に悪い。

「さ、さぼってないわよ。ほら、ちゃんと準備は終えたもの」

「お前に会場の準備は頼たのんでないだろ。そろそろ支し度たくをしないと間に合わないぞ」

「え、もうそんな時間なの？」

　今日は、バートロム公こう爵しやく家けの王都別べつ邸ていでガーデンパーティーを開かい催さいすることになっている。

　主しゆ催さい者しやであるティアレシアが、いつまでも会場準備をしている訳にもいかない。

　仕方なく、ティアレシアは私室へとルディに大人しくついていく。

「ったく、今のお前はバートロム公爵家の当主代理だろう？」

「分かってるわよ」

　ティアレシアはルディのせいで悩んでいるというのに、当の本人は平然としている。

　それがなんだかムカついて、ティアレシアはむっと唇を尖とがらせた。

　そう。ジェームスが国王となったため、今はティアレシアがバートロム公爵家当主代理として仕事を任されているのだ。いずれ、ジェロンブルクの地を任せるにふさわしい貴族を父が選ぶまで、という期間限定ではあるが。

　先日、ジェームスが新国王として即そく位いしたことにより、その名には王族が受うけ継つぐ「ローデント」が加わった。初代国王の時代から引き継がれてきたその名は、聖女の加護を受け継ぐためのものだといわれている。

（悪魔が封ふう印いんされているのだもの。聖女も本当に存在したのかもしれないわね……）

　そして、父と同じくティアレシアも、書類上は「ティアレシア・バートロム・ローデント」となった。

　前世に名乗っていた姓せいを、今世でも名乗ることになるとは思わなかったが、ローデントの名を継ついだことで、王族の責務をしっかり果たしたいという思いが強くなった。

　そうして思いついたのが、寄付を募つのるガーデンパーティーだった。

　シュリーロッドの治世では十分な補助がなかった病院や孤こ児じ院いん、教会などのために、これからも慈じ善ぜん事業は積極的に行っていきたいと考えている。

　それに、今の社交界をほとんど知らないティアレシアが貴族を知るためには、こういった交流の場が必要だった。




　客人を出で迎むかえるのは、つる薔ば薇らのアーチ。

　花弁の色は、外側は乳白色で中心は柔らかなピンク色。

　美しく咲さく薔薇に目を留とめながらアーチを抜ぬけると、そこには見事な庭園が広がっている。

　色合いの違ちがうピンクの薔薇が優しい雰ふん囲い気きを作り出す。白や黄色の草花がバランス良くまとまり、花を引き立てる樹木も、庭になじむ鳥のガーデンオーナメントも、すべてが計算された配置で、どこを切り取っても絵になる。

「ようこそ、バートロム公爵家主催のガーデンパーティーへ」

　ティアレシアは庭園に目を奪われる客人に、頃ころ合あいを見て声をかけた。

　屋外用のローズピンクのドレスは、袖そでや胸むな元もとに施ほどこされた薔薇の刺し繡しゆうが美しく、華はなやかだ。薔薇の花が咲く帽ぼう子しを被かぶり、銀色の髪かみはゆるく編み込んでいる。

「ティアレシア嬢、お招きありがとう」

「こちらこそ、お忙いそがしいところお越こしくださり、ありがとうございます」

　最初のお客様は、ヴェールド男だん爵しやく。

　反シュリーロッド派の筆頭で、今はジェームスの側近として支えてくれている。クリスティアンの側近だった息むす子このブラットリーは、近この衛え騎き士し団だんの顧こ問もんに就任した。

「ここには本当に素す敵てきな薔薇が咲いている。きっと、ベルローゼ様も喜んでいるだろう」

　バートロム公爵家の庭園は、ローズガーデンだ。

　それは、薔薇好きだった亡なき母ベルローゼのため。

　季節が変わっても、品種を変え、一年中薔薇を咲かせている。

　優しいピンク色の薔薇を見ていると、記憶にない母に見守られているような気がしてくるから不思議だ。

「えぇ、そう願います。どうぞこちらへ」

　ティアレシアはヴェールド男爵を、奥おくの開けた場所へと案内する。

　そこにはテーブルと椅い子すを用意して、茶ちや菓が子しを楽しみながら談だん笑しようできる場を設けている。

「お父様は、無理していませんか？」

　あの舞踏会の夜から慌あわただしく時が過ぎて、もう一月が経たとうとしていた。

　国王として忙しい父とは、数回しか会えていない。手紙でのやり取りは欠かさずに行っているが、やはり心配だった。

「ジェームス陛下が倒たおれては政務が止まってしまう故ゆえ、無理やりにでも休ませておる。そう心配するな。陛下も、ティアレシア嬢の心配ばかりしているぞ。たまには顔を見せに王城に来てやってくれ」

「ふふ、分かりました」

　父の様子が知れて、胸に安あん堵どが広がる。忙しいことには変わりないだろうが、父を支えてくれる人たちがいるのだから、ティアレシアは自分ができることに集中するべきだ。

「お嬢様、新しいお客様がお見えのようです」

　そっとルディに声をかけられて、ティアレシアはまた別の招待客のもとへ行く。

「これはこれは、あまりに美しいので薔薇の妖よう精せいが現れたのかと思いましたよ」

「本日はお越しいただきありがとうございます、ウェイル伯はく爵しやく」

「ティアレシア様に名を覚えていただけているとは、実に嬉うれしい限りですね」

　大おお袈げ裟さな褒ほめ言葉でティアレシアに眩まぶしい笑え顔がおを向けたのは、アンディック・ウェイル。

　ティアレシアとして顔を合わせるのは初めてだが、彼のことはクリスティアンが記憶していた。

（たしか、あの時はまだ十二歳さいぐらいだったけれど……）

　非常にモテていた。複数の令れい嬢じようが彼を巡めぐって言い争っていたのを見たことがある。

　十六年経った今、目の前にいるのはすっかり大人の男性になったウェイル伯爵だ。少年の時から整った顔立ちをしていたが、成長してますます色男になっている。

　金の髪は顔がよく見えるように撫なでつけられており、灰かい緑りよく色しよくの瞳はティアレシアに熱く注がれていた。

「今回のガーデンパーティーでの寄付金集めは、ティアレシア様の提案だと伺うかがいました」

「えぇ。前女王陛下の時代には、孤児院や病院に十分な国からの援えん助じよがなく、物資にも限りがあって随ずい分ぶんと苦労をしていたと聞きましたから。少しでも助けになりたいと思い、父にならって慈善活動を始めたのです」

「なんてことだ！　美しいだけではなく、民たみのことを思いやる優しい心を持っているなんて……あなたにお願いされたら、うちの宝石をすべて捧げてしまいそうだよ」

　ウェイル伯爵は白い歯を見せて笑い、片目を瞑つぶってみせた。

　ブロッキア王国には多くの鉱山があり、ウェイル伯爵家はそのうちのひとつを所有している。

　見み目め麗うるわしく、裕ゆう福ふくな伯爵家当主。

　引く手あまただろうに、ウェイル伯爵はたしかまだ独身だ。

　この調子で色んな女性を口説いているのだろう。

「寄付の受付はあちらになります。それでは、お嬢様は忙しいので失礼しますね」

　ずいっとウェイル伯爵とティアレシアの間に割り込んで、ルディが淡たん々たんと言った。

　注意する間もなく、ティアレシアはルディに手を引かれてウェイル伯爵から遠ざかる。

「ちょっと、ルディ！　放して」

　招待客がいる場所からは死角になる、庭園の樹木の陰かげでようやくルディは手を放してくれた。

　頭上から、ルディの嘆たん息そくが聞こえてくる。

「はぁ、お前を美しく飾かざるべきではなかったな……」

「え？」

　ふわり、と肩かたにかけられたのは薔薇模様が華やかなショールだった。

「あの男のように、変な虫が群がるかもしれない。しっかり予防しておかないとな」

　ティアレシアのドレスは鎖さ骨こつが見えるように胸元が開いているデザインではあるが、昼用のドレスということもあり、それほど露ろ出しゆつは多くない。それなのに、ルディはティアレシアの白い肌はだを隠かくすよう、きゅっとショールで包み込む。

　ウェイル伯爵に見つめられた時は平気だったのに、ルディから注がれる視線には耐たえられそうにない。

　そこにはあるはずのない熱いものが込められている気がして、ティアレシアは戸と惑まどう。

（本物の愛情なんて、持っていないくせに……）

　悪魔である彼に、人間の愛情など分からない。

〝心〟はあげない、なんて言ったから、欲しがっているだけ。

　手に入らないものなどないと、そう思っているのだろう。

　悪魔の言動に惑まどわされてはいけない。

　ティアレシアは強く自分に言い聞かせる。

　そうしないと、後で傷つくのは自分だ。

　しかし、復讐を果たしてからというもの、以前よりもずっとルディとの距きよ離りが近くなった気がする。

　だからこそ、怖こわいのだ。

　ルディにこの調子で攻せめられて、拒きよ絶ぜつできる自信が今のティアレシアにはないから。

「私にとっては、ルディの方が危険だわ」

「そうやって、いつまで意地を張っていられるか楽しみだな」

　にやり、とルディが口角を上げた。

「別に意地を張っている訳じゃないわ。事実でしょう？」

　そうでなければ、こんなにもドクドクと心臓が激しく打つはずがない。

　悪魔の魅惑にでもとらわれたのだろうか。

　このままでは本当に〝心〟まで奪われてしまうかもしれない。

　ティアレシアはルディから逃にげるように、ガーデンパーティーの会場へと戻もどっていった。




「お楽しみいただけていますか？」

　ティアレシアは、集まって談笑している貴婦人たちに声をかけた。

「えぇ。ティアレシア様、この紅茶とても美お味いしいですわ」

　にっこりと貴婦人の一人が褒めてくれる。

　他の婦人たちもにこにこと満足そうに頷うなずいた。

「ありがとうございます。バートロム公爵家オリジナルブレンドですの。こちらで販はん売ばいもしておりますから、是ぜ非ひお土産みやげにいかがですか？」

「まあ、それなら是非いただくわ。きっと主人も子どもたちも喜ぶわ」

「ありがとうございます」

　ティアレシアは喜んでもらえたことが嬉しくて、にっこりと微笑ほほえむ。

　ルディがジェロンブルクのフルーツを使ってブレンドした紅茶だ。美味しくないはずがない。その点においては、彼に絶大な信しん頼らいを置いている。

　もちろんこの紅茶の売り上げもすべて寄付に回す。

　貴婦人たちの輪からティアレシアが離れると、計ったようにルディが隣となりに現れた。

「お土産用の紅茶を用意しておいて正解だったわ」

　以前シュリーロッドに準備を命じられた茶会で、ルディの特製紅茶が人気だったため、公爵家のブランド紅茶として販売を始めたのだ。

（あの時、紅茶をお土産に購こう入にゆうしたいと言ってくれた人が何人もいたのよね）

　女王の侍じ女じよとしての経験がこんなところで活いきるとは思わなかった。

「この調子で売れれば、完売するんじゃないか」

「ルディのおかげね」

　順調に進んでいることが嬉しくて、思わずティアレシアの声が弾はずむ。

「ふっ、本当に感謝してくれよ。お嬢様の不格好な包装を直すのも大変だったんだからな」

「あ、あれは、初めてだったんだから仕方ないじゃない。それに、不格好だったのは最初だけでしょう！」

　意地悪く笑ったルディに、ティアレシアは羞しゆう恥ちで赤くなった顔で言い返す。

　可愛かわいらしい小箱に袋ふくろ詰づめにした茶葉を入れて、花はな柄がらの包装紙で包んでリボンを結ぶ。

　紅茶のブレンドはルディに任せたので、ティアレシアはせめてラッピングを手伝おうとしたのだが、初めてということもあり、可愛い薔薇模様の包装紙が見るも無残な姿になっていた。

　その度にルディに呆あきれた眼まな差ざしを向けられ、必死で練習して最終的にはしわひとつない美しいラッピングができるようになった。

「もう、あれでもキャシーたちはすごいって褒めてくれたんだから……」

「あいつらメイドはお前が何をしてもすごいと言うだろうよ」

「……うっ、それもそうね」

　バートロム公爵家のお嬢様至上主義には、ティアレシア自身も時々心配になることがある。

　しかし、その筆頭が隣にいる悪魔というのはどうなのだろう。

　ふとルディを見上げると、ばっちりと目が合った。

　その芸術品のように整った目鼻立ちに、思わず見惚れてしまう。

「どうした、そんなに見つめて。俺おれが何でもできる完かん璧ぺきな男で感動したか？」

「……そんな訳ないでしょう」

　気持ちを見み透すかされたようでどきりとしながらも、ティアレシアは素知らぬふりをする。

　そんなティアレシアをルディは楽しそうに見つめていた。




　そうして招待客と談笑しつつ、会場の様子に気を配っていると、生いけ垣がきがもぞもぞと動いているのが見えた。よく見てみると、動いていたのは生垣ではない。生垣の近くで、深緑色のドレスを着た女性がしゃがみこんで何かを探している。

「何か落としたのですか？」

「ひゃぁっ！」

　ティアレシアが背後から声をかけると、彼かの女じよは驚おどろいて転んでしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　エリメラ様」

「す、すみません……びっくりしてしまって」

　ティアレシアが手を差し出すと、ミューリエ子し爵しやく令嬢のエリメラが申し訳なさそうに手を取った。

　ウェーブがかかった赤茶色の髪に、少しばかり涙なみだ目めになっている緑の瞳。たしかティアレシアよりも年上の二は十た歳ちで、慈善活動を積極的に行っていることを聞いて話をしてみたかったのだ。

「それよりも、どうしてこんなところで？」

「実は、大切なイヤリングを落としてしまって」

「それは大変ですね。私も一いつ緒しよに捜さがします。どんなイヤリングですか？」

「オニキスの……って、そんな、悪いです！　ティアレシア様にそんなことさせられません！」

「私も手伝いますよ」

　いつの間にか、ルディが隣にいた。

「エリメラ様、三人ならきっとすぐに見つかりますわ。大丈夫です」

　そうして三人で、エリメラが落としたイヤリングを捜すことにした。

「ありましたわ！　これですよね？」

　幸い、すぐ近くの薔薇の根本で、イヤリングは見つかった。

　夜のとばりのような黒い石は、オニキスで間ま違ちがいない。

「ありがとうございます！　このイヤリングは大切なお守りで、失なくす訳にはいかなかったんです。最近、物ぶつ騒そうなこともありますし」

　オニキスは、魔ま除よけの力が強い石だ。お守りとして持つのには最適だろう。

　しかし、何か物騒なことなどあっただろうか。

「物騒なこと？」

「……私も実際に見た訳ではないのですが、王都で小規模な暴動が起きたらしいのです」

「暴動が？」

　ジェームスの即位を、国民たちも祝福してくれていた。

　それに、シュリーロッドが残した問題のせいですぐに改善はできないが、以前よりも治安が悪くなることはないはずなのに。

「聞いた話によると、暴動の参加者は『シュリーロッドを処刑しろ！』と叫さけんでいたそうです……すぐに騎士によって収まったそうなのですが、なんだか怖くて」

「そんな話、初耳だわ」
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「私は、よく孤児院や教会のお手伝いに行っているので、そこで皆みなさんが街であったことを色々教えてくれるんです……そういえば今、王都には神の言葉を伝える預言者がいるそうです。その方は、『シュリーロッド元女王が生きている限り、この国に平へい穏おんは訪おとずれない』という神の声を国民へ伝えている、と……」

　バートロム公爵家当主代理となり、忙しくしているうちに王都には新たな問題が浮ふ上じようしていたようだ。

　いくら国民のことを知りたいと思っていても、すべての状じよう況きようを把は握あくできる訳ではない。

　信しん憑ぴよう性せいのない噂うわさ話ばなしなどはまずティアレシアには報告されないだろうし、報告されたからといってすべてを解決できる訳でもない。

（シュリーロッドへの国民の怒いかりは理解できるわ……十六年もの間、苦しんできたんだもの）

　ティアレシアの中にも、消えることなくある。シュリーロッドへの憎にくしみも、怒りも、悲しみも。

（でも、預言者って一体何者なの？）

　暴動と預言者の預言が無関係とは思えなかった。

　もし国民の不安や怒りを利用して、暴動を扇動しているのだとしたら見過ごせない。

　せっかく、平和へ向けて動き出したところだというのに。

「でも、本当に暴動といっても少人数の、不平不満を叫ぶぐらいのものだと思いますし、きっと心配いりませんよ」

　空気が重くなったことを気にしてか、エリメラが慌てて補足する。

　怪け我が人にんが出た訳でも被ひ害がいがあった訳でもなく、集団の規模も大きなものではないらしい。

「そうよね。時代が変わろうとしているのだもの。少しの意見の衝しよう突とつは必要なのかもしれない……」

　預言者の存在は気にかかるが、きっとジェームスの治世がうまく動き出せば国民の不安も減るだろう。

　ティアレシアは前向きに考えることにした。

「エリメラ様、色々と教えてくれてありがとう」

「いえ、少しでもお役に立てたならよかったです。こちらこそ、イヤリングを見つけてくださってありがとうございました」

　エリメラの笑顔にどこか既き視し感かんを覚えるが、主催者であるティアレシアは他にも気配りが必要な場面が多くあり、忙せわしなく動いているうちに忘れてしまった。

　そうして盛せい況きようのうちに初めてのガーデンパーティーは幕を下ろした。

　参加者は十五名ほど。

　皆の反応は良く、ほとんどの人が寄付に協力してくれた。




「みんなのおかげだわ。本当に、ありがとう」

　会場の片づけのために庭園に集まった、公爵家の使用人たちにティアレシアは礼を言う。

「あぁティアお嬢様！　私どもはお嬢様のためなら何でもいたしますわ！」

　メイド頭がしらのキャシーが涙ながらに訴うつたえた。それに、他のみんなも頷く。

「ありがとう。残ったもので申し訳ないけれど、ルディの作ったお菓か子しはとっても美味しいから、みんなも食べて楽しんで頂ちよう戴だい」

　主あるじであるティアレシアが一緒にいたら、またみんなが気を遣つかうだろう。

　ティアレシアは、自室に戻ることにする。

「はぁ……疲つかれたわ」

　部屋に入ってすぐ、ソファに身体からだを預ける。

　こんなに一度に人と接するのは、ティアレシアとしては初めてだ。

　女王の侍女をしていた時も大変だったが、神経を使う場所が違っていた。

（クリスティアンの時は、あまり大変だとは思っていなかったわね）

　ただただ、皆と楽しい時を過ごしていた。

　相手の言葉を疑うことなく信じていたから、精神的な負担が少なかったのだろうと思う。

　傷つくのが怖くて、見ようとしていなかっただけかもしれない。

　しかし、与あたえられた情報以上を疑わず、知ろうとしなかったせいで、前世は失敗したのだ。

　今世ではそんな失敗はしないように、大切なものを守りきろうと心に決めている。

　だからこそ、多くの人と接する場では、必要以上に神経をすり減らしてしまう。

　軽くノックの音がしたかと思うと、返事も待たずにルディが入ってきた。

「もう、勝手に入ってくるのはやめて頂戴」

「ちゃんとノックはしただろう？」

　と、したり顔で笑うルディに、ティアレシアは溜ため息いきを返す。

「それで、何しに来たの？」

「主催者として動き回っていたから、食べる暇ひまがなかっただろうと思ってな」

　ティーワゴンの上には、苺いちごやオレンジなどの季節の果物を使ったケーキ、一口サイズのクッキーなど、ガーデンパーティーで出したお菓子たち。

　それらを視界に入れた瞬しゆん間かん、ぎゅるるる……と思わずお腹なかが鳴った。

「ふっ、そんなにお腹が空いていたのか」

「し、仕方ないでしょう！」

　令嬢らしからぬ腹の音だった。羞恥に顔が真っ赤になる。

「はいはい、お前はよく頑がん張ばったよ」

　口元に笑みを浮かべながら、ルディは流れるような所作で目の前に菓子を並べていく。

「ご褒ほう美びに、最高のティータイムをどうぞ」

　甘いお菓子や紅茶よりも、美しき従者に目を奪われてしまう。

「自分で食べられないなら、俺が食べさせてやろうか」

　ルディのその言葉で、ハッと我に返った。

「ほら」

　ショコラクッキーをひとつつまみ、ルディが面おも白しろがってティアレシアの口元へと運ぶ。

「自分で食べられるわ……っ！」

　ルディの手からショコラクッキーを奪い取り、口に入れた。ほろっと口の中でとろけ、甘いチョコレートの風味が広がる。

　何個でもいけそうな、危険な美味しさだ。

　うっとりと頰ほおを緩ゆるませていると、こちらを見つめる漆黒の双そう眸ぼうにどきりとした。

　なんて嬉しそうな笑顔を浮かべているのだろう。

「美味しいか？」

「えぇ、とても……わざわざ、ありがとう」

　ルディがからかうせいでちゃんと礼も言えていなかった。

　ティアレシアはルディに向き合い、笑みを浮かべた。

　そして、同じように忙しかったはずのルディも空腹なのでは、と思い至る。

「ルディは食べないの？」

「じゃあ、食べさせてもらおうか」

　ルディはにやりと笑ってティアレシアの隣に腰こしかけた。距離が近い。

「……ちょっと、そっちの椅子に座すわりなさいよ」

「俺もかなり頑張ったんだがな。労ねぎらってくれないのか？」

　そう言われると、きつくは言い返せない。

　裏でルディが指揮をとってくれたおかげで、ガーデンパーティーは成功したのだ。

　お菓子もすべてルディ監かん修しゆうのもと作られているし、紅茶もルディのおかげで完売した。

　一番の功労者はルディなのだ。主人として、労うのが当然といえば当然だ。

「わ、分かったわよ。それで、何が欲しいの？」

「ティアレシア」

　名を呼ばれて、固まった。

　まさか今、自分の名を呼ばれると思っていなかった。

　今すぐ魂を捧げろ、ということなのか。

　それとも、〝心〟を……？

　どちらにせよ、心の準備ができていない。

「……の近くにある、そのスコーンを」

　ルディが笑いをこらえながら、続きを発した。

　からかわれたのだ。

　わざわざ名前のところで区切らなくてもいいではないか。

　自分でも赤くなっているのが分かるぐらい、顔が熱い。

「はい、これでいいんでしょう！」

　ティアレシアは、拳こぶし大だいのスコーンを思い切りルディの口へ押おし付けてやった。

「おいおい、これはひどいだろう」

「嫌いやなら、自分で食べなさい」

　ふん、とティアレシアはルディから顔を背そむけ、荒あらぶる鼓こ動どうを抑おさえるために紅茶を飲んだ。

（やっぱり悪魔だわ。人の心を弄もてあそんで楽しむなんて……っ！）

　むかつく。そう思うのに、本気で嫌ではないのだ。

　こんな風にむきになって、感情を吐はき出せる相手はルディだけだ。

　それが何な故ぜなのか、ということには蓋ふたをして、ティアレシアはルディを部屋から追い出した。




　ガーデンパーティーの翌日。

　ティアレシアはルディと共に王城に来ていた。

　ヴェールド男爵に顔を出すよう言われたから、ということもあったが、やはり王都の暴動のことが気になったのだ。

　急な訪問ではあったが、父は時間を調整してくれた。

「久しぶりだね、ティアレシア。会えて嬉しいよ」

　ジェームスが満面の笑みでティアレシアを抱だきしめる。

　数日ぶりの親子の抱ほう擁ように、側に控ひかえていたブラットリーやフランツも笑みを浮かべていた。

　そうして皆でソファに落ち着く。

「こちら、ジェロンブルク産のオレンジを使ったパウンドケーキと紅茶です」

　ルディがそっとテーブルにケーキと紅茶を並べていく。

　王の執務室ではあるが、給きゆう仕じをしているのがルディなので、バートロム公爵家にいるような安心感があった。

　王城にも使用人はいるが、ルディが自ら給仕を申し出たのだ。ジェームスはルディが淹いれる紅茶が久しぶりに飲めるということで、喜んで許可した。

　ガーデンパーティーで出したルディお手製の菓子も評判が良かった。

　父にも食べさせたい、とぽつりとこぼしたティアレシアの言葉を、ルディは聞いていたのかもしれない。

「そうだ、昨日のガーデンパーティーは大成功だったそうじゃないか」

　オレンジの風味が香る紅茶を一口飲んで、ジェームスは頰を緩める。

「えぇ、みんなの協力のおかげだわ。お父様も、ガーデンパーティーの開催を許可してくれてありがとう」

　バートロム公爵家の庭園は、母と父の思い出が詰まった場所でもある。父の許可がなければ、ガーデンパーティーの開催はできなかった。

「ベルローゼもきっと、ティアレシアの頼みなら喜んで協力するよ」

　噓うそ偽いつわりない真まっ直すぐな愛情をもって、ジェームスは微笑む。

「そうかしら……」

　しかし、ティアレシアはその言葉に曖昧に頷くことしかできない。

　ベルローゼは、ティアレシアを産んですぐに亡くなった。

　クリスティアンが転生したせいではないか、という罪悪感はずっと心の中にある。

「当たり前じゃないか。私はあの日、出産に立ち会うことはできなかったが、ベルローゼはずっとお腹の子どもの無事だけを祈いのっていたそうだ。本当なら母子ともに命がなかったところを、ベルローゼの強い想おもいが奇き跡せきを起こしたんだよ」

「……そんな話、初めて聞きました」

　ティアレシアは、罪悪感から母ベルローゼの話を自分から聞くことをしなかった。もし、生まれたことを責められたらどうしようかとこわかったし、復讐のために転生したから尚なお更さら怯おびえていた。

　しかし、本来であれば失われた命だった。

　奇跡を起こしたのは、悪魔の力だろう。

　ルディを見ると、口元に笑みを浮かべて頷いた。

「そうか。ベルローゼの分までティアレシアを愛さなければと思うばかりで、大切な話ができていなかったね。ティアレシアがこうして成長していることを、きっとベルローゼが一番喜んでいると思う。もちろん、私も嬉しいがね」

「ごめんなさい。お父様とお母様の愛情を疑うようなことを」

「いいんだよ。不安になったらいつでも、私たちがどれだけティアレシアを愛しているか伝えるから」

「ありがとう、お父様」

　胸があたたかくなって、じわりと眦まなじりに涙が浮かぶ。

「……ジェームス様、あと十分後には会議が入っています」

　室内の時計を見て、フランツが申し訳なさそうに口を挟はさんだ。

「もっと話がしたいが、そろそろ時間のようだ。ごめんね」

「いいのよ。私も、このあと王立病院に寄ってカルロ先生へ寄付を渡わたそうと思っているから」

　クリスティアンの無実が証明されたことで死の監かん獄ごくから出たカルロは、また王立病院で医師として働いている。

「ティアレシア嬢、カルロによろしく伝えてくれ」

　ブラットリーがにっと笑う。その隣にいるフランツも、同じように頷いた。

　二人とも、今はジェームスの護衛としてここにいる。

　かつてクリスティアンの側近だった者たちが、ジェームスを側で支えてくれている。

　これほど心強いことはない。

　だからきっと、何があっても大丈夫だ。そう、信じている。

「最後に、お父様たちに聞きたいことがあるの。王都でシュリーロッドの処刑を求める暴動が起きたって本当？」

　ティアレシアの問いに、皆が少し驚いたような顔をした。

「どうして、そのことを知っているんだい？」

「昨日、ガーデンパーティーで噂を聞いたの。預言者を名乗る人物も現れた、と」

「もうそこまで噂が広まっているのか……」

　ジェームスが深刻な表情で溜息をつく。

「暴動自体は大したことはないんだ。実際、騎士が治めたのは一度だけだしね。問題は、預言者が吹ふい聴ちようする、預言だよ」

「シュリーロッドが生きている限りこの国に平穏は訪れない──だったかしら？」

　部屋の空気が一いつ瞬しゆん、張りつめた。

　クリスティアンが処刑されたあの日からの十六年は、簡単に忘れられるものではない。

　たとえ前を向こうとしても、何かのきっかけですぐに後ろに引き戻されそうになるのだ。

　それだけ、皆に与えた傷は大きかった。

「……正直、感情論だけでいえば俺もそう思いますけどね」

　自身の感情を抑え込むように、フランツが言った。

　シュリーロッドの罪が暴かれ、クリスティアンの無実が証明された。しかし、だからといって、彼が守りたかった主君はもういない。

（フランツ……）

　それでも、彼は怒りや憎しみだけではどうすることもできないのだと分かっている。

　必死に耐えてくれている。クリスティアンが望む、平和な王国のために。

　ブラットリーが、そんなフランツを慰なぐさめるように頭をわしゃわしゃと撫でながら言う。

「まあその、誰もが抱いだく思いを神の言葉として国民に吹聴していることが、問題なんだよな。今、騎士団で調べてはいるんだが、預言者はフードを被っている上に仮面で顔を覆おおっていて、年ねん齢れいも性別も分からないんだ。ただ、噂だけが広まっている」

　そして、その噂はティアレシアの耳にも届いた。

「お父様、シュリーロッドの様子は？」

「……相変わらずだよ」

「そう」

　シュリーロッドは現在、王城の幽ゆう閉へい塔とうにいる。

　しかし今、彼女は話せる状態ではない。

　悪魔の支配から解放されたことにより、今まで目を逸らしていた現実と自らが犯おかした罪が容よう赦しやなく襲おそいかかってきたのだろう。

　幽閉塔の一室で昼夜問わず謝罪の言葉を叫び続け、ついに喉のどに傷がつき声が出なくなってしまった。

　喉の痛みで食事も満足にとれず、やつれ、それでもなお、シュリーロッドは血を吐きながら、ひたすらに謝あやまり続けている。

（ただ謝るだけでは、何も変えられはしないのに……）

　同情はしない。

　処刑を求められるのだって、自じ業ごう自じ得とくだ。

　それでも、ティアレシアは異母姉あねを生かした。

　殺したいほど憎くても。シュリーロッドの死を皆が望んでいたとしても。

　ジェームスにも、シュリーロッドを処刑する気はなかった。




　シュリーロッドを処刑することが、終わりではないと知っていたから。
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　王都の中心地にある、王立病院。

　緑の芝しば生ふでは、子どもたちが追いかけっこをして遊んでいる。その様子をベンチに座すわって見守っているのは、老婦人たち。

　芽め吹ぶき始めた草花が緩ゆるやかな風に揺ゆれる。

　穏おだやかな時が、ここには流れていた。

　そんな光景が窓の外に見え、ティアレシアは思わず目を細めた。

「わざわざありがとうございます、ティアレシア様。薬品は高価なものが多いので、とても助かります」

　王城で父と話をした後、予定通りティアレシアは王立病院に立ち寄っていた。

　集めた寄付を渡わたすためである。

　対応してくれたのは、クリスティアンを庇かばったことで投とう獄ごくされていたカルロだ。

　解放されてすぐの時はかなりやつれていたが、今は元気そうだ。後ろで結ばれた茶色の髪かみ、あたたかな紫むらさきの瞳ひとみ。伸のびきっていた無ぶ精しようひげはきれいに剃そられており、なんだか若々しく見える。

「何か入り用があればいつでも連れん絡らくしてください。できるだけ、力になりたいと思っています」

「ありがたいことですが……どうして、ティアレシア様がここまでしてくださるのですか？」

「……カルロ先生がクリスティアン様のために立ち上がったように、私にも、私の守りたいものがあるからです」

　クリスティアンとして果たせなかった責任がある。守れなかったものがある。

　十六年前、皆みなが自分のためにと動いてくれていたのに、クリスティアンは何もできなかった。

「他の誰だれでもない、私自身が責任を果たしたいんです」

　今度こそ。大切な王国の、みんなの力になりたい。

　ティアレシアは決意を込めて言った。

「それは、とても心強いですね。私も、ここにいる皆のために力を尽つくします」

　カルロと笑えみを交かわし、ティアレシアは王立病院を後にする。




「王都の商業街へ行きたいのだけれど、いいかしら？」

　商業街は、貴族向けと平民向けで区画が分かれてはいるが、様々な身分の者たちが行きかう場所なので、暴動について何か新しい情報を得られるかもしれない。

　ティアレシアの提案に、「それなら」とルディが口を開く。

「俺おれの用事にも付き合ってくれ」

「何かあるの？」

「お嬢じよう様さまの新しいドレスを仕立ててもらおう」

「これ以上新しいドレスなんて必要ないわよ」

　十分すぎるほどに、衣い裳しよう部べ屋やにはドレスがある。

　ルディが新調してくれたり、キャシーたちが着古したドレスをアレンジしてくれているので、十分間に合っているはずだ。

「次のチャリティーバザーで古いドレスを売りに出すことにしただろう。新品のドレスは全部もうパーティーで着ているし、数もそんなに多くない」

　ガーデンパーティーの次は、チャリティーバザーを計画している。

　そのために、古いドレスや装そう飾しよく品ひん、調度品は売りに出そうと決めたのだ。

「そうだったわね。たしかに、これから社交界に出ることも増えるだろうし、ドレスは必要ね」

「ドレスだけでなく、装飾品もな」

「……でも、珍めずらしいわね。いつもは私を連れて買い出しなんて行かないのに」

「お前の好みは分かっているつもりだが、たまには自分でも選びたいだろう？」

　ルディの見立てが外れたことはないので、ティアレシアはいつも任せていた。

　しかし、言われてみれば自分でドレスや装飾品を選んだことはなかったかもしれない。

（クリスティアンの時は、侍じ女じよと一いつ緒しよに選ぶことも楽しみだったわね）

　その気持ちを、すっかり忘れていた。

　自分を着き飾かざることよりも、復ふく讐しゆうや王国のことで頭がいっぱいだったから。

「それに、仕立屋なら預言者の噂うわさ話ばなしも転がってるだろ」

　情報収集をかねたものではあるが、ティアレシアは久しぶりの買い物に少しワクワクしていた。




「悩なやましいですねぇ……」

　仕立屋の店主と、ルディが難しい顔で唸うなっている。

　まずは夜会用のドレスを、というルディの注文で、様々な色合いの生き地じが目の前に並べられた。

　ティアレシアは目の前に広がる色の海にどうしていいか分からず、目を泳がせる。

　結局、ルディに色を絞しぼってもらい、そこから自分で選別していこうとしているのだが。

「うちのお嬢様は何でも似合ってしまうので、困ったものですね」

　親バカならぬ従者バカな発言に、ティアレシアはいたたまれなくなる。

　寒色なら、アクアブルーやコバルトブルー、ラピスラズリなど。

　暖色なら、オレンジやチェリーレッド、ピーチブロッサムなど。

　それぞれ絹や綿、ウールなど素材によっても色の印象が変わってくる。

　ドレスの型以前に、生地選びから難航してしまった。

「決められないので、すべて買いましょう。では、次にドレスの型をお願いします」

「ありがとうございます！」

　店主はにこにことドレスの型紙やデザインを運んでくる。

「え、ちょっと！　私が選ぶっていう話はどこに行ったの？」

「全部買ったんだから、その中から選べばいい」

「そんなにドレスにお金はかけられないわ」

「心配いらない。公こう爵しやく家けの予算は俺が管理している。ほとんどがお嬢様用の経費だ。お前が無む駄だ遣づかいを嫌きらうせいでたっぷりあるから安心しろ」

　有う無むを言わさぬ笑え顔がおできっぱりとルディが言った。

　さらりと、公爵家のとんでもない経済事情を知ってしまった。

（こういう話をしていると、ルディが悪あく魔まだってことを忘れそうになるわね）

　バートロム公爵家の執しつ事じでもあるルディは、ティアレシアのことだけでなく公爵家のことも支えてくれている。ティアレシアが生まれた時から側にいて、ずっと見守ってくれたのだ。

　悪魔である彼かれが、ここまでしてくれるのは何な故ぜなのだろう。

「あぁ、思った通り。よく似合っています」

　きれいだ、と目を細めてルディが笑う。店主もルディの言葉に大きく頷うなずいていた。

　ティアレシアの瞳の色に似た、ラピスラズリの耳みみ飾かざり。

　ルディが選んで、試着させてもらっていたのだ。

　不意打ちの笑みに、耳に触ふれた温ぬくもりに、鼓こ動どうが跳はねた。

（……最近、本当にどうしたのかしら？　前はこんなに真まっ直すぐ褒ほめたりしなかった気がするけれど）

　本気で、ティアレシアの〝心〟に近づこうとしているのだろうか。

「お嬢様？　ちゃんと選んでくださいよ」

　ハッとして、ティアレシアは目の前に並べられた装飾品を見つめる。

　宝石が名産であるブロッキア王国らしく、店主が見せてくれる装飾品には大なり小なり宝石が埋うめ込まれている。

　思わず目を留とめたのは、モリオンのネックレス。

　モリオンは、真っ黒い水すい晶しようだ。

　光を通さない漆しつ黒こくの石は、昔は死を象しよう徴ちようする不吉なものだと言われたこともあったが、今では強力な守りの石だ。

（まるで、ルディのような石ね……）

　無意識に、モリオンへと手が伸びていた。

「これがいいわ」
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「そんな黒い石、お嬢様には似合わない気もしますけどね」

「いいじゃない。私はこれがいいの」

　ルディは、気づいていないのだろうか。

　ティアレシアが、ルディの色を身に着けようとしていることに。

　そこにどんな意味があるのか、まだ自分でも気づきたくはなかった。

「そういえば、最近王都では貴族を襲おそう暴動が起きているみたいだから、お嬢様たちも気をつけてくださいね」

　必要最低限以上のものを選び終えた頃ころ、店主が心配して忠告してくれた。

　店主の方から暴動の話題を出してくれたおかげで、自然に聞くことができる。

「まぁ、怖こわいですね。でも、もう暴動は治まったのではないですか？」

「色んな人間がいますからね。一部を捕つかまえたぐらいじゃ治まらないですよ」

「そんなに人数が多いんですか？」

「最初に起きた時から、だんだんと増えているらしいんですよ」

　王都では頻ひん繁ぱんに暴動が起こっているのだろうか。

　不安に思いながらも、ティアレシアは預言者のことも聞いてみる。

「あぁ、そういえば、教会の帰りに預言者が演説していたのを見たって人がいたような気がするねぇ……まぁ、あたしは神の声なんてものよりお金を信じてますけどね」

　にかっと笑い、店主は注文書を差し出す。

　ルディが作り笑いを浮うかべてそれを受け取り、帰り支じ度たくを始める。

　モリオンのネックレスだけは後日配達ではなく、身に着けて帰ることにした。

「だからね、せっかくうちをご贔屓ひいきにしてくれるお嬢様が襲われたら、こっちも痛手ですから。ちゃんと無事に帰ってくださいね」

「ご心配ありがとうございます」

　店主に礼を言い、ティアレシアたちは店を出た。

　どこまでが真実かは分からないが、暴動は一度きりではなく何度も起きているようだ。

　預言者の情報は詳くわしいことは得られなかったが、彼かの女じよが噓うそを言っているようには見えなかった。

　そして、その話が騎き士し団だんへ届いていないということは、誰かが意図的に隠かくしているのだろうか。それとも、襲われた貴族たちは騎士団に報告できない状じよう況きようにあるのか。

　いや、フランツたちは知っていて教えてくれなかっただけなのかもしれない。

「ねぇ、ルディ」

「教会に行きたいんだろ？　いいぜ」

　口に出そうとしていた言葉を先にルディに言われて、ティアレシアは目を丸くした。

「ど、どうして分かったの？」

「お前の考えることなんてすぐに分かる」

　そう言って、ルディはふっと鼻で笑う。

　赤子の時から側にいる従者の余よ裕ゆうな態度に、ティアレシアは何も言い返せなかった。

（私はルディの考えていることが分からないのに……）

　そもそも、ルディは自分のことをあまり話してくれないのだ。

　ティアレシアが知ろうとしなかったことも大きいが。

　ルディは悪魔で、いつか自分の魂たましいを奪うばう存在。

　彼のことを知ったところで、その関係は変わらない。

　だから必要以上に知る必要はないと割り切っていたはずなのに、どうして胸がきゅっと締しめ付けられるのだろう。

　そんなことを考えながら歩いていると、いつの間にかレミーア教会の目の前に着いていた。

　この教会の歴史は古く、尖せん塔とうには立派な鐘しよう楼ろうを持つ。この鐘楼は時刻を知らせるだけではなく、王国の公式行事などの際にも活かつ躍やくする。

　ジェームスの即そく位い式の日には祝福の鐘かねが王都中に鳴り響ひびいていた。

　教会の敷しき地ち内に入り、かすかにメロディが聴きこえてくる礼拝堂へとティアレシアは向かう。

　パイプオルガンの音色と、美しい歌声が、礼拝堂内には満ちていた。

「素す敵てきね」

　十歳さい前後の子どもたちが歌の練習をしている。この教会の聖歌隊だろう。

　しばしティアレシアはその美しい賛美歌に聞き入った。

　しかし、隣となりにいるルディの反応がない。ふと見ると、いつもの余裕のある顔ではなく、口元を歪ゆがめて目が据すわっていた。

（そうよね、ルディは悪魔だもの）

　神を讃たたえる歌、聖なる力が満ちる教会。悪魔である彼にとって居い心ごこ地ちがいいはずはなかったのだ。

「ルディ、ごめんなさい。外で待っていてくれるかしら？」

「……別に俺は平気だ」

「その顔で言われても説得力はないわね。私は大だい丈じよう夫ぶだから、外で待っていなさい」

　命令口調にしてようやくルディは頷き、外に出た。

　曲が終わり、集中力も途と切ぎれたのか、子どもたちは談だん笑しようを始めた。

「とっても素敵な歌声だったわ」

　パチパチと拍はく手しゆをしながら近づいたティアレシアの姿をひと目見て、子どもたちは固まった。

「あんなにきれいな銀色の髪初めてみた……」

「女め神がみ様かな……？」

「うん、きっと。人間じゃないんだよ」

　コソコソと言っているつもりだろうが、礼拝堂内は音がよく響く。ティアレシアの耳にそれらはハッキリと届いていた。しかし、貴族社会で耳にした侮ぶ蔑べつではなく、純じゆん粋すいな言葉だと分かるから、ティアレシアの顔には自然と笑みが浮かんでいた。

「ティアレシア様っ!?　どうしてここに？」

　子どもたちの奥おくから驚おどろいた顔で現れたのは、ガーデンパーティーで出会ったエリメラだった。

　赤茶色の髪は邪じや魔まにならないようひとつに結ばれ、ドレスも装飾が少ないシンプルなものだ。そして、耳にはお守りだというオニキスのイヤリング。

（そういえば、教会や孤こ児じ院いんの手伝いをしていると言っていたわね）

　そして、エリメラが暴動や預言者の噂を聞いたのも教会だった。

「今日は王都で少し買い物をしていたのだけれど、素敵な音色が聴こえてきたものだから思わず足がここへ向いていたわ。少し聞きたいこともあって」

　にっこりと微笑ほほえむと、子どもたちが嬉うれしそうに口元を綻ほころばせる。

「よかったわね、みんな。いっぱい練習したものね」

　優やさしく語りかけるエリメラに、わらわらと子どもたちが集まってくる。

「エリメラ先生のおかげ～！」

「先生の演奏もすごく上手だから」

「うん！　エリメラ先生だいすきぃ」

　どうやら先ほどのパイプオルガンはエリメラが弾ひいていたらしい。子どもたちが慕したっているところを見ると、ここ数日の仲ではないのだろう。

「ちょうどキリもいいところだから、休きゆう憩けいにしましょうか」

　は～い、と子どもたちはエリメラの言うことを素す直なおに聞いている。

「ティアレシア様、もしよければ私がお話を伺うかがいますよ。今、神父様は外出中ですから」

　子どもたちに向けていた笑顔とは違ちがって、緊きん張ちよう気ぎ味みの表情でエリメラはティアレシアに声をかけた。

　公爵令れい嬢じようのティアレシアと子し爵しやく令嬢のエリメラでは身分が離はなれているため、身構えてしまうのは仕方ないかもしれない。それをどこか寂さびしいと感じながら、ティアレシアはエリメラと話をしようと会衆席に落ち着いた。

「エリメラ様は、いつも教会でパイプオルガンを？」

「毎日はさすがに無理ですけれど、毎週子どもたちの練習を見ています」

「すごいわね」

「そんな、私はすごくありません！　すごいのは子どもたちですわ。毎週、ちゃんと成長していて、元気をもらっているのは私の方なんですよ」

　子どもたちの話になって、ようやくエリメラは自然な笑みを浮かべた。その笑みに親しみを感じて、ティアレシアも頰ほおを緩める。

「いいえ、きっとそれはエリメラ様のおかげだわ。子どもたちから慕われているのがよく分かるもの。私にも、何かできることはあるかしら？」

　慈じ善ぜん活動に力を入れたいと思ってはいるが、寄付金集め以外に具体的に何をすれば国民のためになるのか、まだ手て探さぐりの状態なのだ。

　そんな時に、慈善活動を積極的に行っているエリメラと出会えた。ティアレシアがエリメラから学ぶことはきっと多いだろう。

「ティアレシア様は、本当にお優しいのですね。先日のガーデンパーティーでの寄付だけでも十分ありがたいことですのに」

「私自身の目で見て知りたいの……今の王国の現状を。少しでも力になりたくて」

「ティアレシア様は存在しているだけで、きっとすごい力をお持ちですよ。あの日、〈悪魔の女王〉相手に堂々としていた姿は、私の憧あこがれですもの！」

　初めて、真っ直ぐにエリメラがティアレシアを見た。その眼まな差ざしに強い意志を感じて、ティアレシアは目を逸そらすことができなかった。

　シュリーロッドを追おい詰つめたあの舞ぶ踏とう会かいに、エリメラも参加していたのだ。

「私には何の力もなくて、何もできませんでした。ティアレシア様は本当にすごいですよ」

　俯うつむいて、エリメラはぎゅっと両手を握にぎりしめる。

「ありがとう。でも、私だけの力じゃないわ。支えて、助けてくれる人がいたからこそ、私は立ち上がることができたの」

　ルディ、かつての仲間たち、反シュリーロッド派の貴族たち、そして父ジェームスがいてくれたからこそ、ティアレシアはシュリーロッドを追い詰めることができたのだ。

　ティアレシア一人の力ではない。

「それに、エリメラ様に力がないなんて私は思わないわ。だって、子どもたちが笑っているのはエリメラ様のおかげでしょう？」

　その言葉に、エリメラはハッと顔を上げた。

「……ありがとう、ございます。そんな風に言ってもらえたのは初めてです」

　エリメラの瞳から、涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちる。いきなり泣き出したことに驚いたが、ティアレシアは慌あわててハンカチを差し出す。

「あーっ！　エリメラ先生が泣いてる！」

　子どもたちの一人がエリメラをティアレシアから庇うように立つ。

「エリメラ先生をいじめないで！」

　エリメラを守ろうとする姿がいじらしくて、ティアレシアは思わず微笑んでいた。

　これだけ子どもたちに慕われて、何の力もないなんてどの口が言っているのだろう。

（でも、なんだか懐なつかしいわね）

　クリスティアンも、孤児院や教会に視察に行き、子どもたちと遊んでいた。こんな風に慕ってくれる子どもたちもいた。

「違うの！　いじめられてた訳じゃないの。嬉しくて泣いただけなのよ！」

「え？　いじめられてないの？」

「ティアレシア様はとっても優しい方だから、そんなことしないわ」

　子どもたちの威い嚇かくに涙も引っ込んだエリメラが、必死で説明している。

「でも、みんなありがとう」

「おれたちは先生の味方だから！」

　という少年の言葉に、「ぼくも！」「わたしも！」と皆が続く。その言葉を聞いて、またさらにエリメラは涙を浮かべて子どもたちを抱だきしめていた。

「ティアレシア様、お見苦しいところをお見せして申し訳ございません」

「ふふ、とても心あたたまる場面を見せていただいたわ」

「もう、やめてくださいよ」

　そう言うエリメラの顔にも笑みが浮かんでいた。

「そういえば、ティアレシア様は何か御ご用ようがあったのではないのですか？」

　子どもたちがまた遊び始めたのを見て、エリメラが問う。

「エリメラ様が聞いた暴動と預言者の噂を確かめに来たのよ。教会の近くで預言者を見たという話を聞いたから」

「そうだったのですね。残念ながら、私はこの教会で見かけたことはありません。私が来るのはいつも日中なので、もしかすると夕方や夜なら可能性はあるかと思います」

「ありがとう。エリメラ様に会えてよかったわ」

「私も、ティアレシア様とお話しできて嬉しかったです」

　エリメラの返答を聞いて、ティアレシアは思い切って口を開く。

「ねぇ、エリメラ様。私たち、お友達になれるかしら？」

「私でよろしければ、喜んで」

　エリメラの優しい笑みに、どこか懐かしさを覚えた。

　しかし、頭にもやがかかったように、思い出せない。

　──大切な記き憶おくだったはずなのに。




「どうした、その顔は」

　教会の外で待っていたルディに開口一番、怪け訝げんそうな顔で言われた。

「え？」

「かなり緩んでるぞ。何かいいことでもあったのか？」

　ティアレシアは思わず両手で顔を覆おおう。そんなに緩んだ顔をしていたのか。

「……教会にエリメラ様がいて、私と、その……友人になってくれるって」

「なに!?　お嬢様に友人が!?　それは、俺も挨あい拶さつをしなければ」

「ちょっと、やめて頂ちよう戴だい！」

「エリメラ様っていえば、ガーデンパーティーで会った子爵令嬢か……しかし、ようやくお嬢様に初、め、て、の友人が」

「ねぇ、初めてを強調しているの、わざとでしょう？」

　ティアレシアは、今まで友人を作ったことがなかった。

　それはもちろん、復讐のために生きるこの人生で、大切なものを作らないためだった。

　自己防衛のために人と関わることをしなかったせいで、今となっては社交界で一方的に知られているだけの存在だ。シュリーロッドを追い詰めたことをほとんどの者が知っているため、同年代の令嬢もなかなか近づいてこない。

　ティアレシアに友人が一人もいないことを密ひそかに父や使用人たちが嘆なげいていることは知っていた。

　だからといって仲良くなれれば誰でもいい訳でもない。ティアレシアはほとんど諦あきらめていた。

（でも、なんだかエリメラ様といると安心するのよね）

　何故かは分からない。エリメラの持つ柔やわらかな雰ふん囲い気きのせいだろうか。

　たしかに言えるのは、社交界で表面上の付き合いをする令嬢たちとは何かが違うということだ。

　友人になりたいと素直に思ったのも、初めてだった。

「……ま、よかったな」

　ぽん、と頭に手を置かれ、優しく撫なでられた。

　子ども扱あつかいしないで、と振ふり払はらいたいのに振り払えない。

「それで、何か情報は摑つかめたのか？」

「いいえ。ルディは何をしていたの？」

「通行人に話を聞いてみた。暴動が起きているのはみんなが知っているが、預言者のことになると皆が口を閉ざす。不自然なほどにな」

　ルディも色々と調べてくれていたらしい。

　預言者の情報が不自然なほどに出てこないのは、何らかの理由で口止めをされているからだろうか。

　それとも、皆が預言者を庇おうとしているのか。

「預言者は、そんなに影えい響きよう力りよくがある人物なのかしら」

　だとすれば、このまま放っておくのは危険だ。

　ティアレシアが難しい顔で考え込んでいると、ふいにルディの顔が目の前にあった。

「ふっ、可愛かわいい顔が台無しだぞ」

　ルディにくっと顎あごを持ち上げられ、見つめ合うかたちになる。

　その瞳の奥にある漆黒の闇やみを、いつからこんなに熱く感じるようになったのだろう。

　預言者のことを考えていたはずなのに、ルディのことで頭がいっぱいになる。

（どうしよう、キスされる……？）

　魔ま力りよくを補ほ充じゆうするため、ルディとは何度もキスをしたことがある。

　あの時は復讐のためだと覚かく悟ごを決められた。

　では今は？　何のためにルディとキスをするのか。

　最近、キスを求められなくなったのは、魔力が必要な場面がないからだろうと考えないようにしていたのだが……。

　ティアレシアは緊張感に耐たえられなくなり、ぎゅっと目を瞑つぶった。

　そうして視界からルディを追い出した、その時。




「〈悪魔の女王〉を殺せ……っ！」




　叫さけび声ごえが聞こえた。

　それも、一人や二人ではない集団の叫び声。

　怒いかりと憎にくしみが混ざり合った、激しい熱量が空気を震ふるわせる。

　ティアレシアは走り出していた。ルディが止めるのも振り切って。

「……何を、しているの？」

　貴族の馬車が襲われていた。

　手に鈍どん器きや木の棒など様々な武器を手に持った者たちが車両と馬のつなぎを破は壊かいし、無理やり馬車を止めている。

「〈悪魔の女王〉を殺せ！」

「あの悪魔を殺さない限り、俺たちの怒りが消えることはない！　この国に、平和は訪おとずれない！」

「虐しいたげられた！　何もかも、奪われた！　〈悪魔の女王〉に！」

　乗車している貴族は、絶え間ない攻こう撃げきのせいで外に逃にげることができない。

　しかし、今はそれでいい。興奮状態の彼らの前に出れば、ただではすまないだろう。

　暴動には、十数名の者たちが参加している。中には、十歳前後の子どももいた。石を持って、大人たちと一緒に訳も分からず叫さけんでいる。

「やめなさいっ！　ここでこの人たちを襲っても、何の解決にもならないわ！」

　喧けん騒そうの中、ティアレシアの声はかき消されていく。

　馬のいななきが聞こえた。

　驚いた馬が、この場から逃げ出そうとしている。

　その先には、花売りの少女がいた。

　向かってくる馬に気づいても、恐きよう怖ふで動けないようだ。

「危ないっ！」

　ティアレシアは少女の身体からだを抱きしめて、その場から離れる。

　間かん一いつ髪ぱつで、馬の進行方向から少女を助けることができた。

　しかし。

「おい、あれ見ろ。銀色の髪だ」

「新国王の娘むすめだ」

「預言者様が言っていたのは、あの女だ」

「あぁ……あの女が〈悪魔の女王〉を殺さず生かした！」

　じろり、と集団の目はティアレシアを捉とらえた。

「離れて」

　馬から助けた少女を逃がし、ティアレシアは敵意むき出しの集団に向き合う。

　じりじりと、壁かべ際ぎわに追い詰められていく。

「〈悪魔の女王〉を殺せ。〈悪魔の女王〉を殺せ。〈悪魔の女王〉を殺せぇ……っ！」

　呪じゆ文もんのように繰くり返かえし、男たちが武器を振り上げる。

　その腕うでに、きらりと光るものが見えた。陽の光をはじく、闇色の石。

「何故、あの悪魔を生かした！　それこそが、罪ではないか！」

　濁にごったような瞳には、明確な殺意がある。憎しみがある。

「気持ちは分かるわ。でも、こんなことをしても国が荒あれるだけよ！　お願い、武器を下ろして！」

　うおおおぉぉ、という集団の叫び声を相手に、ティアレシアの声が敵かなうはずもない。

「国王ジェームスを、どうか信じて！」

　誰かが投げた石が頰をかすり、痛みが走る。

　それでも、それ以上に苦しいのはきっと、今武器を持っている国民たちだ。

「俺のお嬢様は、お前らが傷つけていい相手じゃねぇ」

　低いルディの声が聞こえたかと思うと、彼はどす黒いオーラを纏まとっていた。

「ルディ、やめて！　誰も傷つけないで！」

　数人の男たちから武器を奪い、殴なぐろうとしていたルディは、ティアレシアの言葉で動きを止めた。

　そして、そのせいで背後から頭を思い切り棍こん棒ぼうで殴られてしまった。

「ルディっ！」

　力任せに振り払い、ルディは真っ直ぐにティアレシアのもとへやってきた。

　その額からは、赤い血が垂れている。

　彼が傷ついたのはティアレシアのせいだ。

「遅おそくなって悪かった」

「私こそ……」

　ルディは止めようとしていたのに、ティアレシアが一人で突つっ走ぱしった。

「お前は、本当に世話が焼けるな」

　ルディの背後には、怒りや憎しみが収まらない暴徒がいる。

「あいつらに攻撃はしない。だが、お前を守るなとは言わせない」

　ルディはその広い胸にティアレシアを抱きしめて、優しく背を撫でた。

「何も聞くな。何も見るな。お前は、俺だけを感じていればいい」

　ティアレシアを安心させるように囁ささやいて。

　痛いくらいに強く抱きしめられて、目も耳もふさがれてしまう。

「あの銀色の髪の女は、きっと悪魔の使いだ！　殺せ！」

　くぐもった声で、罵ば倒とうらしき音が聞こえたが、ティアレシアの耳には言葉として届かない。

　すべてをルディが受けとめてくれているから。

　国民を傷つけたくはない。

　だからといって、ルディに傷ついてほしい訳ではない。

（シュリーロッドを生かすことを選せん択たくしたのは、私なのに……！）

　これは、ティアレシアが受けるべきものだ。

　最終的に、シュリーロッドの幽ゆう閉へいは、国王となったジェームスが決断したことであっても。

　ティアレシアは、悪魔の契けい約やく者しや。

　シュリーロッドを殺すこともできたのだ。

　殺さない。そう決めたのは、他でもないティアレシア自身だ。

　選択したティアレシアが、責任をとらなければならない。

（ルディ！　もういい、もういいから……っ！）

　抜ぬけ出そうとしても、びくともしなかった。

　強く抱きしめられているせいで、ティアレシアは喋しやべることもできない。

　それでも、ルディが殴られているのが振しん動どうで伝わってくる。

　やめて。自分の体を盾たてにしてまで守らなくてもいい。

　ここまでしてティアレシアを守る理由がルディにはないはずだ。

　腕の中で守られるだけの自分が悔くやしくて、ティアレシアは涙を流す。

（どうして、どうして……私はこんなに無力なのっ！）

　早く、早く。誰か来て。助けて。このままではルディが……。

　視界が開けたのは、王都を守る王立騎士団が到着した時だった。

「ティアレシア、無事か？」

「私は大丈夫よ。ルディは……？」

　よかった、と笑って、ルディの身体はぐらりと傾かしいだ。
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　窓の外に、欠けた月が見える。

　しかし、ティアレシアの心を現すかのように、月は雲に隠れて夜の闇を深めてしまう。

「……ルディ」

　蠟ろう燭そく一本だけを灯ともした、薄うす暗ぐらい部屋。

　バートロム公爵家別べつ邸ていの、ルディに与あたえられた私室だ。

　いつもルディがティアレシアの部屋に来るので、入ったのは今日が初めてだ。

　調度品の類たぐいはほとんどなく、ベッドとテーブルと椅い子すだけがある殺風景な部屋だ。

　ティアレシアは、ルディが眠ねむるベッドの側に椅子を寄せて、看病を続けていた。

（ルディのこんな弱った姿、初めて見るわ……）

　カルロに診みてもらったが、全身にひどい打だ撲ぼくや切り傷があり、その影響で高熱が出ているということだった。

　しかし、ルディは悪魔だ。普ふ通つうの人間よりも身体は強い。ティアレシアは、ルディが怪け我がをしたところなどほとんど見たことがないのだ。

　それなのに、暴動からまる一日が経たってもルディは目を覚まさない。

　時々苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、額や首筋に汗あせが浮かんでいる。

　どうにかルディを楽にしてあげたくて、ティアレシアはあることを思いつく。

　キスをして魔力を与えれば、もしかしたら……。

（お願い、目を覚まして）

　苦しむルディにベッドサイドからそっと、ティアレシアは口づけた。

　数秒後、唇くちびるを離すが、ルディに変化はない。

「……どうして」

　ルディの意識がなければ、魔力を補充できないのだろうか。

　ティアレシアは涙をこらえながら、ぎゅっと拳こぶしを握った。

「……寝ね込こみを襲うなんて、大だい胆たんだな」

　意地悪な笑みを浮かべて、ルディが体を起こした。

　怪我の手当のため、包帯が巻かれた上半身が露あらわになっている。

　平常時だったなら、その鍛きたえられた肉体を直視できなかっただろう。

「ルディ！」

　ティアレシアは思わずルディの手を握っていた。

　目が覚めてよかった。こらえていた涙がこぼれ落ちる。

　そして、何もできずにただ守られるだけだった自分が情けない。

「……本当に、ごめんなさい。そして、ありがとう。あなたが庇ってくれなかったら、きっと私はここにいないわ。でも、私のせいで、こんな大怪我を……」

「そんな思い詰めた顔するな。俺は平気だ」

「でも……」

「悪魔の俺が死ぬはずないだろう？」

　口元を不敵に歪めて、ルディはティアレシアの額を小こ突づく。

「お前の同情を買うための演技だったが、こうやって心配されるのも悪くないな。俺のために泣いてくれるのか？」

　ティアレシアの目元に浮かぶ雫しずくを指ですくい、ルディは笑った。

　噓だ。だって、ルディの熱はまだ下がっていない。

　少し動くだけでも痛みが走るだろうとカルロが言っていた。

　今、起き上がっているだけでも相当痛いのではないか。

　その証しよう拠こに、先ほどティアレシアに触れたルディの手はかすかに震えていた。

「ルディ、魔力ならいくらでも奪っていいから……」

　魔力を与えれば、傷の治りが早くなるのではないか。

　ティアレシアはもう一度、キスをしようと近づく。

　しかし、ルディの大きな手に顔を包み込まれ、唇が触れる直前に阻はばまれた。

「お前こそ、ちゃんと手当していないだろう？　顔に傷が残ったらどうするんだ」

　右頰のかすり傷に、ルディが優しくキスを落とす。

　柔らかな温もりに、頰が熱くなった。なんて触れ方をするのだろう。

「今は私のことよりもルディの方が」

「こんなのすぐに治る」

「まる一日ずっと、傷の痛みに苦しんでいたのに？」

　ルディの看病をしながら、ティアレシアはずっと考えていた。

　悪魔であるルディが、どうしてここまで弱っているのか。

　そんなの、答えはひとつしかない。




「あの時、私の魂を奪わなかったからではないの？」




　復讐を終え、魂を捧ささげようとしたあの日。

　ルディはティアレシアの魂を奪わなかった。

　その時から、契約が少しずつ歪んでいたのではないだろうか。

　暴動から庇ってくれた時も、いつものルディならばあの場からすぐに去ることができたはずだ。

　本調子だったなら、こんなにひどい怪我をすることもなかっただろう。

　先日のチャドとの戦せん闘とうで魔力はほとんど失っているはずなのに、ティアレシアから魔力を補充しようともしない。

（もう少し生きられると知って嬉しかった。それでも……）

　本来であれば、十六年前に失われていた命なのだ。

　転生したのも、復讐のためだった。

　復讐という望みを叶かなえた後も、ルディは生きられる時間をくれた。

　でもそのせいで、ルディが弱っているのだとしたら……。

「それは違う」

「私の復讐は、あなたを楽しませられるようなものではなかったはずよ。私は、殺したいほど憎んでいるシュリーロッドを生かしているのだから……っ！」

　この決断に後こう悔かいはない。

　しかし、ティアレシアに怒りと憎しみをぶつけてきた暴徒たちを思うと、本当にこれでよかったのか、と迷う自分もいた。

「お前は、殺せなかったんじゃない。殺、さ、な、か、っ、た、んだろう？」

　ルディの問いに、ティアレシアは思わず息を吞のむ。

　漆黒の双そう眸ぼうには何もかも見み透すかされているような気がして、少し怖い。

「あの場面でシュリーロッドを殺すという選択をしていたなら、俺はお前の魂をすぐに奪っていた。今までに見てきた他の人間と変わらないからな。でも、お前は憎いあの女を生かした。現実という地じ獄ごくを見せるために」

　そう言って、ルディはにやりと口角を上げた。

「今も、お前の中にはたしかに憎ぞう悪おがある。だからこそ、俺はこれからのお前の復讐を見届ける。つまらないと思えば、すぐにでも魂を奪ってやるさ」

　自分が選んだ復讐の道に迷うな、と背中を押おされた気がした。

「……それでも、私はいつでもルディに魂を捧げる覚悟はできているわ」

　その意志は固いのだと、ティアレシアは真っ直ぐに伝える。

　クリスティアンは人の言葉を疑うことを知らなかった。

　すべてを信じすぎて、何も見えてはいなかった。

　そういう意味では、シュリーロッドと似ていたとティアレシアは思う。

　だからこそ、大切な多くのものを失った。

　同じ失敗は繰り返さない。後悔はもうしたくないのだ。

「だから、ルディは我が慢まんしないで」

「そうか」

　ルディはティアレシアの腕を引き寄せ、ベッドに押おし倒たおす。

「だったら、このまま身も心も俺に委ねるか」

　向けられた妖あやしい色いろ香かに、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。

　覆いかぶさる男の身体に、心臓が早はや鐘がねを打つ。

　しかし、湧わき上がってきたのは、襲われる恐怖ではなく、はぐらかされた怒り。

「ルディ、そういうことじゃ……っ」

「なんだ？　俺にすべてを捧げると決めたんだろう？」
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　ルディは脅おどすような声こわ音ねで囁き、ティアレシアの右みぎ肩かたに触れた。

　今は長なが袖そでのドレスで見えないが、そこには悪魔との契約の刻印がある。

　そして、ゆっくりとその手は胸むな元もとのリボンをほどいていく。

　どくどくとうるさく喚わめく心臓が、思考を乱す。

　ルディの美しい顔が、吐と息いきがかかるほど近くにある。

　はらりと汗ばんだ黒くろ髪かみが、ティアレシアの頰にかかった。

　その瞬しゆん間かん、ティアレシアは我に返る。

「……ルディの馬ば鹿か！　そんな身体で何ができるのよ！」

　軽く押しただけで、ルディの身体はすぐに離れた。というより、ティアレシアを押さえつけるだけの力が入らなかったのだ。

　怪我人相手に、一いつ瞬しゆんでも流されそうになった自分が嫌いやになる。

「怪我が治るまで大人しく寝ていなさい。これは、命令よ」

　それだけ言い置いて、ティアレシアはルディの部屋を出た。

　ルディがまだティアレシアの魂を奪う気がないのなら、やることはひとつだ。

　新時代に向けて動いている中、王国に混乱を招く預言者や暴動は見過ごせない。

（それに、私の大切な従者を傷つけた……）

　ティアレシアは、一人で預言者について調べることを決めた。
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　ティアレシアが去った扉とびらを見つめ、ルディは溜ため息いきをつく。

　全身が痛い。身体の動きを痛みが鈍にぶくする。

　魔力は枯こ渇かつしていて、笑えるほどに今の自分は無力だ。

　ふと視線を動かすと、何もなかったはずの窓まど際ぎわに一輪の薔ば薇らの花が生けられているのが見えた。

　眠っている間に、ティアレシアが用意してくれたのだろう。

　その柔らかなピンク色の花弁は、ティアレシアの美しい心を思わせた。

　彼女のことを思っただけで、口元には緩やかな笑みが浮かんだ。かなりの重じゆう症しようだ。

　ガーデンパーティーで思い出した、十六年前のあの日のこと。

「あの時は、馬鹿馬鹿しいと笑っていたのにな……」

　ふっとルディは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

　我わが子のために、ルディに魂を捧げたベルローゼ。

　自分が愛情を注げない代わりに、見守ってほしいと希こいねがった。

　悪魔である自分が、愛情など持てるはずもないのに。

　馬鹿な女だ、とあの時は内心で一いつ蹴しゆうしていた。

　利用して、信じさせて、手ひどく裏切って、絶望させることは簡単だ。

　今までだって、ルディは残ざん忍にんな悪魔らしく、多くの人間の絶望を味わってきた。

　しかし、それらはすべて単調で何の面おも白しろみもなかった。

　ルディの思い通りに動く人間は退たい屈くつだった。

　だから、契約通りにティアレシアを見守ることにした時も、退屈こそすれ面白いと思う日がくるなど思ってもみなかった。

　それなのに、今ではティアレシアを守るために必死になっている。

　暴徒たちが言うように、シュリーロッドが憎いなら殺せばいい。それが一番簡単だ。

　だが、ティアレシアはシュリーロッドを殺さなかった。

　憎しみが消えた訳でも、殺意が消えた訳でもない。

　ただ、そこには深い愛情もあった。

　初めて興味を持ったあの日から変わらない、人を愛したいという純粋な心。

　愛があるからこそ、ティアレシアは安易な道ではなく、棘いばらの道を進んでいく。

「やっぱり俺は、お前の〝心〟が欲しい」

　どうしようもなく、惹ひかれている。

　美しい魂に、困難に立ち向かう強さに。その、優しい心に。

　しかしそのすべては、求めれば求めるほどルディから遠ざかっていく。

　そう、思っていたのに。

（まさか、ティアレシアからキスを仕し掛かけてくるなんてな……）

　その上、ルディのことを本気で心配していた。

　誰かに心配されたことなど、悪魔である自分にはない。

　どうしようもなく、あたたかな何かがこみあげてくる。

　そろそろ、認めざるを得ないのかもしれない。

　頭では頑かたくなにティアレシアを獲え物ものだと認にん識しきしようとしているのに、それ以上にルディの心を占しめるのは大切にしたいという思いだ。

　契約者の魂を奪わないだけで、悪魔がここまで弱ることはない。

　悪魔を唯ゆい一いつ殺すことができるのは──〝愛〟だ。

　悪魔が愛を知り、愛される喜びを知った時、その存在は消える。

　それが、罪人である悪魔に神々が与える、唯一の赦ゆるし。

　甘あまく、どろりと心に染しみわたる優しい毒は、じわじわとルディの身体を蝕むしばむ。

　目を逸らしていても、気づかないふりをしていても、ティアレシアを見る度たび、その想おもいは募つのっていく。

「……あぁ、かっこ悪いな」

　ベッドに力なく横たわり、ルディは目を閉じる。

　嬉しかった。

　悪魔である自分にキスをして、魔力を与えようとしてくれたこと。

　だが、ティアレシアには完かん璧ぺきな姿しか見せたくない。

　弱った姿をこれ以上見せたくなくて、わざと怒おこらせるような真ま似ねをした。

　思おも惑わく通どおり、ティアレシアは怒って部屋を出た。

　しかし、ティアレシアを押し倒した時、その抵てい抗こうはあまりに弱くて。

　腕の中に閉じ込めた愛いとしい温もりを、手放したくないと思った。

「本気で俺を受け入れようとした訳ではない、よな……？」

　その独白に答えるように、薔薇の花弁が一枚はらりと落ちた。
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「暴動に巻まき込こまれたとカルロ先生からお聞きしました。大変でしたね。もう身体からだは大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　バートロム公こう爵しやく家けの応接間で、フランツが心配そうな表情で問う。

「えぇ、私は大丈夫よ。ただ、ルディがひどい怪け我がを負ってしまって……」

　ティアレシアの頰ほおの傷は、跡あと形かたもなく消えていた。

　ルディが傷を癒いやしてくれたのだ。

（自分の方が重じゆう症しようなのに、平気だなんて噓うそばかり……）

　思い出すと、腹が立ってくる。

　そんなにティアレシアは頼たよりないのだろうか。

「それは心配ですね。でも、だからといってティアレシア様に給きゆう仕じをしていただく訳には……」

「いいのよ。私が好きでやっているのだから」

　にっこりと微笑ほほえみ、ティアレシアはルディ特製紅茶をカップに注ぐ。

　優やさしい香かおりに少しだけ心が落ち着いた。

　どうぞ、とフランツの目の前に紅茶とクッキーを用意する。

「急なお願いだったのに来てくれて、本当にありがとう。王城の仕事は、大丈夫なの？」

「問題ありません。それに、ティアレシア様の様子を見てくるように、とジェームス陛下からも頼たのまれていましたから、ちょうどよかったです。早さつ速そくですが、頼まれていたものをお持ちしました」

　そう言って、フランツが胸むな元もとのポケットからある物を取り出す。手のひらサイズのそれは、白い布に包まれている。

「ありがとう」

　預言者の情報を摑つかむために、どうしても確かく認にんしたいことがあったのだ。

　布を広げると、そこには黒い石が埋うめ込まれた腕うで輪わがあった。

　これは、先日の暴動で暴徒と化した国民たちが身に着けていたもの。

（……やっぱり、オニキスだわ）

　あの時は一いつ瞬しゆんで、よく見ることができなかった。

　それでも、皆みなが皆同じように黒い石を身に着けていたことは記き憶おくしている。

　ブロッキア王国の王女として、クリスティアンは宝石のことはよく知っていた。

　ひと目見ただけでその石の名前や持つ意味、質の良よし悪あしまである程度なら分かる。

　だから、暴動の時のことを思い返したティアレシアが一番に気になったのは、黒い石が埋め込まれた装そう飾しよく品ひんだった。

「かなり質が悪いオニキスね」

「暴徒たちが仲間意識で身に着けていたのでしょうか」

「そうね。オニキスは決断力や行動力をもたらしてくれる石だから……でも、いくら質が悪いからといって、国民たちが示し合わせてオニキスを購こう入にゆうすることは難しいでしょう」

　暴徒の士気を上げるために、皆でオニキスを身に着けていた。

　そう考えるのが妥だ当とうだろう。

　しかし、暴動に参加するためにオニキスを各自で購入するとは思えない。

　誰だれかが、オニキスを配っているのではないか。

　──たとえば、預言者が。

（でも一体、オニキスを身に着けることに何の意味があるの？）

　じっと黒いオニキスを見つめるが、胸むな騒さわぎがするだけで何も分からない。

「それで、預言者のことは何も？」

「誰一人、口を割りません。騎き士し団だんの方でも王都の見回りを強化して、預言者の情報を集めてはいるのですが、何も摑めていません」

　フランツが悔くやしげに話す。

　騎士団が調べても摑めないとすれば、どうやって預言者の情報にたどり着けるのか。

　暴動に襲おそわれた時のことが脳のう裏りに浮うかぶ。

　シュリーロッドを生かした悪あく魔まの使いだと、ティアレシアに明確な殺意を向けていた。

　あの時、ルディが助けに入らなければティアレシアはきっと殺されていただろう。

　思い出すと、今でも身体が恐きよう怖ふで震ふるえる。

　しかし、ティアレシアはぐっと拳こぶしを握にぎり、自身の内にある恐怖心を鎮しずめた。

「暴徒たちは、〝銀色の髪かみの娘むすめ〟が〝新国王の娘〟で、〝〈悪魔の女王〉を生かした〟のだと言っていたわ。つまり、預言者は私があの舞ぶ踏とう会かいの夜、シュリーロッドを追おい詰つめたことを知っているということになるわ」

「預言者は、舞踏会に参加していた者、もしくは参加者とつながりがあるということでしょうか」

　フランツの言葉に、ティアレシアは頷うなずいた。

　しかし、あの舞踏会の夜、シュリーロッドはティアレシアを見せしめにするために、国内の貴族たちのほとんどを招待していた。

　候補者が多すぎる。

　鍵かぎとなるのは、暴徒とオニキスのつながりだろう。

「このオニキスがどこから流れてきているのか、それが分かれば少しは預言者に近づけるかもしれないわね」

「そうですね。ようやく得た手がかりですから、もっと調べてみます」

「えぇ。また何か分かったら教えて頂ちよう戴だい」

　オニキスの件はフランツが調べてくれる。となれば、ティアレシアは別の角度から調べるべきだろう。

　かつての友人を見送って、ティアレシアはすぐに行動を開始した。




「こんにちは」

　レミーア教会の中庭で楽しく遊んでいる子どもたちに、ティアレシアは声をかけた。

「あ！　昨日の！」

　一人の女の子がティアレシアを指さした。

「ティアレシアよ。よろしくね」

「エリメラ先生のお友達？」

「えぇ、そうよ」

　にっこりと微笑んで、ティアレシアは頷いた。それだけで、子どもたちの警けい戒かい心しんが解ける。

　エリメラの力はすごい。内心でティアレシアは礼を言う。

「この髪、ほんもの？」

「すごくきれい」

　興きよう味み津しん々しんな目で子どもたちが銀色の髪を見つめている。

「本物よ。触さわってみる？」

　ティアレシアは髪留めを外し、まとめていた髪を下ろす。

「うわぁ～」

　指通りの良いサラサラの銀の髪に、子どもたちは目を大きく見開いて触ふれる。

「みんなは何をして遊んでいたの？」

　ティアレシアに触れたことで、子どもたちは少しずつ心を許してくれたようだ。

「追いかけっこしてたの！　一いつ緒しよに遊ぶ？」

「そうね、一緒に遊びましょう」

　動きやすいドレスを着てきて正解だった。

　ティアレシアは子どもたちと追いかけっこをして遊ぶ。

　しかし、胸の内は穏おだやかではいられない。

　今この時も、暴動がどこかで起きているかもしれない。

　預言者が裏で何か画策しているかもしれない。

（でも、だからこそ私はここに来たのでしょう）

　少しでも預言者の情報を摑むために。

「そろそろ休きゆう憩けいにしない？」

　子どもたちの体力に限界はないのだろうか。

　ティアレシアは息も絶え絶えに子どもたちに提案する。

　まだまだ遊びたい、という声もちらほら聞こえたが、ティアレシアが木こ陰かげのベンチに数人の子どもたちと座すわると皆が集まった。

「みんなはいつもこのお庭で遊んでいるの？」

「うん！　そうだよ」

「この辺りで、フードを被かぶって顔を隠かくした人を見たことない？　預言者っていう人なんだけど」

　ティアレシアは何気ない会話を装よそおって子どもたちに問う。

　子どもたちが遊んでいた中庭からは、教会の前の道が見える。

　もし遊んでいる時にフードを被った人物を見かけたなら、覚えているだろう。

「う～ん……」

「……あ！　エリメラ先生を泣かせてた人がいた！」

　一人の声に、皆がそうだそうだと頷いた。

「それはいつ頃ごろ？　エリメラ様を泣かせていたってどういうことかしら？」

　つとめて優しくゆっくりと聞こうと思っていたが、思わぬ内容に少しばかり前のめりになる。

　子どもたちは少し驚おどろきながらも、一いつ生しよう懸けん命めい説明してくれた。

　子どもたちが口々に補足してくれた内容をティアレシアは要約する。

「一か月ぐらい前にエリメラ様がフードの男と一緒に教会に来て、中で話をしているうちにエリメラ様が泣き出してしまったのね？」

「うん。でも、なんだか怖こわくて、みんなで見てることしかできなかったんだ」

「そのあと、エリメラ先生はいつもより元気がなくて、いっぱい遊んだんだけど、元気になってくれなくて」

「だから、次にエリメラ先生が泣いていたら、絶対にみんなで守ろうって決めたの！」

　それで、ティアレシアがエリメラを泣かせたと思ってあんなに庇かばっていた訳か。

（エリメラは一月前、預言者と接せつ触しよくしていたかもしれない……？）

　それはちょうどシュリーロッドの罪が暴かれた頃だ。暴動が起きるよりも前に、預言者らしきフードの人物と接触していた可能性がある。

　気になるのは、エリメラが泣いていた、ということ。

　一体、預言者とエリメラはどんな話をしていたのか。

　そして、彼かの女じよは何な故ぜ、預言者との関わりを隠しているのか。

　子どもたちに聞いても話の内容は分からなかった。

「みんなはエリメラ様が大好きなのね」

「うん！」

　子どもたちの曇くもりのない笑え顔がおを信じたい、とティアレシアは思った。
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「ティアレシア様、本日はアフタヌーンティーにお招きいただきありがとうございます」

「こちらこそ、来てくれてありがとう」

　ティアレシアは笑えみを浮かべ、エリメラを応接室へと招き入れる。

　応接室の雰ふん囲い気きに合わせたクリーム色のドレスは、一人でも着られるドレスだ。シンプルなデザインながらも、胸元とスカート部分のフリルが可愛かわいらしい。外からは見えないように、服の下にはモリオンのネックレスを身に着けている。ルディを思わせる漆しつ黒こくの水すい晶しように、少しでも勇気をもらうために。

　そうして髪はキャシーに結ゆい上げてもらい、花の髪飾かざりを挿さした。

　ルディが療りよう養よう中でいなくても、なんとか身み支じ度たくは整えられるようになってきた。

　今回のエリメラを招待したアフタヌーンティーについて、ルディには教えていない。

（初めての友人を屋や敷しきに招き入れたと知ったら、療養中でも給仕をしかねないもの）

　そして、エリメラにはひとつの疑念がある。

（無関係ならそれでいい……でも）

　教会で会っていたのが預言者なら、エリメラはティアレシアに噓をついていたことになる。

　それに、エリメラは暴徒たちと同じようにオニキスを身に着けている。

　首元まで詰つまったデザインのドレスは紺こん青じようで、胸元にはパールのネックレスが映はえる。赤茶色の髪は低い位置で結ゆわれており、ドレスと揃そろいの髪飾りが可愛らしい。しかし、耳元に漆黒のオニキスの飾りがくることで、目線はどうしてもイヤリングにいってしまう。

（エリメラ様は預言者の仲間なの……？）

　しかし、子どもたちのエリメラを慕したう姿を思い出すと、否定したい気持ちが強くなる。

「どうぞ座って。今日はダージリンを用意しているの。スコーンも焼き立てよ」

　給仕は、ルディの代わりに、キャシーたちメイドがこなしてくれる。

　テーブルには、ローズウッドで作ったティーキャディボックス。

　その中には、ダージリンの茶葉が入っている。

　純銀のティーポットと貝かい殻がら模様のティーキャディスプーン、シュガーボウル。

　そして、アフタヌーンティーのメインとなる三段のティースタンド。

　一段目にはフルーツのケーキ、二段目にはスコーン、三段目にはサンドイッチが一口サイズで可愛く盛り付けられている。

　紅茶が注がれると、爽さわやかな香りがふわりと広がった。

　ミルクも用意しているが、飲み方はストレートがいい。ティアレシアはエリメラにすすめた後、自分も口をつける。

　しかし、ルディが淹いれた紅茶の方が美お味いしいと思ってしまった。

「すごくいい香り……それに、素す敵てきなティーカップですね」

　小こ花ばな柄がらのティーカップを見て、エリメラは目を輝かがやかせた。

「ありがとう。エリメラ様、お砂糖はいかが？」

「いいえ、このままで十分美味しいです。ティアレシア様、お友達だと言ってくださるなら、私に敬けい称しようはいりませんわ。どうぞエリメラとお呼びください」

「それなら、エリメラ。私のことも、ティアレシアと呼んで」

「ティアレシア様を呼び捨てになんてできません！」

　エリメラは思い切り首を横にふった。

「年下の私があなたを呼び捨てにしているのに？」

「わ、私は子し爵しやく令れい嬢じようですもの。そんな無礼な真ま似ねはできませんわ」

「私は気にしないけれど、いきなりは難しいわよね」

　焼き立てのスコーンにたっぷりのクロテッドクリームを乗せ、口に含ふくむ。

　外側はサクっとしていて、中はしっとりしたバターの風味が広がる。

　美味しいが、どこか物足りない気がしてしまう。

　ティアレシアは、完全にルディに餌え付づけされてしまっていたらしい。

　父が王城でルディのお菓か子しを喜んでいた気持ちが今ならよく分かる。

「教会に行った時、子どもたちが楽しそうに話してくれました。ティアレシア様が遊んでくれて、お菓子をくれたこと」

「ふふ、喜んでもらえてよかったわ」

　楽しそうにはしゃいでいた子どもたちの顔が思い浮かび、ティアレシアは笑みをこぼす。

「ティアレシア様の笑顔は、本当に美しいですね」

　エリメラがうっとりとティアレシアを見て言った。

　しかし、すぐに自分が口走ってしまった言葉に焦あせり始める。

「あ、ごめんなさい、私ったら……でも、あの舞踏会のティアレシア様しか知らなかった時は、こんな風に笑ってくださる方だと思っていなくて。だからすごく、笑顔が見られたことが嬉うれしくて……」

　そうだ。エリメラもいたのだ、あの舞踏会に。

　エリメラだろうか。預言者にティアレシアのことを教えたのは。

　預言者とつながりがある貴族として、最も有力であることはたしかだ。

　ティアレシアは動どう揺ようを悟さとらせないよう、にっこりと微笑む。

「ありがとう。そう言ってもらえて嬉しいわ」

「……本当に、あの舞踏会の夜、〈悪魔の女王〉を追い詰めたティアレシア様は、悪魔を封ふうじた聖女様のようですごくかっこよかったです！」

　聖書の『悪魔の章』で、悪魔を地上に封じたのは神より力を賜たまわりし聖女だ。

　聖女は、心が清く、悪魔の誘ゆう惑わくにも打ち勝てる美しい魂たましいの持ち主であると記されている。

　ブロッキア王国の建国神話にも聖女は出てくる。そして代々国王が悪魔の封ふう印いんを担になっていたという事実を、ティアレシアもあの舞踏会の夜に知った。ティアレシアが悪魔チャドを運よく封印できたのは、王家の血筋だったからだろうとルディは言っていた。

　しかし、そのことを知るのはごく一部。

　悪魔の存在は伝説上のもので、実在するとは誰も思っていないだろう。

　だから、エリメラの言葉にはきっと裏がある。

　それでも、復ふく讐しゆうのために悪魔と契けい約やくした自分に、聖女という言葉はあまりにも似合わないとティアレシアは首を横に振ふった。

「私は聖女様のようにはなれないわ。それに、大切な人を守ることもできていないもの……」

「何か、あったのですか？」

　エリメラが預言者とつながりがあるのなら、ティアレシアが襲われた暴動のことも知っているだろう。

　心配そうに問うエリメラに、どのように伝えようかとティアレシアは逡しゆん巡じゆんする。

「……実は先日、私も王都で暴動に巻き込まれたのよ」

「えっ？　そんな、大丈夫だったのですか……？」

　緑の瞳ひとみが驚きに見開かれる。

「幸い、私には怪我もなく、無事に帰ってくることができたわ」

「まあ……ティアレシア様にお怪我がなくて本当によかったですわ。でも、そんな大変な時にどうして私を誘さそってくださったのですか？」

　当然の疑問だろう。

　大変な目に遭あったばかりなのに、こうして紅茶を楽しむ余よ裕ゆうなど普ふ通つうはない。

「エリメラが言っていたお守りのことを思い出したのよ。私は、これ以上誰にも傷ついてほしくないから、少しでも何かにすがりたくて……」

「そのお気持ち、分かります。私も、このお守りを手にする前は、本当に無力で、何も知らない自分が嫌きらいでしたから……実は、慈じ善ぜん活動を始めたのもそんな自分から逃にげるためだったんですよ。社交界にも馴な染じめなくて、家族ともうまくいかなくて。でも今は、私のやるべきことを見つけたから、少し強くなれた気がするんです」

　そう話すエリメラの瞳には強い覚かく悟ごが見えた。

「それは、そのオニキスのおかげなの？」

「はい。というより、このオニキスを授さずけてくれた人の言葉に救われたんです」

　エリメラはそう言って、耳元のオニキスに軽く触れた。

　噓をついているようには思えなかった。

　しかし、エリメラを救ったという人物が預言者の可能性は高い。

「少し、見せてもらってもいいかしら？」

「もちろんですわ」

　ティアレシアはじっと、オニキスのイヤリングを見る。

　暴徒の質の悪いオニキスとは違ちがい、エリメラのオニキスは上質なものだった。

「ありがとう。どうすれば、このお守りを手に入れられるの？」

　エリメラにイヤリングを返しながら、ティアレシアは問う。

「本当は、このお守りのことは簡単に教えてはいけないのですけれど……ティアレシア様のために、特別にお教えしますわ」

　人ひと払ばらいをしてほしい、ということで、ティアレシアはキャシーたちを下がらせた。

　室内に二人だけになったのを確認して、エリメラは「実は」と口を開く。




「……このお守りは、〈オニキス愛好会〉の会員の証あかしなのです」




　オニキス愛好会。

　前世でも、今世でも聞き覚えはなかった。

「それは、どういう会なの？」

「宝ほう飾しよく品ひんの中でも、特にオニキスを好む方々が集まるサロンです。サロンでは、魔ま除よけのお守りとして、〈オニキス愛好会〉でしか手に入らない〝神の加護〟が付加されたオニキスの装飾品が売られているんです。とても貴重なものなので完全紹しよう介かい制で、互たがいの素す性じようを明かさないことがルールになっています。もし、このルールを破ったらお守りのオニキスが壊こわれてしまうのだとか……」

　エリメラの説明を聞いて、初耳だった理由が分かった。

　完全紹介制で、素性を明かさないということは、紹介し合った者としかサロンの話はしないだろう。

　ペナルティを恐おそれるならば、他に漏もらすこともなく、噂うわさになることもない。

　そして今、エリメラがこの話をしてくれたということは、ティアレシアを紹介してくれる気があるのだろう。

「素性を明かさないって、具体的にどうやってサロンへ行くの？」

「黒いローブと、顔には白い仮面をつけるのです。なんだか黒魔ま術じゆつのミサみたいで、すごく雰囲気があるんですよ。特に、〝神の加護〟を施ほどこす儀ぎ式しきは、すごいんです！」

「それは面おも白しろそうね。じゃあ、エリメラのイヤリングにも、〝神の加護〟がついているの？」

　迷いなく、エリメラは頷いた。

「……でも、どうして〝神の加護〟だと思えるの？」

「それは……預言者様が神の力を借りてオニキスに加護を与あたえてくれるからです」

　ここで、預言者とオニキスがつながった。そして、エリメラと預言者も。

「預言者様が？」

「黙だまっていて申し訳ありません。〈オニキス愛好会〉のことは他言無用なので、預言者様のことも噂うわさ話ばなし程度のことしか伝えられなくて……」

　噓をついていた自覚があるからか、エリメラは罰ばつが悪そうに俯うつむいた。

　本当に〈オニキス愛好会〉のルールのために黙っていたのだろうか。

　預言者は暴動を扇せん動どうしている可能性がある。そして、ティアレシアを敵視している。

　エリメラの本心を探さぐるために、ティアレシアは揺ゆさぶりをかけてみることにする。

「エリメラを責めるつもりはないわ。でも、その預言者様はシュリーロッドを処しよ刑けいしなければ王国に平へい穏おんは訪おとずれない、という神の言葉を伝えた人よね？　暴動が起きるきっかけになった言葉だわ」

「はい。ですが、預言者様は神の言葉をそのまま伝えただけです。それが暴動につながってしまったことを、預言者様は悲しんでおられます。預言者様は本当に素す晴ばらしい方なのです。きっと、ティアレシア様のことも救ってくれると思いますわ」

　自分が預言者の言葉に救われたように。

　預言者のことを話すエリメラの瞳はきらきらと輝いていた。

「本当に、救ってくれるのかしら……？　私は、預言者様の言葉を信じた暴徒たちに、シュリーロッドを生かした新国王の娘だからと襲われたわ」

「いいえ！　預言者様がティアレシア様を襲わせるはずありませんわ。とてもお優しい方なのです。きっと、暴徒が預言者様の言葉を誤って解かい釈しやくして暴走したのでしょう。けっして、預言者様の意思ではありません！　ティアレシア様も、預言者様に直接会えば分かりますわ」

　エリメラは大きく首を横に振り、強く否定した。

（会えば分かる、ね。それもそうだわ）

　預言者が一体どのような人物なのか。

　エリメラが言うような優しい救世主ではないことは間ま違ちがいないだろう。

　しかし、ティアレシアはひとまず納なつ得とくしたように頷いた。

「そう、それなら安心だわ。預言者様には、〈オニキス愛好会〉で会わせてもらえるの？」

「……えっと、実は、〈オニキス愛好会〉で預言者様のお姿は見ることができるのですが、特別な力をお持ちの方なので個別にお話しすることはなかなかできないのです。会えば分かると言っておきながら、力不足で情けないですわ」

　しゅん、とエリメラが肩かたを落とす。エリメラは預言者と深いつながりがある訳ではなく、ただのサロンの会員というだけなのだろうか。

「あ！　たしか、特とく殊しゆな事情や悩なやみを抱かかえた方のためなら、預言者様は特別な加護を与えてくださったはずですわ。その時なら、直接お話をする機会が与えられるかと……でも、それだけの対価を必要としますが……」

　加護も無む償しようではないということだ。ますます胡う散さん臭くさい。

　それでも、預言者に会わないことには何も始まらない。

「どれだけの対価を払ってもいいわ……どうしても、私はその特別な加護が欲しい。お願い、エリメラ」

　ティアレシアは立ち上がり、エリメラの手を両手で握った。

「私も、ティアレシア様に協力したいですわ。でも、〝神の加護〟がついたオニキスならサロンへ行けば手に入りますが、直接預言者様に会う許可を得るには、それなりの事情が必要になります……」

　エリメラは眉み間けんにしわを寄せ、難しい顔をしている。

　そして、少し言いにくそうに口を開いた。

「私から見れば、ティアレシア様は何の力もない私とは違う、完かん璧ぺきな令嬢に見えます。預言者様に会わせたいと言っておきながら変な話ですが、預言者様のお力など必要ないように思えて……」

「私は、完璧なんかじゃないわ。そう見えるようにふるまっているだけよ」

　淑しゆく女じよとしての作法は、クリスティアンの時に身に着けた。

　ティアレシアとして転生してからは、何が復讐の役に立つか分からないから、何でもできるようになりたかった。

　今世こそは大切なものを守れるように、と。

　しかし、いつもルディに守られてばかりだ。

　ルディがいなければきっと自分に自信を持てなかった。

「実は、先日の暴動で私は無傷だったけれど、私の大切な人が大怪我を負ってしまったの」

「そんな……っ！　その方は、ご無事なのですか？」

「えぇ、なんとか。でも、私はもう彼かれにこれ以上傷ついてほしくない」

「その方はもしかして、ティアレシア様の恋人──なのですか？」

　エリメラの問いに、ティアレシアはしばしの逡巡の後、頷いてみせた。

「身分違い、というのが頭につくけれどね。でもだからこそ、私たちが二人で幸せになるためには駆かけ落ちしかない。襲われたのは、そう覚悟を決めてすぐのことだったの。だから、私は公爵令嬢という身分を捨ててでも彼と幸せになりたい。そのためには、きっと預言者様の加護が必要だわ」

　これは、預言者に近づくための噓。

　暴徒に襲われた事実と織り交ざれば、真実味が増すだろう。

　それに、身分違いの恋こいに悩む令嬢は、きっと多くいるだろう。

　特別な事情と聞いて、とっさに思い浮かべたのは、ティアレシアをいつも守ってくれるルディの姿だった。

（今も、私を生かしたせいで、ルディは苦しんでいる……）

　怪我のことだけではない。

　ルディは否定していたが、彼が本来の力を出せていないのはティアレシアのせいだろう。

　だから、暴動や預言者の問題が解決したら、ティアレシアはルディにこの魂を捧ささげることを決めていた。

「それは是ぜ非ひとも、私にお力ちから添ぞえさせてください！　なんとしてでも、ティアレシア様がその方と幸せになれるよう、私から預言者様の加護をお願いしてみますわ！」

　心強い宣言をしてくれたエリメラの目には、きらりと涙なみだが浮かんでいた。

　どうやらティアレシアの話を信じてくれたらしい。

　預言者の特別な加護についても、前向きになってくれたのは嬉しい。

　しかし、なんだか嫌いやな予感がした。

「不ふ謹きん慎しんですけれど、駆け落ちしてまで添そい遂とげたいと思える方がいらっしゃるなんて、とても素敵なことですわね！　憧あこがれますわ。その方は、もしかしてあの美しい従者の方ですか？」

「え、えぇ……」

「やっぱり。ガーデンパーティーの時に、ティアレシア様の側にいつも控ひかえていて、何かあればすぐにかけつけていましたもの。私のイヤリングも一緒に捜さがしてくださって。本当に外見だけではなく、中身まで素敵な方なのですね！」

　そういえば、ガーデンパーティーの時に三人でイヤリングを捜したから、身分違いの恋人と聞いてすぐルディと結びつけたのだろう。

　迂う闊かつだった。下手に頷くのではなかった。

　しかし今いま更さら後こう悔かいしたところでもう遅おそい。

「ありがとう。でも、このことはどうか誰にも言わないでほしいの」

「分かっています。秘密の恋ですものね」

　にっこりとエリメラが頷いた。

「それで、どちらからですの？　もしかして、ティアレシア様からですか？」

「え？　何のこと？」

　何の話かまったくついていけない。

「主従関係の恋れん愛あいだなんて、どちらにとっても障しよう壁へきですわ。どちらからその一線を踏ふみ越こえて恋人になったのですか？」

　エリメラの前のめりな質問に、ティアレシアは内心たじろぐ。

　令嬢と交流を持つ機会がほとんどなかったため、こんなにも恋愛話に食いつかれるとは思ってもみなかったのだ。

　そういえば、クリスティアンの時も令嬢たちが集まれば恋の話になっていた。

　前世の恋の結末がひどいものだったので、今世では恋に夢は見ていない。

　それなのに何故、恋愛絡がらみの事情にしてしまったのだろう。

　他にも預言者を頼るための口実なんてあったはずなのに。

　しかし、ここで噓だとバレては、預言者への紹介もなくなってしまう。

　だから、ティアレシアは真しん剣けんに考える。

（もしも、ルディが本当に私の恋人になるとすれば……）

　主従関係どころか、人間と悪魔の恋である。障壁だらけだ。

　悪魔との恋愛に未来などあるのだろうか。そう思うと、チクリと胸が痛んだ。

　それでも、本気でルディが求めてくれているのだとしたら。

　──好きだと自覚してしまったら。

「えっと……彼から告白されて、はじめはもちろん無理だと断ったわ。こんな関係、うまくいくはずがないもの」

　噓と真実を織り交ぜながら、ティアレシアは答える。

〝心〟が欲しいと真まっ直すぐに求められた。

　あの時はドキドキしたし、嬉しかった。それでも、悪魔の言葉なんて信じられない。

　きっと所有物として求めているだけ。そこに愛情を求める方が間違っている。

　それすらも、ティアレシアの〝心〟を得るための偽いつわりでしかない。

　だから、絶対にルディの言動に心を動かしたりしない。

　恋愛感情なんて持ってはならない。期待してはいけない。

「それに、私は彼に対して素す直なおになれないし、可愛げがないってよく言われるから、本気で求められているなんて期待していなかったの」

　人の気も知らないで、ルディは距きよ離りを詰めてくる。

　ルディに名を呼ばれる度たび、その漆黒の瞳に見つめられる度、あたたかな腕に包み込まれる度、ティアレシアがどれだけ自分を抑おさえ込んでいるかルディは知らないだろう。

　ルディを拒きよ絶ぜつする理由がだんだん見つからなくなってきて、受け入れそうになる自分がいた。

「でも、彼は本気でティアレシア様を愛していたのですね？」

「……え、えぇ。それで私も、自分の気持ちに気づいたの。彼に守られるだけじゃなくて、私も彼を守りたいし、支えたい。これからも側にいたい、と……」

　愛している、とは噓でも言えない。

　言葉にしてしまうと、自分の中の何かが変わってしまいそうだから。

「ティアレシア様は本当にあの従者の方が好きなのですね。表情おかおを見ていれば分かりますわ」

　優しく穏やかに微笑んだエリメラに、ティアレシアはただ頷くことしかできなかった。

　自分がどんな表情でルディの話をしていたのか。

　ティアレシアはまだ分かりたくなかった。




「キャシー、今日は本当に助かったわ。ありがとう」

　ティアレシアは私室に落ち着き、キャシーを労ねぎらう。

　皆が準備してくれたおかげで、無事にエリメラとのアフタヌーンティーを終えることができた。

　しかし、いつも仕切っていたルディがいなかったため、かなり大変だっただろうと思ったのだが、キャシーは嬉しそうに胸を張って答えた。

「授業を抜ぬけ出すお嬢じよう様さまを捜すのに比べたら、まったく大したことありませんわ。これが本来の仕事ですし」

「そ、そうだったわね……」

　シュリーロッド治世の歴史を学ぶことが嫌で、ティアレシアはよく歴史の授業を抜け出していた。

　公爵家の使用人たちと追いかけっこをしていた日々が、今では懐なつかしい。

　キャシーも同じように思い出していたのか、優しげに目を細めた。

「いつも、いなくなったお嬢様を連れ戻もどすのはルディ様でしたね」

　キャシーの言葉にティアレシアは頷く。

　彼は悪魔だから、契約者であるティアレシアがどこに隠れていても見つけてしまうのだ。

「強がりなお嬢様を任せられるのは、ルディ様しかいませんわ」

「ちょっとキャシー、それはどういう意味かしら」

「お嬢様はいつも弱みを見せようとしませんからね。一人で何もかも抱え込んで潰つぶれてしまわないか、と私たちはいつも心配しているのですよ。そういう時に、お嬢様の感情を引き出すことができるのはルディ様だけでしょう？」

　まさかキャシーからそんな風に見られていたとは知らなかった。

「……そ、そうかしら？」

「そうですわよ！　幼い頃から感情をあらわにすることが少ないお嬢様が、ルディ様に対してだけは怒おこったり、泣いたり、拗すねたりしていて……とても可愛らしかったですわ！」

　転生した事情を知る唯ゆい一いつの存在だったから、ルディのことは頼りにしていた。

　それでも、悪魔であるという認にん識しきはあったし、必要以上に依い存ぞんしないようにと気をつけていたつもりだった。

（周囲から見ても分かるほどに、私の態度って分かりやすかったのかしら？）

　まったく自覚がなかった。

　幼い頃のティアレシアがいかに可愛かったか、ということをひとしきり語り終えた後、キャシーが補足する。

「まぁルディ様も、ティアお嬢様のことになると態度が変わりますから、お互い様ですわね」

「そうなの？」

　自分の話の時は恥はずかしかったが、ルディの話なら聞きたい。

「普ふ段だんはクールに澄すましているルディ様ですけれど、お嬢様のこととなるとそれはもう必死で。お嬢様に喜んでもらいたい、と寝ねる間も惜おしんで紅茶やお菓子の勉強をしていましたし。特に、お嬢様が〈悪魔の女王〉の侍じ女じよになった時なんて、かなり荒あれていましたわ。見ているこちらが冷や冷やしたほどです。まさか革命の中心にお嬢様がいるとは私は思いもしませんでしたけれど、きっとルディ様はすべて知っていたのでしょう？　誇ほこらしげにお嬢様のことを自じ慢まんしていましたよ」

　まったく知らないルディの姿が、そこにはあった。

　当たり前のように紅茶のブレンドやお菓子作りをしてくれていたが、悪魔だからといって最初から何もかもできる訳ではない。ティアレシアの従者として必要な知識や経験は、ルディ自身の努力で補っていたのだ。

　そんなそぶりはまったく見せず、彼はティアレシアの側ですべてを完璧にこなしてくれていた。

　あまりに自然だったから、ティアレシアはそのことに気づけなかった。

　今だって、ティアレシアを庇ったせいで怪我をしているのに心配もさせてくれない。

「……ルディは、ずるいわね」

　感謝、怒り、親愛、悔しさ──目に浮かぶ涙は、きっと色んな感情が混ざり合っている。

　そして、そこには認めたくないものも含まれている。

「えぇ、本当に。だから、ルディ様には早く元気になってもらわなくてはいけませんね」

　そっとハンカチを差し出して、キャシーが優しく微笑んだ。




「……ぐっ、はぁ」

　寝しん台だいの上で、ルディは胸を押おさえて痛みに耐たえる。

　いばらの棘とげで心臓をぎゅっと縛しばり付けられているような心ここ地ちだった。

　額には汗あせがにじみ、身体が熱くてたまらない。

　コンコン、とノックがしたのはそんな時だった。

「入るわよ」

　ティアレシアがそっと扉とびらを開けて入ってくる。

　今は、非常にまずい。

　しかし、ここで入るなと言ったところで、いつもティアレシアの部屋に勝手に入っているルディの言葉など聞かないだろう。

　ルディは頭まですっぽりと掛かけ布ふをかぶり、寝たふりをしてやり過ごすことにした。

「あら、寝ているのね……」

　その凜りんとした声を聞くだけで、たまらなく胸が苦しくなる。まして、その声が自分を心配しているのだと思えば尚なお更さらだ。

（あぁ……このまま、お前のすべてを奪うばってしまえたらいいのにな）

　振り向いてほしい。自分のことでいっぱいにしたい。その心をルディに捧げてほしい。

　きれいな紺こん碧ぺきの瞳に映すのは、自分だけであってほしい。

　ティアレシアを前にして、心を支配するのはいつも執しゆう着ちやくと独どく占せん欲よくだ。

「本当に、ルディは無茶しすぎよ。でも、私のせいよね。私の身の回りのこと以外にも、公爵家のことまで任せてしまって……もっと私が一人で何でもできれば、あなたにこんな無茶をさせることもないのに……」

　──違う。無茶なんかしていない。俺おれがやりたくて、好きでやっているんだ。

　ティアレシアの独白に思わず否定しようとして、心臓に鋭するどい痛みが走った。

「……っ！」

「ルディっ!?　どうしたの？　苦しいの？」

　掛布をめくったティアレシアと、一瞬目が合った。

　しかしすぐにルディは何事もないような笑みを顔に張り付ける。

「どうした？　俺と一緒に寝たいのか？」

「ち、違うわよ！　うなされていたようだったから……」

　顔を真っ赤にして距離をとるティアレシアが可愛すぎる。

（……くそ、心臓に悪い可愛さだな）

　比ひ喩ゆでもなんでもなく、ティアレシアが可愛すぎてルディは今死にそうだ。

　いつまでも余裕の笑みなんて浮かべていられない。

　でも、ここで耐えなければ、ティアレシアに心配をかけてしまう。

　また自分のせいでルディが苦しんでいるのだと責めてしまうだろう。

「俺は大丈夫だ。だから、様子なんて見に来なくていい」

　少し突つき放はなしたような言い方になってしまった。

　本当は、目の届く場所にいてほしい。

　ルディに無茶ばかりすると言いながら、ティアレシアも一人で突っ走るところがある。

　いつも、誰かを守るために、この少女は無茶をする。

　ルディがどれだけ心配しているか、きっと知らないのだろう。

「そんな言い方しなくてもいいでしょう。キャシーと一緒にゼリーを作ったの。食べられそう？」

「お前が作ったのか？」

「何よその顔は。私にはお菓子作りなんてできないと思っているの？」

　ティアレシアは心外だとばかりに、眉間にしわを寄せている。

　その様子もいじらしくて、ルディは胸の痛みも忘れて笑みを浮かべていた。

「……お嬢様が初めて作ったゼリーを食べられるなんて光栄だと思ってな」

　ティアレシアが作ったのは、オレンジゼリーだった。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、目の前に出されたスプーンにルディは固まる。

「これは？」

「身体、きついのでしょう？　それに、この前は食べさせてって言ってたじゃない」

　はい、とティアレシアはかすかに頰を染めて、ルディの口元にゼリーが乗ったスプーンを近づける。

（無理だ、本当に死ぬぞこれは……）

　ルディが動けずにいると、ティアレシアは心配そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「何も食べていないでしょう？　少しでも食べないと、治るものも治らないわ」

　これ以上心配をかける訳にはいかない。

　それに、こんな可愛いことを言われてしまうと、息が苦しくなる一方だ。

　しかし、胸の痛みとは裏腹に口元は緩ゆるみそうになる。

　諦あきらめて、ルディはティアレシアが差し出すゼリーを口に入れた。

　ゼリーの中には刻まれたオレンジの果肉が入っていて、口の中に爽やかな甘あまみが広がった。

　ルディの反応をどきどきしながら、ティアレシアが見守っている。

「上出来だ。美味しい」

　自分のためにティアレシアが作ってくれたものなら、どんなにまずくても美味しく食べられる自信がルディにはあった。

　しかし、ゼリーは文句なしに美味しかった。

「よかったわ！　でも、本当にルディはすごいわね。お菓子作りってけっこう繊せん細さいだし、難しかったわ。味見もしたけれど、やっぱりルディのお菓子が一番ね」

　嬉しそうに声を弾はずませて、ティアレシアが微笑む。

（そりゃ、お前を俺なしじゃいられなくするために頑がん張ばったからな……）

　ティアレシアの笑顔を見るためだけに、ルディは日夜お菓子作りや紅茶の研究をしていた。

　ルディが作ったお菓子を美味しそうに食べる姿、ルディがブレンドした紅茶を幸せそうに飲む姿、ルディが仕立て上げた美しいドレス姿……。

　ティアレシアの口に入るもの、ティアレシアの身に触れるもの、それらはすべて自分が用意しなければ気が済まなかったのだ。

　今思えば、それは深くて重い、執着と独占欲の一種で。

　だから、ティアレシアからルディに歩み寄り、距離を詰められたことにひどく動揺している自分がいた。

「お嬢様に喜んでいただけて幸いだ。あとは一人でゆっくり食べさせてもらう」

「そ、そうよね……ごめんなさい」

　療養中のルディにこれ以上負担をかけてはならない、とティアレシアは慌あわてて立ち上がった。

「ゼリー、ありがとな。ティアレシア、一人で無茶するなよ」

「……えぇ。ルディも」

　そう言って、ティアレシアは部屋から出て行った。

　最後に見せたティアレシアの表情が、妙みように引っかかった。

「あれは、何かやらかそうとしているな」

　早く回復しなければ、ティアレシアがまた一人で危ないことに首を突っ込んでしまう。

　ルディが休んでいる間に何があったのか、早そう急きゆうにキャシーに確認する必要がある。

「本当に、お嬢様は世話が焼けるな……」

　ティアレシアの笑顔も、その閉ざした心も、望む未来も、すべてを守りたいと思う。

　悪魔である自分では、ティアレシアを幸せにできないことは分かっている。

　彼女を本気で守りたいと、幸せにしたいと思うのならば、魂を奪う悪魔が消えるのが一番だ。

「ティアレシアのためなら、別に命は惜しくはないが。神もいい性格してるよな」

　これ以上この想いを殺すことはできないし、自分を誤ご摩ま化かすこともできない。

　ティアレシアを心のままに愛して消えればいい。そう開き直れば、すっきりした。

　しかし、まだもう少し時間が必要だ。

　ティアレシアはきっと、暴動や預言者を止めるつもりだ。

　そのすべてが片付き、ティアレシアに危険がないと分かるまでは死ねない。

　ルディは気合を入れて起き上がり、ティアレシアお手製のゼリーを食べた後、身支度を整えて部屋を出た。
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　エリメラから返事が届いたのは、アフタヌーンティーから三日後だった。

　ルディはもういつも通り、従者として側にいる。

　しかし、本当に怪我が治ったのかは怪あやしいところだ。

「初めての友人からの手紙か。いつの間にか、随ずい分ぶんと仲良くなったんだな。俺が寝ている間にアフタヌーンティーまで招待したというし」

「えぇ、エリメラとはもっと仲良くなれると思うわ」

　ルディから手紙を受け取り、ティアレシアは笑みを作った。

　エリメラの疑ぎ惑わくのことも、〈オニキス愛好会〉のことも、預言者のこともルディに話す気はなかった。

（何かあればきっと、ルディはまた私を庇ってしまう）

　自分を守るために誰かが傷ついているのを見ているだけなんて、耐えられない。

　だから、今回はティアレシア一人で動く。

　しかし、自分の立場は理解している。危険を冒おかすつもりはない。

　預言者の情報を摑んだら、あとはジェームスに報告するつもりだ。

　フランツからオニキスに関する情報も得た。どこかで役に立つかもしれない。

　逸はやる気持ちを抑えながら封を開け、手紙に目を通す。

「それで、どんな内容なんだ？」

「女同士の秘密よ」

　明日開かい催さいのサロンで預言者に会える。

　ティアレシアはルディの問いに笑みを返した。




〈オニキス愛好会〉潜せん入にゆうの夜。

　ティアレシアは誰にも見つからないよう、こっそりと屋敷を抜け出した。

　幸い、目ざといルディにも会わずに、屋敷近くに迎むかえに来ている馬車を見つけることができた。

　御ぎよ者しやがティアレシアの姿を捉とらえ、馬車の扉を開けてエスコートしてくれる。

「ティアレシア様、こんばんは」

　中には、黒いローブに身を包んだエリメラのほかに、もう一人いた。

「遅かったですね、お嬢様」

「……ルディっ!?　どうしてあなたが」

「俺たち二人で駆け落ちの覚悟を決めたのに、お嬢様だけで行かせられる訳ないでしょう？」

　そう言って甘い笑顔を向けてくるが、その裏には怒いかりのオーラを感じた。

〈オニキス愛好会〉へ向かう馬車に偶ぐう然ぜん乗っているはずもなく、駆け落ち覚悟の恋人同士という設定までしっかり理解している。

　一体、どうやって今夜のことを知ったのか。

「ティアレシア様のことで相談がある、と訪ねて来られた時は驚きましたけれど、愛し合う二人にはいつも一緒にいてほしいですもの。ティアレシア様も、恋人とは一いつ時ときも離はなれたくないですよね？」

　情報源はエリメラだった。

（エリメラをアフタヌーンティーに誘った時から、何か隠しているとルディに気づかれていたのかしら……）

　駆け落ちを考えている恋人同士の設定だからこそ、ここでルディの同行を拒こばむ訳にはいかない。

「えぇ。ルディが一緒にいてくれると思うと心強いわ」

　本当は巻き込みたくなかった。ルディはまだ本調子ではないのだ。

　今すぐ降りて、と伝えたい。

　しかし、馬車は動き出す。〈オニキス愛好会〉の会場へ向けて。

「でも本当に、もうお怪我は大丈夫なのですか？」

「えぇ、お嬢様の愛ある看病のおかげですっかり元気ですよ」

　熱い視線が隣となりから注がれているのを感じたが、ティアレシアは正面のエリメラを見ることに集中する。

「まあ。愛の力は偉い大だいですわね！」

　しかしエリメラもまた、目を輝かせてティアレシアを見ていた。

　どちらを見ても、いたたまれない。

　話題を逸そらそう。

「私たちのローブと仮面も用意してくれたのよね？　見せてもらってもいいかしら？」

〈オニキス愛好会〉の参加者は、黒いローブと顔を覆う仮面を身に着ける。

　それらについても、エリメラに準備を頼んだのだ。

「そうでしたね。こちらですわ」

　エリメラがごそごそと車内に置いていたカバンから、ローブと仮面を取り出した。

　黒いローブには金の刺し繡しゆうがあり、白い仮面の目元にも金の装飾が施されている。

　黒と白だけではなく、そこには華はなやかさがちゃんとあった。

「この仮面は、ローブのフード部分に結びつけることができるので、しっかり結んでおけば外れることはありませんわ」

　そう言って、エリメラがフードと仮面を結ぶ紐ひもを見せてくれた。

「だから、誰もティアレシア様だとは分からないはずです。会長にも、名前は明かしていませんから大丈夫ですよ」

「ありがとう」

　銀色の髪を持つティアレシアは、その髪色だけで素性がバレてしまう。

　エリメラには、もしこのことが知れれば父に引き止められるから、とサロン関係者にも絶対に素性は明かさないでほしいと頼んでいた。

「でも、みんなが同じような格好をしているのよね。もしはぐれてしまったら、どうやって合流すればいいかしら？」

「そうですね。合図を決めておきましょうか」

「俺は、お嬢様の美しい銀ぎん髪ぱつやお顔が隠れていても、すぐに見つけられる自信がありますよ」

　ティアレシアの銀の髪をすくって、ルディが口づけた。

　エリメラが、きゃーと両手で目を覆う。隙すき間まだらけだが。

（それはあなたが悪魔だからでしょう……っ！）

　とは言えるはずもなく、ティアレシアはルディからの愛を受け止める他ない。

　まだ到とう着ちやくしてもいないのに、ルディの熱ねつ烈れつな演技にティアレシアの心臓は悲鳴をあげていた。
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　薄うす暗ぐらい部屋の中には、二十名ほどの人間がいた。

　皆みなが皆、全身をすっぽりと覆おおう黒いローブを着て、顔を隠かくす白い仮面をつけている。

　部屋の前方には祭さい壇だんがあり、太陽を司つかさどるレミーア神と月を司るルミーア神の彫ちよう刻こくが蠟ろう燭そくの灯あかりで照らされていた。

　ブロッキア王国が信しん仰こうする、レミーア教。

　人類は、レミーア神があたたかな太陽の光で地上を照らした瞬しゆん間かんに生まれたとされている。

　太陽の位置が変わるのは、レミーア神が地上に住まう人々すべてを見守っているから。

　夜になれば、ルミーア神が優やさしい月の光で地上の人々を休ませる。

　この二人の姉し妹まい神しんが見守っているから、世界は均きん衡こうを保っていると聖書では伝えられている。

　そして、室内の壁かべには宗教画が飾かざられており、その中でもひと際目を引く大きな絵画には、『悪あく魔まの章』の一場面が描えがかれていた。

　一度に多くの魂たましいを得ようとした悪魔たちが人間を誘ゆう惑わくし、そそのかし、大規模な戦争を起こした。

　多くの人間が死に、神々の怒いかりを買った悪魔は、その力を奪うばわれ、地上に封ふう印いんされる。

　神々は再び悪魔に惑まどわされないよう、人間に守りの石を与あたえた。

　神々が授さずけた魔ま除よけの黒い石こそが、オニキスだと信じられているのだ。

（本当にオニキスに魔除けの効果があるのかしら……？）

　本物の悪魔がティアレシアの隣となりにいる。

　ちらりと目線を向けて様子を窺うかがうが、仮面をしているので表情は分からない。

　ルディの袖そでを軽く引き、小声で話す。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ふっ、俺おれが魔除けの石ごときにビビると？」

「だって今、あなたは怪け我がもしているのに……本当に、どうして来たのよ」

「愛するお前を一人にはできないだろう？」

　一いつ瞬しゆん、本気で心臓が止まるかと思った。演技なのだと分かっていても。

　仮面があってよかった。

　きっと今、ティアレシアは真っ赤な顔をしている。

「そろそろ始まりそうだ」

　ルディの声で顔を上げると、祭壇には長い杖つえを持った仮面の人物が立っていた。皆が黒いローブと白仮面なのに対し、真っ白のローブと黒い仮面だ。杖には大おお粒つぶのオニキスがはめ込まれており、杖を握にぎる手には白手て袋ぶくろ。そして、その指には黒いオニキスの指輪が輝かがやいている。

　集まった者たちが全員頭を下げたのを見て、ティアレシアも慌あわてて頭を下げた。

（あれが、預言者……）

　容姿どころか性別までも、見た目だけでは分からない。

「神への祈いのりを捧ささげましょう」

　そう言って、預言者は両手を広げる。声を聞いて初めて、男性であることが分かった。
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　参加者は両手を胸の前で組み、祈りの姿勢に入った。

「天高く我らを見守るレミーア神、ルミーア神よ。あなた方のお力により、この疑心と混こん沌とんに満ちた世を浄じよう化かし、守護を授けたまえ。ここにいるすべての者に、神々の祝福があらんことを！」

　祝福があらんことを！　と復唱し、皆が祈りを捧げる。

「我わが名は、預言者セーレ。皆に神の声を伝えるために、地上へ使わされた使者である」

　預言者が名乗ると、皆が預言者を称たたえるように拍はく手しゆをした。

　エリメラも、熱心に拍手をしている。

「神は、祈る者、信じる者には救いを与えてくださる。この場にいる皆は、神の御み心こころに最も近い場所にいるだろう。そして、だからこそ知らねばならない。神が憂うれい、悲しんでおられることを……今から、神の声を伝える。皆、静かに目を閉じなさい」

　預言者を疑うことなく目を閉じる者たちはこの中でどれくらいいるのだろうか。

　実際、仮面をしているから目を開けている者がいてもおかしくはない。

　しかし、預言者の声はよく響ひびき、不思議な心ここ地ちにさせる。

　ティアレシアも、思わず目を閉じてしまいそうになった。

「……シュリーロッドの罪悪にまみれた世を正すには、〈悪魔女王〉の血をもって洗い流すしか方法はない。この王国の平和のために、自らがすべきことを考えなさい。さすれば、あなたたちは救われるでしょう」

　預言者が伝える神の言葉は、人々の心に刻み込むように、ゆっくりと丁てい寧ねいに紡つむがれた。

　そうして預言者は皆に目を開くように言い、両手を広げた。

「神の愛、神の加護に感謝を！」

　とん、と杖を床ゆかに打ち付けて、預言者は言う。

　杖にはめ込まれたオニキスが、怪あやしく光った気がした。

「神より授けられた魔除けの石に、神の守護の力が与えられた！」

　皆が皆、その身のどこかしらにオニキスの装そう飾しよく品ひんを着けていた。

　それらに加護が与えられたのだと、預言者は告げる。

「感謝します、預言者様！」

　預言者は皆の声を聞いてゆっくりと頷うなずき、祭壇より下がった。

　ティアレシアは、胸に湧わき上がる苛いら立だちと怒りを必死で抑おさえ込む。

　シュリーロッドの治世で最も苦しんだのは国民たちだ。

　ここにいる貴族たちがすべきことは、政治家として、領主として、国民を守ることだ。

　少なくとも、こんな同好会で怪しい預言者の言葉に耳を傾かたむけ、自分たちを守るためにオニキスを身に着けることではない。

（預言者セーレ……一体、何をしたの？）

　預言者が祈りを捧げている時、ぞくりと悪お寒かんがしたのだ。

　しかし不調を訴うつたえている者も、気分を害した者もいない。

　妙みような気配を感じて頭が痛いのは、ティアレシアだけのようだ。

「大丈夫か？」

　すぐ側にいるルディが耳打ちしてくる。ルディも何か感じたのだろう。

「えぇ、少し頭が痛いだけ。一体、何だったのかしら」

「あのオニキスは、ただの石ではないだろうな……。確実に、あの預言者に裏があることは分かったな」

　ルディの言葉に、ティアレシアは小さく頷いた。

　近くには預言者を崇すう拝はいする、〈オニキス愛好会〉の会員たちがいるのだ。

「それでは皆様、今宵こよいも〈オニキス愛好会〉でのひと時をお楽しみください」

　主しゆ催さい者しやらしき男の一声で、入口とは別の扉とびらが開いた。

　ケースに入れられたオニキスをはじめとする、宝ほう飾しよく品ひんの数々。

　皆がぞろぞろと足早に隣の部屋へと向かっていく。

「このあとは、オニキスや宝石の販はん売ばいが行われたり、展示されているコレクションを見たり、思い思いに談だん笑しようを楽しむのです」

　エリメラがティアレシアに小声で教えてくれる。

「……預言者様には、すぐにお会いできるのかしら？」

「ちょっと確かく認にんしてきますので、少しお待ちください。あの祭壇の前で待ち合わせましょう。合図しますね」

「分かったわ」

　エリメラを待つ間、この〈オニキス愛好会〉自体を調べようとティアレシアはルディとともに隣の部屋へ足を踏ふみ入れた。

「ここにある宝石は、かなり質が良さそうね。でも、値段は通常の倍だわ」

「〝神の加護〟なんて、まったくないがな」

「主催者は随ずい分ぶんと儲もうけているでしょうね」

　悪魔であるルディが言うのだから、本当に〝神の加護〟など欠片かけらもないのだろう。

　だとすれば、利益を得るのは主催者だけだ。

　おそらく、預言者と手を組むことでこのサロンは成り立っている。

「本当にここで装飾品を買えば、例の件はなかったことになるのか」

「あぁ。すべて会長に任せておけばいい」

　ある二人組の横を通りかかった時に、ふいにそんな会話が聞こえてきた。振ふり返かえると、皆が同じ格好をしているため、どの二人組が話していたのかは分からない。

（この倍以上の値段の宝石を買うことで、購こう入にゆう者しやにも何らかの見返りがあるということ？）

　本当に彼かれらが求めているのは、〝神の加護〟なんかではないのかもしれない。

「ねぇルディ。今の会話、あなたも聞こえていたわよね？」

「あぁ」

「このサロンには、預言者と暴動以外にも、何かあるのかもしれないわ」

　素す性じようを明かさず、紹しよう介かい制だというルールも、その何かが関わっているのだとしたら。

（エリメラは、このサロンのことをどこまで知っているのかしら……？）

　子どもたちに慕したわれているエリメラに、裏の顔があるとは思いたくない。

　それに、ティアレシアの初めての友人なのだ。

　一いつ緒しよにいるとどこかほっとする、優しい雰ふん囲い気きのエリメラを好ましく思う。

　しかし、今のティアレシアは純じゆん粋すいに人を信じるだけだったクリスティアンとは違ちがう。

　信じたいという思いはあるが、それだけでは何も守れないことを知っている。

　彼かの女じよが利用されている側なのか、預言者の仲間なのか。

　自分の目で事実を確かめなければ。

　待ち合わせ場所の祭壇へ向かって歩きながら、ティアレシアはエリメラの現実を受け入れる覚かく悟ごを決めていた。

　祭壇前には、胸の前で祈るように両手を組んでいる人がいた。エリメラだ。

　互たがいを認にん識しきするための合図として、胸の前で両手を組むことを決めていた。

「預言者様への直接の取り次ぎは私からではできないので、〈オニキス愛好会〉の会長のもとへご案内しますね」

　エリメラの案内で、祭壇の奥おくにある部屋の前へやってきた。

　扉の前には護衛がいたが、特に引き止められることもなく中に入る。

　室内も装よそおいと同様、白黒で統一されており、壁には宗教画が飾られていた。

「ようこそ、〈オニキス愛好会〉へ。さぁ、どうぞ座すわってくれ」

　仮面の男に長なが椅い子すに案内され、ティアレシアはルディと並んで座る。

「あぁ、君は外で待っていて」

　エリメラは外に出されてしまい、室内には三人だけとなった。

　ここでエリメラが出されたことに、ティアレシアは驚おどろくが同時に安あん堵どもしていた。

　預言者の仲間だというのは考えすぎで、エリメラはただの〈オニキス愛好会〉の会員でしかないのかもしれない。

「事情は聴きいているよ。身分違いの恋こい人びとと駆かけ落おちして幸せになるために預言者様から〝神の加護〟をもらいたい、と」

「はい」

「でも本当に？　最近、預言者様をよく思わない輩やからもいてね。加護を求めて来たと噓うそをついて、宝石を盗ぬすんだり、預言者様の力を試したりと、〈オニキス愛好会〉のルールを破る者も出てきている。困ったものだろう？」

　仮面ごしにも、圧力を感じた。疑われているのだ。

　ティアレシアは意を決して、隣のルディの腕うでに抱だきついた。

「私は、何もかも捨てて、彼と生きていく覚悟はできていますわ！　だからどうか、私たちの未来に加護をくださいませんか……？」

　本気の恋をしている女性の気持ちなんて、ティアレシアには分からない。

　その代わり、ルディに魂を捧げる覚悟ならできている。

　しかし、少し大おお袈げ裟さに言いすぎただろうか。

　不安に思っていると、ルディに身体からだを引き寄せられた。

　心強い腕にぎゅっと包み込まれて、その温ぬくもりに不安が消えていく。

「俺のすべてを懸かけて、彼女を愛し抜ぬくと決めた。たとえ〝神の加護〟がもらえなくても、俺が彼女の加護になるつもりです」

　偽いつわりだと分かっていても、情熱的な言葉に胸がときめいた。

　ルディが悪魔ではなかったなら、信じられたのだろうか。

　でも、ルディが悪魔ではなかったら、出会うことはなかった。

「いや～、野や暮ぼなことを聞いて悪かったよ」

　会長は両手をあげて降参のポーズをとった。

　ひとまず、信じてもらえたようだ。

「じゃあまずは、加護を授ける装飾品を選んでもらおうかな」

　主催者の合図で、控ひかえていた者が現れ、オニキスの装飾品を持ってきた。

　髪かみ飾り、腕輪、ブローチ、カフスボタン、指輪、ネックレスなど。

　様々な種類の装飾品が目の前のテーブルに並べられる。

　ひとつひとつ手に取り見てみるが、すべて上質のもの。

　どれも丁寧に磨みがかれた美しい石だ。

　これだけの上質なオニキスを手に入れることができる貴族は、そう多くない。

　仮面ごしではあるが、背格好や話し方などを見ても、ティアレシアの知っている人物に心当たりがある。

（……会長は、おそらくウェイル伯はく爵しやく）

　それに、フランツから得た鉱山所有者のリストにも入っていた。

　ウェイル伯爵家が所有する鉱山で最も多く採れる鉱石は、オニキスだ。

　そして、フランツからの情報によればその採さい掘くつ量は減少しているらしい。鉱石によって財を成しているウェイル伯爵家にとって、採掘量の減少はかなりの痛手だ。

　少ない採掘量でさらなる財を得ようと作ったのが、この〈オニキス愛好会〉だとすれば。

　護衛で立っていた一人がウェイル伯爵に何やら耳打ちをする。

「預言者様の準備も整ったみたいだ。さぁ、どれにする？」

　とっさに選んだのは、腕輪だった。

　ルディもティアレシアと同じように腕輪を手に取った。

「仲良くお揃そろいの腕輪か。羨うらやましいね」

「会長には、恋人はいないのですか？」

　他にも、フランツがくれたリストに、同じような条件に当てはまる貴族はいた。

　ウェイル伯爵であるとの確信を得たくて、ティアレシアは少し踏み込んだ質問をする。

「私は、世の中の女性みんなが恋人だと思っているよ」

　仮面ごしにも眩まぶしい笑え顔がおが見えたような気がした。

　間ま違ちがいなく、ウェイル伯爵だ。

「では君たち二人を預言者様の特別室へ案内しよう」

　そうして案内されたのは、屋や敷しきの地下だった。

　蠟燭の灯りだけが頼たよりの薄暗い廊ろう下かを進んでいくと、突つき当たりには正方形の部屋があった。

　白いローブを着た預言者が杖を手に待ち構えている。

「神々は、愛にとても寛かん大だいだ。お二人には、特別な加護を与えましょう」

　こちらへ、と導かれるままに預言者の前に二人で跪ひざまずく。

「おぉ、神々よ。悪に惑わされし愛を打ち払はらえっ！」

　預言者が叫さけんだ瞬間、身に着けたオニキスの腕輪が黒く光り、腕から全身が痺しびれた。

　身体の動きが鈍にぶくなった時を狙ねらって預言者は杖を持ち上げ、思い切りルディに向かって振り下ろした。

　それは祈りでもなんでもなく、明らかな攻こう撃げきだった。

　そしてその瞬間、ティアレシアにも別方向から腕が伸のび、ウェイル伯爵に拘こう束そくされてしまう。

「どういうつもりだ？」

　ルディが視界の狭せまい仮面を外し、オニキスの腕輪を力ずくで引きちぎり、ティアレシアを拘束したウェイル伯爵に殺意を向ける。

　しかし、ルディは武器を持った男たちに囲まれていた。

　暴動の時と同じだ。皆が黒い装飾品を身に着けている。

「王国の平へい穏おんのためですよ」

　預言者の言葉を合図に、男たちがルディに襲おそいかかる。

　ルディはティアレシアに向かって真まっ直すぐに走るが、行く手を男たちに阻はばまれる。

　暴徒とは違って動きが速い。鍛きたえられているとすぐに分かった。

「ルディっ！」

　攻撃をかわし、振り払ってはいるが、ルディの動きはだんだんと鈍くなっている。

　先日の怪我がまだ治りきっていないのだ。

「へぇ、君の恋人やるねぇ」

「当たり前でしょう！」

　ティアレシアはヒールの踵かかとで思い切りウェイル伯爵の足を踏みつける。

　しかし、拘束は緩ゆるまない。

「ウェイル伯爵、あなたは何がしたいの？」

「いてて、あれ？　なんで分かったの？」

「隠す気なんて最初からなかったのではなくて？　分かりやすすぎたわ」

　鉱山の所有者なんて、調べれば分かることだ。

　そして、ティアレシアは一度ウェイル伯爵と話をしている。声や話し方の特とく徴ちようも、だいたいは覚えている。

　彼もそれを知っているはずなのに、口調も話し方すら変えていなかった。

「まぁね。だったらもう、これは必要ないね」

　ウェイル伯爵はそう言って自身の仮面を外した後、ティアレシアの仮面も外す。

　その隙すきに抜け出そうとしたが、裾すその長いローブを引き寄せられ、再び腕に囚とらわれた。

「ティアレシア様、美しいあなたをこの腕に抱けて役得ですよ」

「馬ば鹿か言わないで。さっさと放しなさい」

「強気だなぁ。でもごめんね、それはできない」

　ウェイル伯爵はまったく悪びれもせず、にっこりと微笑ほほえんだ。

　そして、ティアレシアの首元に短たん剣けんを突きつけ、ルディを見る。

「ねぇ、君の大切なお嬢じよう様さまがどうなってもいいの？」

　刃やいばの先せん端たんが触ふれ、白い首筋に赤い雫しずくが垂れた。

「ティアレシアっ！」

　動きを止めたルディと目が合う。

　次の瞬間、彼の胸には長ちよう剣けんが突つき刺ささっていた。

　ルディを貫つらぬいた長剣は乱暴に引き抜かれ、目の前には大だい嫌きらいな赤い色が広がっていく。

「いや、ルディっ！」

　ティアレシアはルディのもとへ駆け寄る。

　首筋にあてられた短剣なんて気にしていられなかった。

　ルディを抑えたからか、ティアレシアの拘束は緩んでいた。

　足元には、赤黒い血。鉄てつ錆さびのような血の匂においに、身体が震ふるえた。

　ローブを脱ぬいで、止血のために傷口を押さえる。

（お願い。少しでもいいから、出血を止めて……っ！）

　ルディの唇くちびるにキスをする。何度も、何度も。

　ティアレシアの内にある魔ま力りよくを、すべて使ってもいいから。

　じわりじわりとローブに血がにじんでいく。

「どうして止まらないの！　嫌いやだ、ルディ、目を開けて……」

　息がうまく吸えなくて、心臓がおかしな音を立てている。

　処しよ刑けいの瞬間が、目の前に広がった赤い血が、脳のう裏りをよぎる。

　失ってしまう。また、目の前で。奪わないで。もう、何も。

　誰だれの死も、見たくないのに。

　怖こわい、怖い、怖い──恐きよう怖ふが心臓を握りつぶそうとする。

　その時、ルディの手がかすかにティアレシアの手を握った。

　ティアレシアを現実に引ひき戻もどすように。

（そうよ、前世の感情に吞のまれてはいけない……）

　取り乱していては、冷静な判断なんてできない。

　まずは状じよう況きようを把は握あくしなければ。

　一体、いつから彼らは気づいていたのか。

　誰にも身分を明かしていないはずなのに。

　そう考えて、一人だけすべてを知っている人物がいると思い至る。

（やっぱりエリメラは、預言者の仲間だったのね）

　同どう姓せいの友人がいないティアレシアにとって、エリメラとの時間はとても楽しかった。

　優しいその笑顔は、どこか懐なつかしかった。

　本当の友人になりたいと思うほどに。

　だから、彼女は何も知らないのだと、そう信じたかった。

　あの笑顔も全部、噓だったのだろうか。

　しかし今、それを確かめることはできない。

「こんなことをして、ただですむと思っているの？　じきに、お父様は暴動の裏であなたたちが糸を引いていることを突き止めるわ。シュリーロッドの治世では好き放題できていたようだけれど、お父様は許さない。ここに集まる貴族たちはみんな、後ろめたいことがある人たちなのでしょう？」

　まだ証しよう拠こはない。それでも、仮説を真実のようにティアレシアは語る。

　預言者と〈オニキス愛好会〉がつながっていることは確定だ。

　そして、〈オニキス愛好会〉では素性を明かさずに貴族たちが、〝神の加護〟が付加された宝飾品を購入する。

　そうすれば、会長が〝何か〟をなかったことにしてくれる。

（もし、それが不正だとすれば……）

　ジェームスは今、貴族たちの不正を洗い出そうとしている。

　それらの目を逸そらすために、預言者が暴動を扇せん動どうし、貴族たちが不正隠しをする時間の猶ゆう予よを与えているのではないか。

　そう思っての問いだったが、ウェイル伯爵に笑い飛ばされる。

「あははっ……分かっているさ、そんなこと。私のところにも不自然な金の流れがあるとかで騎き士しが調査に来たしね。時間の問題だろうと思っていたけれど、意外と早かったなぁ。ま、だからエリメラを使って君をここへ誘さそい出したんだけどね」

「私を人ひと質じちにして、お父様を脅おどすつもり？」

「どうだろうねぇ」

　冷たい瞳ひとみで、ウェイル伯爵が笑う。

　ジェームスの手はすでにウェイル伯爵に伸びていた。

　まだ捕とらえられていないのは、決定的な証拠がなかったからかもしれない。

「私を人質にしたところで、お父様はあなたを見み逃のがしたりはしないわよ」

　ティアレシアは強気に笑ってみせるが、ジェームスの足あし枷かせになってしまうことは間違いない。

　どうにか逃げ出す方法はないものか。

　しかし、この状態のルディを連れて逃にげることは不可能だ。

「あぁ、でも本当に残念だよ。君にはこんなことはしたくなかったのに、預言者がどうしても君がいいって言うものだから」

　ティアレシアたちのやり取りを傍ぼう観かんしていた預言者が、すっと前に出てきた。

「あなたの目的は何？」

　シュリーロッドが生きている限り、王国に平穏は訪おとずれない。

　そんな預言を伝え、人々の内にあったシュリーロッドへの怒りと憎にくしみを煽あおった。

　それだけではなく、貴族のサロンにまで出入りして、〝神の加護〟を授けるパフォーマンス。

　新時代へ向けて歩む王国に、混乱の種を撒まいた預言者は許せない。

「ティアレシア・バートロム。あなたが自分から私のもとへ来てくれて助かりましたよ……おかげで、ようやくあの方にお会いできそうです」

　預言者はティアレシアの問いには答えず、仮面の下で笑った。

　直後、ティアレシアの意識は奪われた。
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　王城グリンベル、〈翡翠輝石ジエダイトの宮〉。

　バートロム公こう爵しやく家けへティアレシアの様子を見に行ったはずのフランツが、血相を変えて王の執しつ務む室しつの扉を叩たたく。

「ジェームス陛下、ティアレシア様が行ゆく方え不明です！」

　その報告に、室内にいたジェームスとブラットリーは動きを止めた。

「詳くわしく聞かせてもらおうか」

　ジェームスは硬かたい表情で座るように促うながした。

「これが、ティアレシア様の部屋で見つかったそうです」

　フランツが差し出したのは、ティアレシア宛あての一通の手紙。

　差出人は、ミューリエ子し爵しやく令れい嬢じようのエリメラだ。

『例の件について、会長の許可を得ることができました。明日の夜、お迎むかえに上がります』

　手紙の内容はそれだけだった。

　しかし、ティアレシアの字で、余白にメモが書かれていた。

「預言者、オニキス、貴族……か。ティアレシアは、暴徒が身に着けていたオニキスを気にしていたのだろう？　もしかしたら、そこで何らかのつながりを見つけたのかもしれない」

　明らかに事情を知っているのは、この手紙を書いた子爵令嬢だ。

「ミューリエ子爵令嬢の行方は？」

「すぐに確認しましたが、やはり行方が分からないようです」

「ティアレシアを連れて、一体どこへ消えた……？」

　室内に重い沈ちん黙もくが落ちる。しかしすぐに動いたのはブラットリーだった。

「今現在、我々の調査対象となっている貴族の中に、オニキスの鉱山所有者は何人いるんだ？」

「三人です」

　ブラットリーの問いに、フランツがすぐに答える。

「ですが、三人とも証拠不十分だったため、すべてはシュリーロッド前女王が勝手にしていたことだと白を切って言いい逃のがれています」

　ジェームスの治世において、不正は絶対に許さない。

　シュリーロッドの治世で民たみを苦しめ、甘あまい汁しるをすすっていた者たちを一いつ掃そうする。

　そのための準備を進めているところに、暴動と預言者の噂うわさ話ばなしが広まり、騎士たちは暴徒への対応や事実確認などに追われていた。

　国王であるジェームスも、貴族の調査ばかりにかまっていられない。

　その隙を、狙われたのだ。

　暴動と貴族に何らかのつながりがあるのかもしれない。

　その可能性は視野に入れていたが、預言者の情報も摑つかめず、一体どんなつながりがあるのかが分からないままだった。

　ジェームスは二人のやり取りを聞きながら、机に広げられた調書を手に取った。

「この三人のもとへ今すぐ騎士を向かわせろ。疑いが晴れるまで王城で身み柄がらを拘束する」

　そうジェームスが命じた時、ノックの音が響く。

　青白い顔で立っていたのは、バートロム公爵家のメイド頭キャシーだった。

「旦だん那な様、申し訳ございません！　私が屋敷にいながら、ティアお嬢様が……本当に、なんとお詫わびすればよいか……っ」

　ジェームスの顔を見た瞬間、キャシーは涙なみだを流しながら膝ひざから崩くずれ落おちた。

　床に額をこすりつけ、謝罪の言葉を口にする。

「キャシーのせいではない。自分を責めるのはやめなさい」

　震えるキャシーの側に膝をつき、ジェームスは優しく声をかけた。

「でも、でも、旦那様っ、このようなものが、先ほど届いたのです……」

　そう言って、キャシーは一通の手紙を手て渡わたす。

　急いで中を確認し、ジェームスは思わずぐしゃりと握りしめた。




『娘むすめを無事に返してほしければ、暴動の民を殺せ』




　血で書かれた文字と、同どう封ふうされた銀色の髪。脅きよう迫はく状じようだ。

　どこかで囚われているティアレシアのことを思い、ジェームスは怒りに震える。

「……今すぐに、近この衛え騎士団長と王立騎士団長に伝えろ。けっして、暴動の民に手を出してはならぬ、と。敵の狙いは、シュリーロッドの処刑でもなんでもない。内乱を起こすことだ」

　ジェームスの命令に、ブラットリーとフランツはすぐに動いた。

　暴徒の民が求めるように、シュリーロッドの処刑が目的ならば、脅迫状でもそれを要求するはずだ。

　しかし、ティアレシアを人質として求めてきたのは、暴動の民を殺すこと。

　暴動を武力で抑えつけてはいけない。

　民を守るべき国が、民を殺すことはあってはならない。

（十六年前も、同じようなことがあった……）

　ジェームスを王に推おす者たちとシュリーロッド派の争いに、民が巻き込まれそうになっていた。

　シュリーロッドが正当な手段で王位に就ついた訳ではないと気づいていたが、自らが王になるために立ち上がれば国が二分化してしまう。

　国内で争い合う内乱だけは避さけなければならない。

　そして、王ではなく、臣下として、シュリーロッドを抑えていくことをジェームスは決めたのだ。

　愛する妻と、娘の平穏を守るために──。

　あの時と、状況が似ている気がした。

（預言者、か。そういえば、十六年前にもどこかで聞いたような……）

　胸むな騒さわぎがする。

　そうしてジェームスは、自身の記き憶おくを確かめるため護衛とともに幽ゆう閉へい塔とうに向かった。




　格こう子し窓から見える外の景色は、穏おだやかだ。

　暴動なんて何も知らない、変わらない毎日の風景。

　時々誰かの笑い声がして、時々誰かが怒おこっている。

　子どもたちのはしゃぐ声が聞こえると、自然と笑えみが浮うかぶ。

「ねぇ、クリスティアン。僕ぼくたちの王国は、今日も平和だね」

　うっとりと、冷たい石いし壁かべに頰ほおをすり寄せた。

　毎日こうして撫なでているせいか、石壁の表面は滑なめらかに変化している。

　愛いとしい彼女の肌はだを磨くのは、いつも男の愛だ。

「……セドリック、そろそろこちらに来てもらえないか」

　突とつ如じよ、二人だけの空間に、侵しん入にゆう者しやの声がした。

　ブロッキア王国の新国王ジェームス・バートロム。

　セドリックは内心イラっとしていたが、脳内のクリスティアン以外の人間と話すのは久しぶりだ。

　王族らしく、優ゆう雅がに歩み寄る。

　もちろん、セドリックとジェームスの間には一枚の扉が隔へだてられている。

　セドリックは罪人として幽閉されているのだから。

「珍めずらしいですね。叔お父じ様が──いや、陛下が僕に会いに来るなんて」

「聞きたいことがある」

「分かりました。僕がクリスティアンをどれだけ愛しているか、ということでしたら……」

「預言者のことだ」

「無視ですか……まあいいでしょう」

　ジェームスの低い声に、何かあったのだということはすぐに察した。

　そうでなければ、セドリックに会いになどこないだろう。

「十六年前、シュリーロッドの周辺に預言者と名乗る男はいなかったか？」

「そうですねぇ、胡う散さん臭くさい連中はシュリーの周りにいっぱいいましたからね。それこそ、シュリーに聞けばいいじゃないですか」

　名案だと思ったのだが、ジェームスに苦い顔をされた。

「今は無理だ。だから、君が覚えていることをすべて話してほしい」

「すぐには思い出せないので、記憶をたどるために少しお喋しやべりに付き合ってください」

　にっこりと微笑み、セドリックはクリスティアンへの愛を語る。

「……それでね、見た目も可愛かわいらしい上にクリスティアンは本当に心がきれいなんだ。僕なんかが触れたら穢けがれてしまうのではないか、とあの時は怯おびえてキスひとつまともにできなかった。でも、照れた彼女がそれはもう可愛くて可愛くて。誰にも見せたくないと思ったね。このまま腕の中に閉じ込めて、僕だけを見ていればいいのにって……でもそれもうまくいかなかった。結局クリスティアンを苦しめることになったのだと、ティアレシアのおかげで、僕はようやく気づけたんだ。今は反省もしているし、その痛みも理解しているつもりだよ……だって今、どこにもクリスティアンを感じられなくて、僕はおかしくなってしまいそうなんだ！　でも、これが僕に与えられた罰ばつなら、甘んじて受けよう、と……は思っているんだけどやっぱりクリスティアンに会いたい」

　一人で喋り続けることに幽閉生活で慣れてしまって、歯止めがきかなくなる。

　これはいつまで聞いていればいいのか、と見張りの騎士に問うジェームスの声が聞こえた。それもそうだろう。何か問題があってここへ来たのに、聞きたくない話を延々とされても困るだけだ。

　そろそろ、本題に戻ってあげなければ、とようやくセドリックは気づいた。

「とまあ、そういう訳で。えっと、預言者のことでしたよね？　たしかに、シュリーの側に一人そんな男が来たことがあったかと」

「どんな男だ？」

「聖職者のような真っ白いローブを着た、四十代くらいの地味な男で……たしか、名前はセーレ」

「預言者セーレか……一体何をしにシュリーロッドのもとへ？」

「シュリーに対してはたしか、『あなたが女王でいる限りこの国は平和だ』とか噓くさいことを言っていたよ。まぁ、シュリーは信じて満足そうにしていたけれど」

　シュリーロッドの周囲には、彼女を持ち上げていいように利用する人間ばかりだった。

　本人がそれに気づいていない方が幸せだろうとセドリックも何も言わなかった。

　他でもない、夫であるセドリック自身も、シュリーロッドを利用する側の人間だったのだから。

「そういえば、預言者が王城に来た時には宰さい相しようのもとへも会いに行っていたよ」

　と、セドリックは補足する。

　あの舞ぶ踏とう会かいの夜から姿を消した、宰相チャド。

（どうにも、あの舞踏会の夜の記憶が曖あい昧まいなんだよなぁ……）

　シュリーロッドの罪が暴かれた直後に起きた地じ震しんの影えい響きようなのか、皆の意識は失われていた。

　目が覚めた時にはセドリックはもう囚われていたし、他のみんなの記憶も、あの舞踏会で何があったのか鮮せん明めいに覚えている者は少ないらしい。

　一体、チャドはどこで何をしているのだろうか。

　ふとそんな疑問が浮かんだが、セドリックの脳内をクリスティアン以外の情報が長く留まることはない。

「僕が知っているのはこれぐらいですよ、ジェームス陛下。それで、その胡散臭い預言者が今になって現れたのですか？」

「……そうだ」

「まさか、ティアレシアが何かに巻き込まれたのか？」

「君には関係ないことだ」

「いいや、関係ある！　僕の命は彼女に捧げているんだから！」

「クリスティアンだけだと先ほど熱く語っていただろう！　もういい、これ以上話すことはない」

　ジェームスは頭を抱かかえて去っていった。

「あぁ、クリスティアン。君はまた無茶ばかりしているんだろうね。君には今度こそ、幸せになってほしいのに。こんな僕には、君の幸せを祈ることも許されないのかな……」
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　銀の髪と紺こん色いろの瞳を持つ、美しい姿を思い浮かべた。

　彼女に会えるのは、想像の中だけだ。

　ティアレシアがセドリックに会いに来ることはない。

　それが彼女に深い傷を与えたセドリックへの罰だから。

　でもどうか、今世こそは彼女が幸せであるようにと願わずにはいられない。
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「クリスティアン王女様だぁ～」

「おきれいね！」

「あそぼあそぼ～っ！」

　孤こ児じ院いんに足を踏ふみ入れた途と端たん、きゃっきゃとはしゃぐ子どもたちに囲まれてしまった。

　ここは、王都にある孤児院。

　十歳さいで初めての公務を終えてから、クリスティアンは少しずつ公式行事や公務をこなすようになった。

　そうして、病院や孤児院などへの視察も一人で任されるようになり、今日は数度目の訪問だった。

「こら、いくらクリスティアン様がお優やさしいからといって、無礼ですよ！」

　院長が子どもたちを叱しかる。

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶですよ。元気があることはいいことですもの」

　しかしクリスティアンがこの調子で庇かばうので、院長の言葉は子どもたちに響ひびいていなかった。

「ねぇねぇ、クリスティアンさま、こっちに来て！」

　子どもたちに手を引かれて、クリスティアンは建物の裏へ来た。

「実がなったの！」

　じゃーん！　と嬉うれしそうに見せてくれたのは、畑だった。

　青々とした緑の中にいくつか、紫むらさきに色づき始めたナスの実が顔を覗のぞかせている。

　叔お父じであるジェームスからジェロンブルク領の野菜の種をいくつかもらい、クリスティアンが孤児院へと寄付したのだ。

「毎日ね、クリスティアンさまに言われたとおりお世話して」

「雑草も抜ぬいてね」

「あ、でもこいつは間ま違ちがえてナスの苗を抜こうとしたんだよ」

「言うなよっ！」

「でも、ちゃんと実ができたんだよ！」

　子どもたちがわいわいと、誇ほこらしげにクリスティアンに言う。

「みんなで協力して、ちゃんとお世話をしてくれたのね。とっても偉えらいわ」

　クリスティアンは目に涙なみだを浮うかべながら、子どもたちを抱だきしめる。

　子どもたちの真まっ直すぐな、きらきらした眼まな差ざしに救われる。

　十五歳の誕生日、クリスティアンは父エレデルトより次期国王に指名された。

　正式な発表はまだされていないが、内々には決定している。

　それがきっかけで、姉シュリーロッドとの確かく執しつがさらに深くなった気がするし、本当に自分に王国を背負うことができるのか、と不安に思うこともある。

「わーい、クリスティアンさまにほめられた！」

「だから、ね、遊ぼうよ」

　無む邪じや気きな笑え顔がおを向けられて、クリスティアンは頷うなずいた。

（私に妹や弟がいたらこんな感じなのかしら……）

　シュリーロッドとは遊んだことはない。

　いつも、冷たい眼差しを向けられていた。

　クリスティアンの何が気に入らないのだろうか。

　姉と仲良くしたいという思いはあれど、拒きよ絶ぜつされ続けた結果、クリスティアンもいつしかシュリーロッドを無意識に避さけるようになっていた。

「そっちの騎き士しのお兄ちゃんも一いつ緒しよに！」

「みんなで鬼おにごっこしようよ～」

　護衛のフランツも巻き込まれ、孤児院の敷しき地ち内で鬼ごっこやかくれんぼなどひとしきり楽しんだ。

「クリスティアン様、そろそろお時間ですよ……って、全力で遊びすぎです！」

　孤児院へ迎むかえに来た側近のバイロンが、ドレスに葉っぱをつけているクリスティアンを見て言った。

「ごめんなさい。でも、すごく楽しかったわ。ねぇ、フランツ？」

「クリスティアン様、俺おれに振ふらないでください。バイロン様が怖こわいです」

　一緒になって全力で遊んでいたのに、フランツは目を逸そらした。

　バイロンの赤茶色の癖くせのある髪かみは、フランツよりも少し低い位置にある。しかし、じっとフランツを睨にらむ栗くり色いろの瞳ひとみは下からといえど迫はく力りよくがあるのだろう。

「ごっほん。クリスティアン様、次期国王としての自覚をお持ちください」

　次期国王に指名されてからクリスティアンの側近となったバイロンは、王族として必要な知識や心得を教え、導いてくれている。

「でも、子どもたちを前にしたらバイロンだって、きっと堅かたいこと言っていられないわよ」

「そ、そんなことは」

　ない、と言い張ろうとしたバイロンの裾すそに、小さな女の子が抱きついた。

「う、クリスティアンさまをおこらないで……うわぁぁん」

　本気でクリスティアンが怒おこられていると思ったのか、その子は突とつ然ぜん泣き出してしまった。

　大丈夫だ、とクリスティアンが駆かけ寄ろうとした時、バイロンはその子を抱きかかえてあやし始めた。

「怖がらせてごめんね。おじさんはもう怒ってないよ」

　大丈夫、大丈夫……そう言って、バイロンは優しく微笑ほほえむ。

　安心したのか、女の子は泣き疲つかれて眠ねむってしまった。




「子どもに慣れているのね」

　王城へと向かう馬車の中で、クリスティアンは向かいに座すわるバイロンに声をかける。

「まあ、娘むすめがいますから」

　バイロンは愛おしそうに目を細めた。

「知らなかったわ！　ねぇ、名前はなんていうの？　今、何歳？」

　最近側近になったばかりなので、バイロンのことはまだクリスティアンも知らないことが多い。

　知っていることといえば、名前と年ねん齢れいぐらいだろうか。

　バイロン・スコットリー。スコットリー伯はく爵しやく家けの次男で、現在三十五歳。

　父が紹しよう介かいしてくれた人なので、素す性じようを事前に調べたりしなかったのだ。

（他人から聞くのではなくて、本人と話をして色々知りたいもの）

　だから今、バイロンの個人的な話を聞けるのがすごく嬉しい。

「娘はエリメラといって、今は三歳です」

「エリメラちゃん！　可愛かわいい名前ね」

「ありがとうございます。今度、よろしければクリスティアン様にも会わせたいのですが、よろしいでしょうか」

「もちろんよ！　うふふ、早く会いたいわ」

　そうして帰りの馬車では、バイロンの娘が父親譲ゆずりの赤茶色の髪だとか、笑った顔が可愛いとか、歌が上手だとか、色々な話を聞いた。




「エレデルト国王暗殺の実行犯として、バイロン・スコットリーを極きよつ刑けいに処す」

　法務官が下す残ざん酷こくな判決に、違ちがうのだとクリスティアンは声の限り叫さけんだが、誰だれの耳にも聞こえていないように無視された。

「……私のせいで、私の、側近になったせいで」

　絶望がクリスティアンの目の前を覆おおっていた。

　嵌はめられたのだと、シュリーロッドの笑顔を見て悟さとった。

　誰も彼も、自分の敵だったのかと。

　しかし、バイロンは違う。クリスティアンへの陰いん謀ぼうに巻き込まれただけだ。

　暗殺の実行犯を捕とらえることが必要だったのだろう。

　すべての役者を揃そろえて、望み通りの結末を迎えるために。

「クリスティアン様のせいではありません。私はきっと、知ってはならないことを知ってしまったのです。シュリーロッド様の背後には、大きな闇やみがあります」

　公開審しん議ぎの後、謝罪の言葉を繰くり返かえすクリスティアンに首を振り、バイロンはこう言った。

　それでも、クリスティアンに責任がある。

　クリスティアンがもっと周囲に気を配っていれば、もっとシュリーロッドを警けい戒かいしていれば……。

　死の監かん獄ごくで、クリスティアンの涙はかれ果てた。

「私は、クリスティアン様にお仕えできて幸せでした」

　バイロンは処しよ刑けいの直前、笑顔でそう言った。

　そこにはクリスティアンへの怒いかりも憎ぞう悪おもなくて。

　無実の罪で処刑されて悔くやしいだろう。憎にくいだろう。運命を呪のろうだろう。

　それなのに、クリスティアンにそんな感情は一いつ切さい見せず、覚かく悟ごを決めていた。

（あなたは本当に、とても強い人……私こそ、バイロンに支えられて幸せだったわ）

　ありがとう。

　だから、クリスティアンも無様に泣きわめいたりしない。

　バイロンの誇りある女王として最さい期ごを迎えよう。

　そうして異母姉あねへの憎しみを胸に、クリスティアン・ローデントの人生は幕を下ろしたのだ。
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　バイロンの最期の笑えみが脳のう裏りに浮かび、ハッと目を覚ます。

「……はぁ、はぁっ」

　呼吸が苦しい。前世の感情が蘇よみがえり、身体からだが震ふるえている。

（この場所のせいね……）

　明かりが何ひとつない、真っ暗な部屋。冷たい床ゆかは石造りで、おそらく地下だろう。

　今は震えている場合ではないというのに、嫌いやでも死の監獄での日々を思い出す。

　前世の夢を見たせいで、どうしても死の恐きよう怖ふと感覚が心を支配する。

　思わず首筋に触ふれて、ウェイル伯爵に短たん剣けんで触れられた傷に気づく。

　預言者とウェイル伯爵とのやり取りを思い出し、ずきりと頭が痛む。

　何か薬を嗅かがされて眠らされたのだろう。胸を刺されたルディは無事だろうか。

「……どうして、私はいつも」

　大事な時に何もできない。

　今度こそ守りたいものを守れるように、強く生きようと決めたはずだった。

「でも、おかげで思い出したわ」

　どうして忘れていたのだろう。

　バイロンの娘のことを。

　結局、クリスティアンがエリメラに会うことはできなかったけれど。

　エリメラという名前も、バイロンに似た赤茶色の髪も、思い出すヒントはいくつも転がっていたのに。

「嘆なげくのも、自分を責めるのも後よ……ここで震えているだけでは、クリスティアンの時と何も変わらないわ。それに、エリメラを止めなければ」

　エリメラが何な故ぜシュリーロッドの処刑を求める預言者側についていたのか、今なら理解できる。

　無実の罪で処刑された父の無念を思えば、何かしらの行動に出てもおかしくはない。

　そして、舞ぶ踏とう会かいの夜、その無実を証明したのは他でもないティアレシアだ。

　だからこそ、エリメラは暴動や預言者の噂うわさを伝え、ティアレシアを〈オニキス愛好会〉へ誘さそい出した。

　エリメラは、シュリーロッドを生かしたティアレシアのことが許せなかったのだろう。

　しかし、どんな事情があったとしても、このままエリメラを彼かれらと関わらせておきたくはない。

　バイロンが大切にしていた娘を、預言者には任せておけない。

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、ティアレシアは気持ちを切きり替かえる。

　手足をロープで縛しばられていたが、ドレスに仕込んでいた薄うすい刃はで縄なわを切る。

（何かあった時のために、と警戒していてよかったわ……）

　自由になった手を前に出し、暗くら闇やみの中壁かべに沿って出入口を見つける。

　扉とびらの隙すき間まからは、うっすらと光が漏もれていた。

「さすがに、この扉を蹴け破やぶることはできないわね」

　扉を見つけたが、当然ながら鍵かぎがかかっている。しかも、鉄製の扉だ。

　何か室内に使えるものはないか、とティアレシアは周囲を探さぐる。

　その時、先ほど見つけた扉から物音がした。

　誰か来たらしい。ティアレシアは慌あわてて縛られたふりをする。

「ティアレシア様、お目覚めですか」

　扉の外側にある除き穴が開けられて、エリメラが顔を出す。

「……エリメラ」

　まだ夢の余よ韻いんが残っていたのか、娘のことを嬉しそうに話すバイロンの顔が思い浮かんだ。

　よく見てみると、バイロンの面おも影かげがある。

　ゆるく波打つ赤茶色の髪と、優しげな目元。緑の瞳は母親譲りだろうか。

　少し真面目すぎるところも、穏おだやかな雰ふん囲い気きも。

「……ごめんなさい」

　クリスティアンが、エリメラが父と過ごすはずだった日々を奪うばってしまった。

　ティアレシアが謝あやまったところで、エリメラには何のことか分からないだろう。

　それでも、伝えずにはいられなかった。

「何を謝っているのですか？　まだ状じよう況きようが分かっていないようなら教えてあげます。私は、ティアレシア様を嵌めるために近づいたのですよ」

　エリメラがティアレシアに冷たい目を向ける。

「あなたが預言者の仲間だということは薄々気づいていたわ。それでもここに来たのは私の意思よ」

「こんな状況でも、あなたは変わらないのですね……私は、ティアレシア様が憎い」

　はっきりと、エリメラに敵意を向けられた。

　しかし、その瞳には怒り以上に悲しみがあった。

「私には何の力もないけれど、ティアレシア様は違うでしょう？　あの舞踏会の夜、〈悪あく魔まの女王〉を追おい詰つめていたティアレシア様はとてもかっこよくて、私の憧あこがれだったのに……何故、何故、あの女を生かしたの……っ!?　私の父──バイロン・スコットリーを殺した、あの〈悪魔の女王〉をっ！」

　ドン！　とエリメラは叫びながら、扉を力の限り叩たたいた。

「憎いからこそ、罪深いからこそ、シュリーロッドを生かしているのよ！」

　ティアレシアは扉に近づいて、エリメラに訴うつたえる。

「さすが、聖女様ですね。罪深い人間までもを生かしているなんて……あなたのように力のある人が殺してくれないから、私たち力のない者たちはみんなで力を合わせて、殺すしかないんです」

　以前もエリメラは、ティアレシアを『聖女』に例えていた。

　それはきっと、シュリーロッドを処刑しなかったことへの憤いきどおりを込めた皮肉だったのだろう。

「暴動を起こしても、ジェームス陛下は処刑の決断なんてしないわ。エリメラも本当は分かっているのでしょう？　こんなことをしても、王国が荒あれるだけ。多くの人が傷つくだけだわ」

「国なんて関係ないわ！　……預言者様は家族の誰も教えてくれなかった父のことを色々と教えてくれたの。せっかく国王の側近という立場になったのに、シュリーロッドの陰謀のせいで、愛する家族と引ひき離はなされて、父はこの世のすべてを憎んで死んでいったと！　父の無念を、娘である私が果たすのよ！」

「そんなこと、あなたのお父様が望んでいるはずがないわ！」

「どうして分かるの？　ティアレシア様は父のことなんて何も知らないじゃない！」

「知っているわ……ジェームス陛下から、お父様から聞いたのよ。バイロン様はとても優しく、立派な人だった。バイロン様はあなたたち家族を、守るために遠ざけたのよ。エレデルト陛下が暗殺されて、敵が誰かも分からない状況だったもの……それでも、バイロン様は最期まで笑っていたそうよ」

　いわれのない罪を被かぶせられ、命を奪われるというのに。

　彼は最期まで誰のことも責めなかった。

　それだけの強さは、クリスティアンにはなかった。

「ティアレシア様の言葉なんて、信じられない。私は、シュリーロッドを処刑して、父の復ふく讐しゆうを果たす。このオニキスのお守りが、私の望みを叶かなえてくれるのよ！」

　そう言って、エリメラは耳元できらめくオニキスのイヤリングに触れた。

　バイロンを知るはずのないティアレシアの言葉では、エリメラに届かない。

「それに、預言者様はあの女が生きている限り、この王国に平へい穏おんは訪おとずれないとおっしゃった。その通りよ。あれだけの圧政で民たみを苦しめていたのですもの……父とクリスティアン様を処刑したように、あの女の首も刎はねるべきだわっ！」

　涙を浮かべ、エリメラは怒りと憎しみを吐はき出す。

　ティアレシアには、その気持ちが痛いほどよく分かる。

「……私にも、その気持ちはあるわ。今だって、シュリーロッドの首を刎ねることができたらどんなにいいだろう、と思わない日はない。やはり処刑すべきだったのではないか、とあの日の決断を迷う時もある。エリメラだけじゃない。大切な人を奪われて、失って、苦しんでいる人が大勢いるのを知っているもの！」

「だったら、何故っ！」

「シュリーロッドを本気で苦しめるためよ！　それに、シュリーロッドは自分が犯おかした罪の重さを分かっていないわ。国民へ何の贖しよく罪ざいもなく、罪の自覚もないまま殺して、何の意味があるというの!?　それに、〈悪魔の女王〉が犯した罪は、シュリーロッドが死ぬだけでは到とう底てい償つぐなえるものではないわ！　だから私は、殺してなんてやらないの」

　シュリーロッドを殺すだけなら簡単なことだ。

　だが、死んだらそこで終わり。

〈悪魔の女王〉が残した負の遺産に向き合い、立ち向かっていくのは今を生きていく者たちだ。

　十六年の月日をかけて歪ゆがんだ王国を立て直すことは容易ではない。

　それなのに、元げん凶きようであるシュリーロッドが死ぬだけでいいのか。

　預言者が言うように、シュリーロッドが死ぬだけで王国に平和が訪れるはずがないのだ。

　それに、国民たちの怒りも、憎しみも、嘆きも、届かない場所へ逃にげるなんて許せない。

　シュリーロッドは王国の現実を見ていなかった。何も分かっていなかった。

　チャドを封ふう印いんし、幻げん想そうの世界を壊こわしたところで、シュリーロッドには理解できないことばかりだろう。

　自身の罪が罪であるという自覚もなく、国民たちの怒りの理由も分からないまま死んだとしても、何の贖罪にもならない。

　現に、シュリーロッドが幽ゆう閉へい塔とうで喉のどを傷いためるまで謝り続けているのは父エレデルトにのみ。

　愛されていたのだ、とティアレシアが教えたから。

　自分がどれほど愚おろかなことをしたのかをようやく理解し、苦しんでいるのだ。

　それは、生きているからこその絶望と痛み。

　現実という刃で、その心を突つき刺さす。

　ティアレシアの復讐は、シュリーロッドを殺すことでは果たされない。

「……でも、あの女が生きているせいで、この国に平穏は訪れないのよ！　あの女さえ死ねば」

「シュリーロッドさえ死ねば、本当に王国に平穏が訪れると思うの？　あなたは預言者を信じているようだけど、〈オニキス愛好会〉はシュリーロッドの下で不正をしていた貴族の集まりよ。そんな連中と関わっている預言者を、本当に信じられるの？　それに、暴動に参加すれば傷つくのは国民よ……それで神の言葉だなんて笑わせるわ」

　不正を働いた貴族が利用されるのはかまわない。

　しかし、国民を巻き込み、傷つけることは許さない。

「預言者様は、私を救ってくれた……っ！　ずっと知りたかった父のことを教えてくれたの……預言者様の言う通りにしていれば、何の力もない私でも、父のためにできることがあるのよ」

「王国や家族を愛し、守ろうとしていたあなたのお父様が、大切な娘にこんなことを望んでいると本気で思っているの？」

「やめてっ！」

　そこで初めてエリメラが狼狽うろたえた。

「だって……私は、ティアレシア様とは違うもの！」

　そう叫んで、エリメラは覗き穴を閉め、足音が遠ざかっていく。

「……エリメラ、どれだけ憎まれていても、私はあなたのことを友人だと思っているわ」

　再び暗闇に包まれた部屋の中で、ティアレシアはぽつりとこぼした。
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　心臓がばくばくと暴れている。頭も混乱していて、うまく思考がまとまらない。

「……預言者様の言葉を、信じてもいいのですよね？」

　エリメラは胸を押おさえて、廊ろう下かの壁に寄りかかった。

　父バイロンの記き憶おくは、朧おぼろ気げにしかない。

　それでも、優しかったことは覚えている。

　いつからか、父に会えなくなって、エリメラはよく父を捜さがして泣いていた。

『パパはどこにいるの？』

　母は泣くばかりで、その答えはくれなかった。

　そしてある日、母は新しい父を連れて来た。

　──あの人はお父様ではないのに、どうしてお母様は……。

　本当の父のことを隠かくそうとしていた。肖しよう像ぞう画がも、名前も、何もかも。

　しかし、人が生きてきた痕こん跡せきすべてを消すことなどできはしない。

　だからきっと、いつか父に会えるのではないか。

　そんな希望を抱いていた。

　しかし、社交界デビューの日、そんな未来はあり得ないことを知った。

「その赤茶色の髪、バイロンにそっくりだね」

　こっそりと女王の夫であるセドリックが耳打ちした言葉に、どれだけの衝しよう撃げきを受けたか。

　バイロン・スコットリー。それは、エレデルト国王を殺した実行犯の名前だ。

　父はもういない。罪人として首を刎ねられたのだから。

　母はエリメラを守るために父の存在を隠し、目立たない地方貴族だったミューリエ子し爵しやくと再さい婚こんした。

　すべては、エリメラのためだった。ずっと守られていた。

　だから、エリメラは父のことを知ったと母に告げられなかった。

　しかし、胸の内には重い鉛なまりのようなものがのしかかる。

「あの優しかったお父様が、国王陛下を殺したなんて……信じられない」

　たとえ無実だったとしても、〈悪魔の女王〉に逆らうことなどできない。

　誰も、正しいことを主張できないのだ。

　エリメラもその一人だった。無実の罪で処刑された父のために、何もできない。

「ごめんなさい、お父様。私には何の力もないわ」

　ただ悲しみを抱かかえて、生きていくしかできない。

　エリメラが教会に通い始めたのはその頃ころだった。何かにすがりたかった。

　神父様は、毎日のように浮かない顔で祈いのるエリメラに、聖歌隊の子どもたちの練習を見てほしいと頼たのんだ。

　子どもたちに元気をもらって、エリメラは少しずつ自分に自信が持てるようになった。

　そんな時だった。

　ティアレシアが社交界デビューして、〈悪魔の女王〉を追い詰めたのは。

「……ティアレシア様はすごいお方だわ」

　憧れた。と同時に、自分はきっとあんな風にはなれないと分かってしまった。

　──あなたの父親はバイロン・スコットリーではありませんか？

　教会の前で、白いローブの男に声をかけられた。最初は無視しようとした。

　しかし。

　──私は、神の声を伝える預言者です。あなたは、お父上のことを知りたくありませんか？　私は、あなたのお父上をよく知っていますよ。

　誰も教えてくれなかった、誰にも聞けなかった父のことを、預言者は教えてくれた。

　エリメラを心から愛していたのに、引き離されて絶望のうちに死んだこと。

　父の魂たましいはいまだにシュリーロッドを恨うらみ、苦しんでいること。

　──誰もが、あなたの父上の死を忘れて生きている。あのティアレシアという娘も、きっと国王暗殺の実行犯として処刑された男のことなどこれっぽっちも気にかけてはいないでしょう。ひどい話ですね。

　悲しくて、父のことを思うと涙が止まらなかった。

　──お父上を救ってあげたいとは思いませんか？

　そう言って、預言者は黒いオニキスのイヤリングを手て渡わたした。

　シュリーロッドが生きている限り、父の魂は救われないし、この王国に平和は訪れない。

　憧れだったティアレシアは、あの〈悪魔の女王〉を生かした。味方ではない。

　無実の罪で処刑されたバイロンやクリスティアンの味方であると信じていたのに、彼かの女じよは〈悪魔の女王〉の肩かたを持ったのだ。

　この国を平和にするつもりはなく、守ってくれない。

　預言者の言葉は、すんなりとエリメラの心の内に入ってきた。

　シュリーロッドやティアレシアに対する怒りや憎しみが、大きくなっていく。

　暴動を扇せん動どうすることで、民の声を国王に届ける。

　これが、父を救い、国のためになるとエリメラは本気で信じていた。

　しかし、実際にティアレシアと接すると、心の内に湧わき上がっていたはずの怒りや憎しみが薄らいでいく。不思議なほどに。

　このままではいけない。憎いシュリーロッドを生かしている女なのだから。

　預言者の言葉が正しいのだ。それだけは絶対だ。頭の中に響く声に従わなければならない。

　それなのに、ティアレシアが語る父の方が、記憶の父と重なるのだ。何故だろう。

　ティアレシアのことを考える度たびに、頭がズキズキと痛む。

「……おい、武器の準備はできたか」

「あぁ。これだけあれば十分だろう」

「それにしても、ウェイル伯爵も預言者もひどいお方だよな」

「自分たちで引き起こした内乱を自分たちで治めて、ジェームス陛下に王の資格はない、と退位を迫せまろうっていうんだから」

「まぁ俺らは金もらえればどうでもいいけどな」

「しかし、娘を人ひと質じちにとられて暴徒を殺せって脅おどされて、ジェームス陛下はどう出るかな」

「ま。王なら民を選ぶんじゃないか？　どっちにしろ騎士が暴徒を殺しちまえばこっちの思うつぼだな」

「さっさと終わらせて、金ふんだくって飲み明かしてぇなぁ」

　がははは、という笑い声が地下に響く。

　いつの間にか、立ち入りを制限されている武器庫の近くを歩いていたらしい。

（今の会話は、一体何？　彼らは、何をしようとしているの？）

　国のために、シュリーロッドの処刑を求めるのではなかったのか。

　内乱とは一体どういうことか。

　ジェームスの退位を迫るなんて話も初めて聞いた。

　そんなことが起これば、王国に平和を、どころの話ではない。

　本当なのか、預言者に確かく認にんしなければ。

　足がすくんだ。

　預言者が正しい──はずだった。

　でも今は、誰が味方なのか分からない。

　エリメラは、ずっと預言者の言う通りにしていれば父の望みが叶うのだと信じていた。

　だから、考えないようにしていた。

〈オニキス愛好会〉というサロンがどんなものなのかも、ウェイル伯爵が裏で何をしようとしているのかも。

　自分には関係ないことだと。

　しかし、ティアレシアの言葉を思い出し、エリメラは自分がひどく歪いびつな場所にいることを自覚した。
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　ガチャガチャ、と扉の外で音がしたのは突然だった。

　そして、扉が開いて、明かりが室内に差す。

「……エリメラ？」

　思い詰めた表情のエリメラが、一人でそこにいた。

「今のうちに出てください」

　扉の外に出ると、見覚えのある場所だった。

　ルディとともに襲おそわれた、あの地下室だ。そこに人ひと影かげはなく、静まり返っていた。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおが揺ゆらめく廊下を抜け、エリメラに先導されて無言で階段を上がる。

「おや、エリメラ。どうして勝手に彼女を連れ出しているのですか？」

　立ちふさがったのは、黒い仮面の預言者。

　その背後には、屈くつ強きような男たちがいる。

「預言者様！　私、聞いてしまったのです。内乱とはどういうことか説明してください！　今回ティアレシア様を連れて来たのは、ジェームス陛下にシュリーロッドの処刑を求めるためではなかったのですか？　もう、こんなことはやめ」

　ぱん、という音が響く。預言者がエリメラの頰ほおを打ったのだ。

「ここまで来て躊ちゆう躇ちよするなど、情けない……あなたのお父上が聞いたらさぞがっかりするでしょう。せっかく娘に復讐を託たくしたというのに」

「勝手なことばかり言わないで。バイロンがそんなことを望むはずないでしょう！　彼のことを何も知らないくせに、これ以上彼を侮ぶ辱じよくしないで！」

　嚙かみつかんばかりの勢いで、ティアレシアは預言者を睨みつける。

「知っているからエリメラに教えることができたのです。私は、あれはいつだったか……そう、ちょうど十六年前……エレデルト国王が暗殺された頃にバイロンに会ったことがありますよ。あなたこそ、会ったこともないのに何故彼のことを知ったような口をきくのですかね？」

「……どうして、お前がバイロンに会ったことがあるの？」

　ティアレシアの問う声は震えていた。

　まだ、ティアレシアが知らない何かが十六年前にあったというのか。

（十六年前から、預言者は王城に出入りしていたの？）

　しかし、預言者セーレなどクリスティアンは知らない。

　バイロンも、何も言っていなかった。

　いや、本当にそうだろうか。

　処刑が決まったあの日、自分を責めるクリスティアンに、彼は何と言っていた……？

　──クリスティアン様のせいではありません。私はきっと、知ってはならないことを知ってしまったのです。シュリーロッド様の背後には、大きな闇があります。

　バイロンは、シュリーロッドの何を知ってしまったのか。

　彼が残した言葉の意味を考える暇ひまも、余よ裕ゆうもあの時のクリスティアンにはなかった。

「私が預言者だからです。バイロンの未来もすべて、私は神の声を聞いて知っていたのです！」

　そんなことがあり得るのだろうか。

　魔ま力りよくを帯びたオニキスの石と、会員たちへ向けた〝神の加護〟のパフォーマンス。

　しかしそれ以上に、もし本当に知っていたのだとすれば。

「だったら何故、バイロンだけでも救わなかったの!?」

「彼が、陰謀に巻き込まれて処刑されるのは必然だったのです。だからこそ、私は彼の恨うらみ言ごとを聞いてやろうと訪ねました……可哀かわい想そうな、エリメラ。バイロンはとても君を可愛がっていたのに……側にいてやれないから、ひどく運命を呪っていた。この世界に憎しみさえ抱いだいていた。自分を陥おとしいれた人間を道連れにして殺したい、とまで」

　エリメラが、預言者の言葉を聞いて涙を流す。

　彼女のオニキスのイヤリングが怪あやしく光る。

　混乱しているのか、エリメラは頭を押さえて痛みをこらえるようにその場に膝ひざをついた。

「エリメラ、信じないで。バイロンがあなたを可愛がっていたのは本当だけれど、けっして誰かの死を望むような人ではなかったわ。惑まどわされないで。あなたの記憶にある優しいバイロンを信じて」

　ティアレシアは、呼吸が乱れているエリメラに優しく声をかける。

　しかし、エリメラの瞳はどこか虚こ空くうを見つめていて、普ふ通つうではなかった。

「エリメラ、しっかりして！　預言者セーレ、エリメラに何をしたの！」

「神の声を伝えただけですよ。本当に、この娘は父親とよく似ていますね」

「……もしかして、十六年前も同じようにあなたがバイロンに何かしたの？　お前は、シュリーロッド側の人間なの……？」

　シュリーロッドが怪しげな人間を宮きゆう殿でんに招いているという噂は、クリスティアンだった頃に聞いたことがあった。

「面おも白しろいことを言う。私がシュリーロッドを利用することはあっても、本気で仕える訳がないでしょう」

　預言者はそう言うと、ティアレシアの腕うでを強く摑つかんだ。

「放しなさい！」

「バイロンが実行犯役だったように、あなたにはあなたの役割がある。ここで計画を崩くずされる訳にはいかないんだよ」

「私に何をさせるつもりなの？」

「それはこれから分かります。せっかくだから、エリメラにも見せてあげよう」

　預言者は楽しそうに、仮面の下でくつくつと笑った。

　そうしてティアレシアは両手を縛られ、喋しやべれないよう布を嚙まされた。

　エリメラはいまだ苦しそうな表情をしていたが、屈強な男に無理やり腕を引かれる。

　連れて行かれたのは、大勢の人々が集まる広間だった。

　壁にかかる宗教画も、神々の彫ちよう刻こくも、室内の様子も覚えている。

〈オニキス愛好会〉の会場に使われていた部屋だ。

「皆みなさん、この方が誰か分かりますか」

　預言者がティアレシアを人々の前に突き出した。
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　縛られた状態で突然押されたことでバランスを崩し、ティアレシアは床に倒たおれ込む。

　銀色の髪、悪魔、新王の娘、という単語があちこちから聞こえてきた。

　集まっているのは貴族ではなかった。

（もしかして、暴動の参加者……？）

　目線を動かして見てみれば、皆が黒い装そう飾しよく品ひんを身に着けていた。間違いない。

「そう。この方はティアレシア・バートロム。新国王ジェームスの娘です。神は、ひどくお怒りです。人々を苦しめ、罪なき者たちを殺あやめた〈悪魔の女王〉シュリーロッドが生きていることに！　そして、あろうことかこのティアレシア・バートロムは、シュリーロッドを生かしたのです。なんと罪深いことでしょう。そのせいで、我々はまた苦しみ、混こん沌とんとした闇を生きることになるのです」

　預言者の演説が始まった。

（こんな言葉、信じないで！）

　しかし、どれだけ叫んだところで、口をふさがれているティアレシアの声は言葉にならない。

　周囲から、殺気だった視線が向けられた。

「神の怒りを鎮しずめるためには、シュリーロッドを処刑しなければならない。しかし、ジェームス陛下はこの娘のせいで腑ふ抜ぬけになっていて、処刑を躊躇しておられる！　我々の行動により、目を覚まさせなければなりません」

　違う。ジェームスは腑抜けになってなどいない。

　シュリーロッドを処刑することよりも、王国のためにやるべきことがある。

　ジェームスは国王として、責任を果たそうとしている。

　すべては国民たちのために。

　しかし、その思いは伝わらない。

　誰にも、ティアレシアの声は届かない。

　もし、止めるためとはいえ、暴動で人が傷つけば、国は民を敵に回すことになる。

（本当に、内乱を起こすつもりなの……？）

　エリメラは預言者が内乱を起こそうとしていることを知ったから、ティアレシアを逃がそうとしてくれたのだ。

　預言者が、杖つえを高く掲かかげて言う。

「さあ、怒りを糧かてに、憎しみを刃に、今こそ王家に報復を！」

　おお！　と皆が声を揃えて叫ぶ。

　その瞬しゆん間かん、皆が身に着けた黒い装飾品が禍まが々まがしい光を放った。

（やっぱり、ただのオニキスではない……それに、なんだか様子がおかしい）

　目の色が変わった。鼻息も荒あらく、呼吸が乱れている。

　危険だ。そう直観した。

（止まりなさい！　もう誰も傷ついてほしくないの！）

　行かせない。内乱になどさせるものか。

　ティアレシアはぐっと足に力を入れて立ち上がり、武器を持った彼らの行く手を阻はばむ。

「邪じや魔まだ！」

「お前に何が分かる！」

　何度突き飛ばされても、ティアレシアは彼らの歩みを止めようと必死だった。

「俺たちの幸せのためだ！」

　シュリーロッドが処刑されれば幸せになれるのか。王家を討うてば幸せになれるのか。

　ただでさえボロボロの王国が、今度こそ崩れ落ちてしまう。

（私が何のために、転生したと思っているのよ！）

　復讐のため。奪われたものを取り返すため。大切なものを守るため。

　──せっかく、またみんなの笑顔が見られたのに。

「少し大人しくしていてもらえませんかね」

　苛いら立だったような預言者の声が聞こえた直後、ティアレシアは頭を殴なぐられ、意識を失った。





[image: ]






「……っう」

　苦しい。誰かに首を絞しめられている。

　かすかに目を開けると、エリメラが血走った目でティアレシアの首に両手をかけていた。

　明らかに様子がおかしい。

「や……め、っ！」

　ティアレシアは力の限り、エリメラの両手首を摑み、腹部を蹴けった。

　エリメラの手は緩ゆるみ、その身体は横に転がった。

「っか、はぁ、はぁ……」

　喉元を押さえて、ティアレシアは呼吸を整える。周囲を確認すると、先ほど閉じ込められていた場所に戻されたようだ。

「エリメラ……？」

　エリメラの方を見ると、彼女は頭を抱えてブツブツと何かを呟つぶやいていた。

「憎い、憎い……違う……許せない、やめて……」

　何かに苦しんでいるようだ。どうにかして助けたい。

　ちらりと、オニキスのイヤリングが赤黒い光を放っているのが見えた。暴徒たちのオニキスも同じように光っていた。

　そして、ティアレシアとルディが捕らえられた時も、腕うで輪わのオニキスが身体の自由を奪った。

（預言者がオニキスに何か仕し掛かけをしているのね……）

　ティアレシアはそっとエリメラに近づき、その両耳からイヤリングを取った。

　その瞬間、エリメラはその場に倒れ込む。

　ティアレシアの手の中にあるオニキスは、もう光を失っていた。

「エリメラ！　しっかりして」

　ティアレシアの呼びかけに、かすかにエリメラの睫まつ毛げが動いた。

「……ティア、レシア様？」

「えぇ、そうよ。大丈夫？」

「わ、私……っ！」

　覚かく醒せいしたのか、エリメラはティアレシアから距きよ離りをとって、背を向けた。

「……ティアレシア様はきっと、正しいのだと思います。私は、間違ってしまったのでしょう……でも、シュリーロッドの処刑については、皆が望んでいたことだった。私も父の無念を、晴らしたいと思って……私と同じように苦しむ人々を救いたかった。ただ、それだけだったのに」

　ティアレシアは黙だまってエリメラの独白を聞く。

　エリメラの想おもいを、すべて受け止めたい。

「ティアレシア様のように強くはなれなくても……私にも、誰かを救える力があるのだと、信じたかった……っ！」

　エリメラの声も、身体も、震えていた。泣いている。

　自分が何をしてしまったのか、きっと今エリメラは理解している。

　後こう悔かいが彼女の胸に大きく広がっているのだろう。

「それはまだ、今からでも間に合うと私は思うわ」

　優しく、ティアレシアはエリメラを抱きしめた。

「私は、ティアレシア様に危害を加えようとしました。預言者様に命じられるままに、ここに誘ゆう導どうしました……それなのに、どうして」

「あなたは、私をここから逃がそうとしてくれたでしょう？　預言者ではなく私の言葉が、少しでもあなたに届いたのだと思って、嬉しかったわ」

　ティアレシアの言葉を聞いて、エリメラはびくりと身体を震わせた。

　そして。

「……本当に、申し訳ございませんでした」

　エリメラは、冷たい床に額を打ち付けるようにして頭を下げた。

　赤茶色の髪がふわりと広がる。バイロンの色だ。

「頭を上げて。謝罪はいらないわ。それよりも、ここから出るためにも二人で協力しない？」

　預言者にバイロンのことでそそのかされたにしろ、エリメラの内にティアレシアを許せないという気持ちはあっただろう。

　それを責めることはティアレシアにはできない。

　ただ、エリメラに何の力もないなんて諦あきらめてほしくはないし、現状を打破するためには協力が必要だ。

「……あなたを騙だまして、殺そうとした私を、信用できるのですか？」

「えぇ、私はエリメラを信じるわ」

　転生して、信じることに臆おく病びようになっていた。

　しかし、裏切られたと思っていたクリスティアンの仲間たちが味方でいてくれたことを知った。

　信じたかった仲間を信じられなかったことの方が辛つらかったことに気づいた。

　本当はずっと、人を信じていたかった。

　クリスティアンのように無条件に信じることはもうできない。

　だからこそ、信じたい人は自分で選ぶ。もう二度と後悔はしないように。

　バイロンの娘だから、というだけでなく、ティアレシアはエリメラの優しさを知っている。

　偽いつわりの優しさで、子どもたちにあんなに慕したわれたりしないだろう。

　それに、エリメラがティアレシアの首を絞めたのは、きっと預言者に操あやつられたせいだ。

　エリメラの意志ではない。

　そう確信を持てるぐらいには、エリメラのことを知ったつもりだ。

「ティアレシア様は甘あますぎます」

　厳しい表情で、エリメラは言った。

　その物言いに、素はこちらなのだろうとティアレシアは思う。

　バイロンも相手の警戒心を解くために柔やわらかな雰囲気を纏まとっていたが、意外と言うことは厳しかった。

　クリスティアンの教育係でもあったから尚なお更さらその印象が強いのかもしれないが。

「友達には、甘くなってしまうものでしょう？」

　ティアレシアが笑いかけると、エリメラは目を丸くして口をぽかんと開けていた。

　まだ友達だと思っているのか。裏切られたのに。そんな感情が駄だ々だ洩もれだった。

「さて。時間が惜おしいわ。エリメラが知っていることを教えてくれる？」

　気持ちを切り替えるためにぽんと手を打ち、ティアレシアは問う。

　教えてくれないかもしれないと思ったが、エリメラは頷いてくれた。

「……ウェイル伯爵は護衛を金で雇やとっています。ここを見張っているのも雇われた男でしょう。彼らが話しているのを、ついさっき聞いてしまったのです。ウェイル伯爵たちは内乱を起こし、自らが治めてみせることで、ジェームス陛下の退位を迫るつもりだと……」

　最初から、シュリーロッドの処刑が目的ではなく、内乱を起こすための引き金でしかなかった。

　国民たちが抱くシュリーロッドへのぶつけようのない感情は、預言者やウェイル伯爵に利用されたのだ。

「ウェイル伯爵がお父様を恐おそれず開き直っていたのは、退位を迫ることを考えていたからなのね。でも、いくら自分たちが起こす内乱だからといって、そう簡単に治められるとは思えない……」

　他にも何か隠されているのではないか。

　そう考えた時、エリメラのオニキスが目に入った。

「ねぇ、エリメラ。あなたはずっとこのオニキスを身に着けていたけれど、何か変わったことはなかった？」

「そうですね。これを着けていると、自分がやるべきことが分かったというか……預言者の声がずっと頭の中に響いて、怒りや憎しみを忘れてはいけないんだと……今思えば、オニキスをもらった時から、自分の内に秘めていた感情が引き出されたような気がします」

「暴徒の様子がおかしかったのも、きっとこのオニキスのせいね……もし、このオニキスを使って人を操あやつることができるのだとすれば、預言者の力で内乱を治めることも不可能ではない……？」

　しかし、計画を知ることができても、閉じ込められているティアレシアはここから動けない。

　オニキスへの対処法も分からないままだ。

　完全に後手に回ってしまっている。

　早く預言者たちに追いついて、内乱を止めなければ。

「とにかく、まずはここから出ないことには何もできないわね」

　ティアレシアは改めて自分の状態を確認する。

　あちこちに痣あざができているだろうが、動けないほどではない。

　ルディが受けた傷に比べれば、大したことはない。

　そう思うと血にぬれたルディの姿が脳裏に浮かび、不安で胸が締しめ付けられた。

（でも、今ルディを呼ぶことはできないわ）

　契けい約やく者しやであるティアレシアが名を呼べば、ルディを召しよう喚かんできる。

　ルディの無事を確認したいが、無事だったとしても怪我を負ったルディにまた無茶をさせてしまうだろう。

　だから、ここはエリメラと二人でなんとかするのだ。

「ねぇエリメラ。ちょっといいかしら？」

　ここから脱だつ出しゆつするための、たった一度限りの提案をティアレシアは口にした。




「きゃあああああぁ……っ！」

「誰か、誰か外にいませんか!?」

　ドンドンと扉を叩く。

　見張りの男が扉の覗き穴を開けた。

「何を騒さわいでいる！　うるさいぞ」

「助けてください！　急にエリメラが苦しみだして……！」

　ティアレシアは必死で訴え、背後で悲痛な叫びをあげながら床に倒れるエリメラを指す。

「な、何があった？」

「あの、オニキスのイヤリングが突然光り出して……！」

　その言葉を聞いて、男たちの顔色が変わる。

　オニキスの装飾品は男たちも身に着けているのだ。

「なんだと？　くそ、ここからじゃ中の様子が見えない……」

「本当にオニキスが原因なら、俺らもまずいんじゃないか？」

「だが、これも仕事だぞ……」

　こそこそと扉の外で何やら言い争っている。

「早く助けて！　こんな状態のエリメラを置いて逃げたりしないから！」

　ダメ押しになったこの一言で、男たちは扉を開く。

　その瞬間、ティアレシアとエリメラは男たちの顔にローブをかけ、視界を覆う。

「っなにを！」

　ローブを取ろうとしている間に部屋の外へ出て、急いで扉を閉める。

「……なんとか、脱出成功ね」

　ティアレシアはほっと息を吐く。

　見張りが二人だけでよかった。

　もし三人以上いたら、きっと騙せたとしても逃げ出せなかっただろう。

「ティアレシア様の作戦のおかげです」

「エリメラの演技力にも助けられたわ」

「……お役に立ててよかったです」

「早く、王都へ行きましょう」

「はい！　こちらです」

　何度かこの屋や敷しきに来たことがあるエリメラが、出口へと案内してくれる。

　しかし、順調に進めたのは地下から一階へと上がるまでだった。

「あれあれ？　なんで地下に閉じ込めているはずの銀色の髪のお嬢じようちゃんがここにいるんだ？」

　目の前には、武器を持った男たち。

　ウェイル伯爵が金で雇っているという護衛だろう。

「そこをどきなさい！　あなたたちに構っている暇はないわ」

　ティアレシアはひるまずに男たちを睨みつけた。

「ははっ、面白い。俺たちを前にして怖がらないのか」

「頭かしら、可愛がってやりましょうよ」

「あぁ。そうだな」

　男たちは武器を構えてにじり寄ってくる。にやにやと口元に笑みを浮かべて。

　素す手での女二人など、何の抵てい抗こうもできないと思われているのだ。

　ティアレシアはエリメラを庇うように前に出た。

（武器がないなら作ればいい）

　ティアレシアは靴くつを脱ぬいで、手に持った。

「ふはは、そんなもので何をするつもりだ？」

　馬ば鹿かにするような笑い声が聞こえて、目前に振り上げられた剣けんが迫る。

　ティアレシアは横に飛びのき、男の顔にヒールを投げつけた。

　一いつ瞬しゆんの隙すきは作れた。

　ぐっと距離を詰め、男の腰こしに下げていたもうひとつの剣を奪った。

　ティアレシアの細ほそ腕うででは重く、両手でしっかりと摑む。

「私の邪魔をしないでっ！」

　武器を奪われたことで、男たちの余裕の笑みが変わる。

　剣の扱あつかいには慣れていない。

　それでも、クリスティアンだった時に、ブラットリーが騎士団の稽けい古こをつけているのを見てきた。

　──自分より体格が大きく、力も強い相手とやり合うには工く夫ふうが必要だ。

　どれだけ通用するのかは分からない。それでも、あがけるだけあがく。

（相手の力を利用して、素す早ばやく懐ふところに潜もぐり込み、急所を狙ねらうっ！）

　男が剣を大きく振りかぶった隙をついて、ティアレシアは鳩みぞ尾おちに剣の柄つかを押し込んだ。

「かはっ」

　男が腹部を抑えて倒れ込む。

「きゃあ！」

　背後から、エリメラの悲鳴が聞こえる。

　エリメラが男に手首を摑まれ、拘こう束そくされていた。たしか「頭」と呼ばれていた男だ。

「エリメラ！」

　ティアレシアはエリメラを助けようと男に剣を振りかぶる。攻こう撃げきを受け、エリメラの拘束が緩んだ時、ティアレシアは勢いよく男に体当たりする。

「ティアレシア様！」

　しかし、体格のいい男がティアレシアの体重に耐たえられないはずもなく、あっさり剣を奪われてしまった。

「高貴なご令れい嬢じようだろうに、随ずい分ぶんとおてんばなんだな」

　無骨な手に顎あごを摑まれ、顔を覗き込まれた。

「大人しくしてれば、ちゃあんと可愛がってやったのに」

　直後、ティアレシアの身体は組くみ敷しかれていた。

　暴れたところで、ティアレシアを押さえ付ける男の身体はびくともしない。

（……嫌だ、こんな奴に）

　好きでもない男に身体を触れられることが不快だ。

　いやらしく触れる手が気持ち悪くて、拒絶の涙が頰を伝う。

　ティアレシアが身体に触れることを許せるのは、ルディだけだ。

　それは、ずっと契約している悪魔だからだと思っていた。

　しかし、それは違うのだと心の奥おく底そこから叫ぶ声がする。

　彼に触れられるのが嫌ではないのも。

　彼からのキスに胸が熱くなるのも。

　彼の言葉に力をもらうのも。

　この胸に抱く想いは、本物だ。

　たとえ、彼から与あたえられる優しい言葉や態度がすべて偽りであったとしても。

（私は、ルディのことが好きなのに……っ！）

　気づかないふりをしていた。気づきたくなかった。

　気づいたら、自分が傷つくだけだと知っていたから。

　自分の〝心〟を守っていたのは、ただ臆病だっただけだ。

　心を通わせて、また裏切られたら。受け入れてもらえなかったら。

　契約の縛りがもし、なくなったら。

　ルディは同じようにティアレシアを求めてくれるだろうか。

　だから、ルディの言葉を信じるのが怖くて、逃げていた。

　それでも隠しきれないほどに、ティアレシアの胸の内でそれは育っていた。

　姿を見れば、声を聞けば、触れられれば、どうしようもなく心が動いた。

　優しい気き遣づかいや強ごう引いんな態度、意地悪な笑みさえも。

　──そのすべてが愛おしい、と。

　たとえ受け入れられなくても、裏切られても、この想いが消えることはない。

　そのことに、危機的状況の中で気づいてしまった。

　ルディ以外の男に身体を暴かれるなど許せない。

　今すぐルディに会いたい。顔を見て安心したい。

　そのためには、こんな男を前に諦めている場合ではない。

「私に触れていいのは、ルディだけよっ！」

　身体は押さえ付けられていても、頭は動かせる。

　ティアレシアが男に頭ず突つきを喰くらわせようとした、その時。

「いい加減俺のお嬢様から離れろ、クソが」

　ずっと聴ききたかった声が聞こえたかと思うと、ティアレシアに覆いかぶさっていた男は視界から消えた。

「遅おそくなって悪かった」

　さらさらの黒くろ髪かみから、心配そうな漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが覗く。

　全身黒に身を包んだ、ティアレシアの大切な従者がそこにいた。

「ルディっ！」

　ティアレシアはルディの無事を確かめるように、その逞たくましい身体に抱きついた。

　しかし、すぐにルディにがっと肩を摑まれる。

「ちょっと待て。お前、傷だらけじゃないか」

　ルディはティアレシアの怪け我がの具合を確かめ、顔をしかめた。

「無茶しすぎだ」

　ティアレシアの身体には、軽い擦すり傷きずや打だ撲ぼくがあちこちにできていた。

　暴徒たちを止めようとして身体を張った時にできた傷だろう。

　ドレスも破れたり、汚よごれたりしていてボロボロだ。

　しかし、ルディが受けた傷の方がよほどひどかったはずだ。

「私は大丈夫よ。あなたこそ、身体は大丈夫なの？」

「あぁ、この通り」

　そう言って、ルディはちらりと視線を後ろに向けた。

　そこには、先ほどまで武器を持って行く手を阻んでいた男たちが全員意識を失って倒れていた。

　エリメラも無事だ。ティアレシアはほっと息をつく。

「ティアレシアのおかげだな。何度も、情熱的なキスをくれただろう？」

　ルディが耳元で囁ささやき、面白がるようにふっと笑う。

「あ、あれは状況が状況で……」

「それでも、お前に触れていい男は俺だけなんだよな？」

　真っ赤になった頰をルディの手に優しく包み込まれて、顔を覗き込まれる。

　必死だったとはいえ、今思い返すととてつもなく恥はずかしいことを叫んでしまった。

　好きだと自覚した直後に助けに来てくれるなんて、反則ではないだろうか。

　ルディの美しい顔が目前に迫り、ティアレシアの鼓こ動どうはますます速くなった。

「……い、今はそれどころじゃないわ！」

　状況を思い出し、ティアレシアはルディの身体を押しのける。

　危ない。ルディの雰囲気に流されるところだった。

「王都へ向かうわ。ルディ、あなたの力を貸して」

　立ち上がり、ティアレシアはルディに手を差し出す。

「喜んで」

　そう言って、ルディはティアレシアの手の甲こうに口づけを落とした。

　ルディが側にいてくれるだけで、背筋がしゃんと伸のびる。力が湧わいてくる。

「私にも、協力させてもらえませんか……っ！」

　覚悟を決めた表情で、エリメラが頭を下げた。

「ティアレシア様に、私はひどいことをしました。それなのに、ティアレシア様は、私のことも守ろうとしてくれた。ティアレシア様だって怖かったはずなのに……私も、もう遅いかもしれないけど、ティアレシア様の力になりたい……っ！　もう、自分には何の力もないと諦めたくないんです」

　ティアレシアは恐る恐るエリメラに近づき、震える声で問う。

「私を、信じてくれるの？」

　エリメラがバイロンの娘だと思い出した時、憎まれても仕方ないと思った。

　ティアレシアが自らの復讐の道を選んだように、エリメラにはエリメラの復讐の道がある。

　それを止める権利も、口を挟はさむ権利もティアレシアにはない。

　しかし、預言者に、バイロンを利用して騙されているのは見過ごせなかった。

　友達になりたい。信じてほしい。そんなのは、ティアレシアの身勝手な願いだ。

　それなのに今、エリメラの緑の双眸は真っ直ぐにティアレシアに向けられている。

「はい、信じます。私を信じて、守ってくれたティアレシア様を」

　エリメラの言葉に、涙が出そうだった。

　バイロンがここにいたら何と言うだろうか。

　王家を支える誇りを持って、時に厳しく、誠実にクリスティアンに向き合ってくれた人。

「……信じてくれて、ありがとう。きっと、お父様はエリメラを誇りに思っているわ」

　バイロンなら、心配しながらも娘の選せん択たくを応おう援えんするだろう。

　ティアレシアは涙をこらえて、にっこりと微笑んだ。

「絶対に、内乱を止めるわよ」

　さあ、反はん撃げきを開始しよう。







[image: ]




「シュリーロッドを処しよ刑けいしろっ！」

　王城へ近づくにつれ、王都の人々も加わり、暴徒の数はどんどん増えていった。

　心の奥おくにしまい込こまれていた怒いかりや憎にくしみが、今は全面に引き出されている。

　優やさしく穏おだやかだった人も、暴力を嫌きらっていた人も、人が変わったかのように武器を手に憎ぞう悪おを燃やす。

「武器を捨てろ！」

　王城へと続く道は、近この衛え騎き士し団だんによって封ふう鎖さされている。しかし、武器を持つ大勢の暴徒を相手に、石や木の板を使って作ったバリケードを破られるのは時間の問題だ。

　国王より手を出すなと厳命を受けている騎士たちは防戦に徹するしかなく、絶対にここで食い止めなければならなかった。

「上を見よ。神は我々を見守ってくれている！　もっと怒りをぶつけろ！　憎しみを燃やせ！　さすれば、神はさらなる愛をくださるだろう！」

　空には、赤々と燃える太陽。

　どこからか聞こえてくる声が暴徒たちを活発化させる。

　雄おたけびとともに振り上げられた武器がバリケードを破は壊かいしていく。

　防具を構えた騎士と、殺気だった暴徒の距きよ離りが近づいた。

　雪崩なだれのように押おし寄よせる人々に、騎士たちは思わず剣けんを抜ぬいた。

　訓練された騎士と一いつ般ぱん市民ではレベルが違ちがう。

　騎士は己おのれの振ふるう剣の重みを知っていた。

　だからこそ、攻こう撃げきはできない。防戦一方でどれだけ耐たえられるか。

　しかし、この先へ通す訳にはいかない。

　ジェームス・バートロムは、ブロッキア王国に絶対に必要な国王なのだから。




　暴徒がバリケードを破った頃ころ。

　ティアレシアもまた、王城前の大通りにたどり着いていた。

　訳あって、エリメラとは別行動だ。

（騎士の守りが崩くずれるのも時間の問題だわ。その前に、片をつけなければ）

　オニキスによって正気を失っている暴徒たちを相手に、騎士たちがどれだけもつか。

　元げん凶きようである預言者とウェイル伯はく爵しやくを止めなければ、彼かれらを救うことはできない。

「一体、どこに隠かくれているの……？」

　ルディがウェイル伯爵に金で雇やとわれていた男たちから聞き出した情報によると、預言者は人々の心を操あやつり、ウェイル伯爵が暴動を治めたようにみせかけるためにどこかに身を隠しているという。

　預言者とウェイル伯爵の隠れ場所については、屋や敷しきに残る男たちには知らされていなかった。

　そこでティアレシアは考える。

　暴徒たちの様子が見えて、ウェイル伯爵に合図を出せる場所はどこか。

　ここは、王城へとつながる、唯ゆい一いつの太い道だ。

　国王によるパレードや王城に出仕する貴族の馬車が行き来したりする道のため、道みち幅はばは広く、石いし畳だたみで整備されている。

　この大通りに沿って、教会や広場、図書館や劇場などの公共施し設せつがある。

「この王都を見み渡わたせる場所は……」

　目線を上にあげて、真っ先に目に入ったのはレミーア教会の鐘しよう楼ろうだった。

　この王都で最も高い建造物は、鐘楼がある尖せん塔とうしかない。

　預言者はよく教会付近で人々に声をかけていたようだった。

　間ま違ちがいない。預言者はきっと、王都が見渡せるあの場所にいる。




　つい先日も、子どもたちと遊んだ教会に、こんな緊きん張ちよう感かんをもって足を踏ふみ入れることになるとは思わなかった。

（よかった、誰だれもいない）

　人ひと払ばらいがされているのか、礼拝堂内には誰もいなかった。

　礼拝堂を抜けて、真まっ直すぐに鐘楼がある尖塔を目指す。

　レミーア教会の尖塔に足を踏み入れると、オニキスを身に着けた屈くつ強きような男たちが立ちはだかった。

「当たりのようだな」

　ルディがにやりと笑う。

「えぇ。この先に預言者がいるのは間違いなさそうね」

「ここは俺おれに任せて、先に行け」

「でも……」

　ルディの額には汗あせが浮うかんでいる。やはりまだ本調子ではないのだ。

　しかし、ティアレシアがいたところで戦力にはなれないし、預言者を止めることが最優先だ。ここで足止めをされている場合ではない。

「俺を誰だと思っている？　これぐらい、すぐに片づけてやるさ」

「ありがとう。でも、無理はしないで」

　ティアレシアは、ルディを信じて先へと進む。

　階段を駆かけ上がり、鐘楼がある最上階を目指す。

「……預言者セーレっ！」

　白いローブに身を包んだ、金の装そう飾しよくの黒仮面。

　その手には、黒く怪しいオーラを放つ、オニキスの杖つえ。

「まさか、ここまで来るなんて……迎むかえに行く手間が省けました。ふふふ、あなたは止める気で来たのだろうが、もう遅おそい。騎士は剣を抜いた！　内乱の始まりだ。私はきっとあの方に褒ほめていただける！」

　預言者は振り返り、両手を上げて笑い始めた。

（……あの方？　そういえば、私を捕とらえた時にも言っていたわね）

　預言者が仕えているのは、ウェイル伯爵ではないのか。

　気にかかったが、王都の喧けん騒そうが激しくなったのを肌はだで感じた。

　剣げきの音が響ひびいている。

　──早く、止めなければ。

　ティアレシアは預言者へと距離を詰つめようと足を踏み出した。

「あなたにも、素す敵てきな光景を見せてあげましょう」

　預言者がそう言って杖を振るう。

　赤黒い光が見えた直後、ティアレシアの目の前には真っ赤な血の海が広がった。

　そこには、エレデルト、バイロン、クリスティアンが傷だらけの姿で浮かんでいる。

　恨うらみがましい目で、ティアレシアを見つめて。

『どうして、シュリーロッドを殺さない？』

『何もかも、あなたのせいだ』

『殺された恨みを忘れたの？』

　頭の中に声が響く。

（いや、いや……どうして……）

　足がすくむ。呼吸が乱れる。心臓が震ふるえた。

　憎い、憎い、憎い……──。

　やめて。目を閉じても、逃のがれられない。エレデルトの死。赤い光景。バイロンの首。最さい期ごの瞬しゆん間かん見えた、弧こを描えがく赤い唇くちびる。奥おく底そこに閉じ込めていた怒り、憎しみ、哀かなしみが心を支配しようとする。

『あなたを産まなければよかったわ』

　ティアレシアを産んだせいで死んだ母──ベルローゼが、血の海から浮かび上がる。

　クリスティアンとして何度か言葉を交かわしたことがある、美しい人。

（……忘れていて、ごめんなさい。そして、ありがとう）

　もうすぐ子どもが産まれるのだと嬉うれしそうに話していた。

　──この子は、私たちの希望なのよ。

　その言葉に、深い愛情を感じた。涙なみだが頰ほおを伝う。

「私の愛した人たちが、こんなことを言うはずがないでしょう！」

　ティアレシアは血の海にひるまず足を動かし、前へと進む。

　エレデルトの横を通り、バイロンの首も過ぎた。

　クリスティアンの碧あお色いろの瞳ひとみと目が合う。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと、今度こそ守ってみせるから」

　ティアレシアは、クリスティアンを安心させるように微笑ほほえんだ。

　すると、血の海に浮かんでいた人々も、真っ赤な視界も、ティアレシアの心を追い詰めていたものすべてが消え去った。

　預言者が見せる幻げん覚かくに打ち勝ったのだ。

「な、何な故ぜ、憎しみに我を忘れない!?　何故、笑っているのだ！」

　初めて預言者が動どう揺ようを見せた。

「シュリーロッドの治世で傷ついた人々の心を利用するようなあなたには、絶対に分からないわ！」

　隙すきができた預言者に向かって、ティアレシアは体当たりを喰くらわせる。

「ぐはっ」

　護衛の男たちや暴徒たちとは違う、貧ひん相そうな身体からだだった。

　だからこそ、ティアレシア一人でも杖を奪うばうことができた。

　よっぽどあの幻覚に自信があったのだろう。

「このオニキスに見せられた幻覚のせいで……乗のり越こえようとしていた痛みを、憎しみを、怒りを、もう一度味わわされたのね……」

　苦しかっただろう。辛つらかっただろう。

　ティアレシアは利用された彼らの憤いきどおりを込めて、杖を振り上げ、地面に叩たたきつけた。

「そんな、壊こわれない……っ！」

　杖の持ち手部分からオニキスの石は外れたが、何度地面に打ち付けても肝かん心じんの石には傷ひとつつかない。

「馬ば鹿かな小こ娘むすめだ！　あの方からいただいた石が簡単に壊れるはずないだろう！」

「さっきから、あの方あの方って……誰のことを言っているのよ」

「お前も知っているはずだ！」

　ティアレシアも知る、怪あやしい魔ま力りよくを帯びた石を持っていそうな人物。

　思い当たるのは一人だけだが、それはあり得ない。

（そんな訳ない。だって、彼は私が封ふう印いんしているはず……）

　ルディ以外の、もう一人の悪あく魔まの存在がティアレシアの脳のう裏りに浮かんだ。

「シュリーロッドを処刑しろっ！」

　下から叫さけび声ごえが聞こえた。

　預言者が言う「あの方」については、捕らえた後で問い詰めればいい。

（今は、オニキスを破壊することだけを考えましょう）

　人々の心を預言者の支配から解放しなければ、暴動は止められない。

「それを壊される訳にはいかないっ！」

　預言者がティアレシアに向かってとびかかってくる。

　しかしそれは未然に防がれた。

「俺のお嬢じよう様さまに汚きたない手で触ふれるな」

　ルディは預言者の顔面に思い切り蹴けりを入れた。その衝しよう撃げきで、預言者の仮面が割れ、素す顔がおが明らかになった。

　灰色の長ちよう髪はつがフードからこぼれ落ち、鳶とび色いろの瞳は怯おびえている。しわが多く、覇は気きのないその顔はかなり老ふけて見えた。

　ルディが止めてくれている間にオニキスを破壊しようと、ティアレシアは何度も何度もオニキスを地面に叩きつける。

　早く壊さなければ、民たみが傷つき、取り返しのつかないことになってしまう。

　手が擦すり剝むけ、血が出ても、ティアレシアはやめない。

「やめろ。そんな物理的な攻撃ではこの石は壊せない」

　ティアレシアの傷だらけの手を握にぎり、ルディが止めた。

「ルディ……どうすれば……これを壊せるの？」

　弱気になって顔を上げると、優しく見つめる黒の双そう眸ぼうがあった。

「ティアレシア。お前は俺と違って、美しい魂たましいを持っている。どうやってこいつの幻覚を打ち破った？　俺にもあいつにもできないことが、お前にはできるはずだ」

「ルディにもできないことが、私に？」

「あぁ。俺のお嬢様に、できないことはないだろう？」

　従者にここまで言われて、諦あきらめる主あるじなんていないだろう。

　ティアレシアの胸は熱くなり、背筋が伸のびた。

（そうよ……人々の怒りや憎しみを増長させていたこの石を、憤りに任せて壊そうとしたところで意味がないのだわ）

　ティアレシアはオニキスの石を優しく両手で包み込む。

　オニキスは、本来であれば悪い感情に打ち勝つための力をくれる魔ま除よけの石だ。

　それなのに、何らかの力によって逆の効果を発揮させられている。

（あなたの役割を思い出して。みんなの心を傷つけたい訳ではないでしょう？　あなたは、みんなを守るための石だもの。どうか、みんなの心を守って）

　いまだ黒く妖あやしく光る石に、ティアレシアは心から優しく語りかける。

　みんなを守りたい。ただそれだけを石に伝えるために。

　ピキ……と石にヒビが入った。

「そんな馬鹿な……っ！」

　預言者の絶望の声が響いた時には、オニキスの石はティアレシアの手の中で真っ二つに割れていた。

　もうそこには、人々を支配するだけの力は残っていない。

　これで、預言者による支配は解かれたはずだ。

「ルディ、この鐘かねを鳴らせるかしら？」

　ティアレシアが笑えみを浮かべて問うと、ルディもまた笑え顔がおで頷うなずいた。




　リンゴーン──と鐘楼の音が王都に響く。

　突とつ然ぜん鳴ったその鐘の音に、剣を打ち合っていた暴徒と騎士は動きを止めた。

「皆みなの者！　このような争いが起きたのはすべて、ジェームス陛下に国を治める力がなかったからです。私が王なら、このようなことはさせません」

　優ゆう雅がに馬に乗って暴徒たちの間を通り抜け、人々の中心に進み出たのは、ウェイル伯爵だ。その顔には、勝者の笑みが浮かんでいる。

「ジェームス陛下ではなく、この私アンディック・ウェイルが、この国を平和に導きます！　神も、それを望んでいるのです」

「……それは、本当かしら？」

　うっとりと酔よいしれたウェイル伯爵の演説に、凜りんとした美しい声が割り込んだ。

　漆しつ黒こくの従者を従えて、銀色の髪かみの娘むすめが歩み寄る。

　暴徒たちが自然と道をあけてしまうほどには、皆が彼かの女じよのことを知っていた。

　直後、ウェイル伯爵の顔から笑みが消える。

「な、何故、君がここにいる!?　……そ、そいつは」

「えぇ、あなたが頼たよりにしていた預言者よ。といっても、神の声など聞こえない、ただの詐さ欺ぎ師しですけれど」

　ティアレシアが冷れい笑しようを浮かべると、ルディが預言者を地面に転がした。

　仮面も杖も、なんの威い厳げんもないただの無力な男が呻うめいている。

　それだけで、きっとウェイル伯爵は理解したはずだ。

　預言者による人々の洗脳はすでに意味をなさないのだと。

「この暴動は、ここにいる預言者セーレとウェイル伯爵によって仕組まれたものです。皆のシュリーロッドを許せない気持ちは分かります。でも、こんなことをしても誰も救われない。武器を捨ててください」

　ティアレシアはまだ手に武器を握る暴徒たちに、訴うつたえる。

「君、馬鹿を言わないでくれるかな？　〈悪魔の女王〉は死ぬべき人間だ。皆もそう思うから、ここに集まっているんだろう？」

「あなたがそれを言うの？　シュリーロッドの治世では、随ずい分ぶんと好き放題やっていたくせに。暴動を起こしている間に不正の証しよう拠こを消し、証人となるシュリーロッドが死ねば、誰もあなたの罪を暴けなくなるものね。預言者の力を使えば、自分が王になる道もあるのだと、夢を見てしまったのかしら？」

「……君が何を言っているのか、理解に苦しむよ。私はただ、この国のためを思っているだけなのに」

　胸を押さえて、ウェイル伯爵は大おお袈げ裟さに悲しんでみせる。

「そこにいるウェイル伯爵は！　自領で採れた鉱石の採さい掘くつ量が減少していると虚きよ偽ぎの報告をし、密輸組織と手を組んで横領した宝石を高値で売り付けていました。これがその証拠ですっ！」

　赤茶色の髪をなびかせて、エリメラが息を切らして現れた。

　その手には、数冊の帳ちよう簿ぼが握られていた。

（エリメラ、無事に見つけて来てくれたのね……！）

〈オニキス愛好会〉の屋敷を出る際、エリメラにはウェイル伯爵の不正の証拠を見つけてきてほしいと頼たのんでいた。

　騎士が調べて何も証拠を摑つかめなかったのは、おそらく調べた場所がウェイル伯爵邸だったからだ。暴動の対応により、彼が所有しているすべての別宅にまで手が回らなかったのだろう。

　だからこそ、証拠はあの屋敷にあるとティアレシアは考えた。

〈オニキス愛好会〉の一員として預言者の協力者となっていたエリメラならば、その不正の証拠を見つけられるだろうと託たくしていたのだ。

　エリメラの後ろには、フランツたち近衛騎士団の面々。

　証拠は間違いなく、ジェームスのもとへ届くだろう。

「くそっ、全部、お前のせいだ！」

　ウェイル伯爵は馬から下りて、預言者の胸むなぐらを摑んだ。

「何を言う！　私の誘さそいに簡単に乗るほど追い詰められていたのは貴様だろう！」

「どれだけ私がお前に金を与あたえたと思っている!?」

「サロンでぼろ儲もうけさせてやっただろう！」

　二人は、互たがいに責め立てる。

　見苦しいそのやり取りに終しゆう止し符ふを打ったのは、王の一声だった。

「その二人を捕ほ縛ばくせよ」

　ジェームス自らが、暴徒が集まるこの場所へ足を運んだ。

　威厳のあるその声に、ただ茫ぼう然ぜんと見ているだけだった騎士たちが動き出す。

　そして、抵てい抗こうも虚むなしく、ウェイル伯爵と預言者は捕縛される。

「ティアレシア・バートロム！　お前さえ、お前さえ大人しくしていれば……っ！　内乱が起きて多くの血が流れ、お前の命をもってあの方は完全なる復活を遂とげるはずだった！」

　騎士に連れられながら、恨みがましく預言者がティアレシアを睨にらんだ。

　預言者の言う「あの方」はきっと、封印された悪魔で間違いないのだろう。

　預言者がティアレシアにこだわっていた理由も、悪魔の封印者だからだったのだ。

（まだ、チャドは諦めていないの？）

　もう会うことはないだろうと思っていた彼の姿がよぎり、ティアレシアは唇をかみしめた。

「……俺らは、一体何のために、ここにいるんだ？」

「おれたちを苦しめた、〈悪魔の女王〉を殺すためだ」

　暴徒の一人が、ぽつりとこぼした呟つぶやきに、誰かが答えた。

　この暴動を画策していた主謀者二人は連行された。

　オニキスが壊れ正気は取り戻したものの、ひとたび暴徒となった国民たちの心境は複雑だろう。

　虐しいたげられた、奪われた、報むくわれない、許せない……彼らの心の声が聞こえてくるようだ。

　皆が再び武器を握る手に力を込める。

「もうやめましょう。こんなことをしてもあなたたちが傷つくだけよ。シュリーロッドを殺すことで、暴動を起こすことで、本当に平和が訪おとずれるとでも？」

　王家を相手取って戦ったところで、彼らが求めるものは手に入らない。

「……平和な王国のために、散々俺たちから何もかも奪った〈悪魔の女王〉への怒りも憎しみも忘れろっていうのか！　そんなのは、お前たち王族のきれいごとだろう！」

「そうだそうだ！」

　誰かの言葉に、皆が賛同を始めた。

　奪われたものも、失われたものも、すべてが戻もどってくる訳ではない。

　それでも、どうしたって忘れられない心の傷が誰の中にもある。

　暴れ出すその感情を、どうすればいいというのだ。

　ティアレシアは大きく息を吐はき、暴徒たちに向き合う。

　その答えを、自分の内で探さぐりながら。

「……ねぇ、あなたたちはそれだけの怒りや憎しみを抱かかえていながら、ただシュリーロッドを殺すだけで満足なの？」

　ティアレシアは、ゾッとするほど冷れい酷こくな笑みを浮かべて問う。

「私は、絶対に殺してなんかやらない。自分の罪を理解していないなら、ちゃんと分からせなければ。そして、生きたまま地じ獄ごくを味わわせるの。だって、そうすればちゃんと苦しんでいることが分かるでしょう？　殺した後の魂が地獄に行くかなんて分からないもの。楽にするだけかもしれないでしょう？」

　胸の内に抑おさえ込んでいたものが、少しずつこぼれだす。

　悪魔をも惹ひきつけたティアレシアの憎悪に、暴徒たちは言葉を失う。

「私たちはこれからも心に傷を抱えたまま生きていかなければならないというのに、その元凶をあっさり処刑してしまおうなんて、みんな優しいのね。私は許せないわ。だって、奪われたものはもう二度と戻ってこないもの」

　冷たい微び笑しようをたたえたまま、ティアレシアは話す。

　クリスティアンとしての人生はもう戻らない。

　ティアレシアとして恵めぐまれていたとしても、前世の未練や後こう悔かいが消える訳ではない。

　失ったものを思わない日はない。辛く、残ざん酷こくだったあの日を忘れることはできない。

「それでも、あなたたちはシュリーロッドの処刑を望むの？」

　しんと静まり返ったその場で、ティアレシアの問いはよく響いた。

　暴徒たちは皆、苦く渋じゆうの表情を浮かべ、その心は揺ゆれていた。

「何のために〈悪魔の女王〉の圧政を耐え抜いてきたの？　せっかく守ってきたものすべてをここで失いたいの？」

　十六年間、必死で生き抜いてきた。圧政に耐えてきた。

　いつか、現状が変わることを信じて。

　いつか、苦しみから解放されると信じて。

「あなたたちには、誰よりも幸せになる権利があるはずだわ！　それをまた、シュリーロッドのせいで失うなんて馬鹿げてる！　シュリーロッドに贖しよく罪ざいと地獄の人生を歩ませるのは、私たち王族の責務よ。あなたたちには、平和な王国で、ただ幸せでいてほしいの。私のように、憎悪を糧かてに生きてほしくないのよ！」

　ティアレシアの頰に涙が伝う。

　クリスティアンは、民の幸せを願っていた。皆が笑って暮らせる、平和な王国を。

　その想おもいは、転生しても変わらない。

「だから、お願いです。武器を下ろしてください」

　今度こそ、皆に届くと信じて、ティアレシアは頭を下げる。

「どうか、私のことを信じてほしい」

　ジェームスも頭を下げた。国王であるジェームスが、暴徒へ。

「シュリーロッドの治世のことで、王族への不信感が拭ぬぐえないのは分かる。だが、王国を立て直すためには、皆の力が必要だ。平和な王国を創るために、力を貸してくれないか」

　王が、民衆に──それも暴徒に向かって、頭を下げた。

　かしゃん。がちゃり。あちこちで武器が地面に落ちる音がした。

　もう誰からも、王家への敵意は消えていた。

　そうして、預言者とウェイル伯爵、密輸組織の者たちは捕らえられ、暴動は収束した。
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「みんなが無事で本当によかったわ」

　ティアレシアは、レミーア教会の礼拝堂でほっと息を吐く。

　ルディの他には誰もいない場所で、ようやく張りつめていた気が緩ゆるむ。

　暴動参加者と騎士の中に軽傷を負った者はいるようだが、死者は出ていない。

　王都へ大きな被ひ害がいも出なかった。

「エリメラにも、お礼を言わなければね」

　ウェイル伯爵の不正の証拠を手に、勇気を出して行動を起こしてくれた。

　もうエリメラは無力ではない。

「だが、一番頑がん張ばったのはティアレシアだ。こんな傷だらけになって」

　ティアレシアの腕うでに包帯を巻きながら、ルディが悔くやしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「悪かった。お前が傷ついたのは俺のせいだ」

「ルディのせいじゃないわ。それに、あなたも満身創そう痍いじゃないの。本当に、身体は大丈夫なの？」

　無理をしているのではないか。

　ルディは弱みを見せようとしないから心配だった。

「大丈夫じゃないって言ったら、またこの間みたいに心配してくれるのか？」

　面おも白しろがるような笑みに、ティアレシアはすっと冷めた眼まな差ざしを送る。

「私は本気で心配しているのよ」

「俺は、お前の魂を奪う悪魔だ。どうして心配なんてできるんだ？」

　ティアレシアを見つめるその眼差しに、どきりとした。

　自覚したこの想いに気づかれてしまったのではないか、と。

「……ルディにはいつも支えられているもの。心配することに、相手が悪魔であることは関係ないわ。それに、あなたは私の大切な従者だから」

　そうか、とルディは優しく微笑んだ。

　いつものからかうようなものでも、意地悪な笑みでもない。

「なぁ、お前の〝心〟に触れさせてくれないか？」

　優しくティアレシアの銀の髪を手ですくい、口づけを落とす。

　まるで髪に神経が通っているかのように、それだけで全身が熱くなる。

　このまま〝心〟まで、ルディの口づけが届いてしまいそうだ。

「どうして、私の〝心〟が欲ほしいの……？」

　きっとそれは、悪魔としての所有欲とか、独どく占せん欲よくとか、それだけのものだろう。

　それでも、好きな人に求められる理由が知りたかった。




「どうやら俺は、お前を愛してしまったらしい」




　突然告げられた言葉に、ティアレシアは耳を疑った。

「……悪魔であるあなたの愛なんて、信じられないわ」

　本当は嬉しかった。たとえ偽いつわりでも、愛してくれるのなら。

　それでも、いつも意地を張ってしまうティアレシアの口は勝手に可愛かわいげのない言葉を紡つむいでしまう。

　ティアレシアは、その熱い眼差しから逃にげるように目を逸そらした。

　しかし、ルディはそれを許さない。

「お前の銀の髪も、強い意志を宿す紺こん碧ぺきの瞳も、憎悪を燃やしながらも美しく輝かがやく魂も、人を愛する心も……俺は、お前のすべてに惹かれている」
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　耳に心ここ地ちよい、低い声。甘あまく響く、悪魔の言葉。

　ルディは銀の髪に触れ、頰をそっと包み込み、その漆黒の瞳にティアレシアを映す。

「もしかして……ようやく、私の魂を奪う気になったの？」

　今回の騒そう動どうが落ち着けば、魂を捧ささげようと覚かく悟ごを決めていた。

（それならそうと、言ってくれればいいじゃない……）

　期待をしてしまう。勘かん違ちがいしてしまう。

　本当に愛されているのではないか──と。

　状じよう況きようを考えれば分かることだったのに。

　ルディは今、全身にひどい怪け我がを負っている。

　魔力を失ったルディが本調子ではないのはティアレシアのせいだ。

　本来であればもっと早くに、シュリーロッドを幽ゆう閉へいした時に、魂を捧げるはずだった。

「今までありがとう」

　だから、ティアレシアは目を閉じた。すべてをルディに委ねるために。

　しかし。

「ティアレシア。俺にはもう、お前の魂は奪えない」

　ルディは何を言っているのだろう。

　ティアレシアは言葉の真意を確かめようと目を開いた。

「俺は悪魔だが、お前を愛するこの気持ちは本物だ」

　分からせてやる。そう言って、ルディはティアレシアを優しく抱だきしめた。

　そして、近づくその美しい顔に惑まどわされたように、ティアレシアは再び瞼まぶたを閉じていた。

　ルディの唇が優しく触れて、身体中が甘く痺しびれる。

　唇から漏もれる吐と息いきが熱い。

　それ以上に、胸が熱くなる。どくどくと心臓が喜びに躍おどっている。

　そして、その度に胸むな元もとのモリオンがかすかに揺れる。

「愛している」

　キスの合間に告げられる愛の言葉に、幸せが心に広がった。

　本当に愛されているのだ。

　甘く優しいキスが、ティアレシアの頑かたくなだった心をほぐしていく。

　そして、心から愛したいと思った。

「ルディ……私も、あなたを愛しているわ」

　いつまでも意地を張って、素す直なおになれなかった。

　それでもキスの熱に誘われるように、心の声が漏れ出ていた。

「……うっ、俺のお嬢様が可愛すぎる。それは反則だろ」

　ルディが自分の胸を押さえてぼそりと呟いた。

　しかし、よく聞き取れない。

「え？　何……？」

「お前をこうしてずっと抱きしめていたいと思っただけだ」

「……んっ!?」

　とろけてしまいそうな甘さを含ふくむ、少し強ごう引いんなキス。

　悪魔の愛なんて信じられないと思っていたけれど、こんなにも愛されている。

　愛する人に愛されるというのは、なんと幸せなことなのだろう。

　何度も、何度も、気持ちを伝えるように唇を重ね合う。

　しかし、ふいに唇が離はなれた時、ティアレシアは気づく。

　ルディの呼吸が荒あれていることに。

「ルディ……？」

　ルディが苦く悶もんの表情を浮かべ、胸を押さえていた。

「ティアレシア、もう一度言ってくれ。俺を、愛している、と……」

　ルディの身体が透すけて見える。何が起きているのか。

　目の前の光景に混乱するティアレシアに、ルディは何かを悟さとったような表情で願う。

「愛してるわ！　ルディを、愛しているの……ねぇ、身体が……どうして身体が消えているの？」

「……ティアレシア、泣くなよ。笑って、くれ」

　ティアレシアを受け止めていた広い胸が、抱きしめていた腕が、優しい笑みを浮かべる美しい顔が、少しずつ見えなくなっていく。

　──ティアレシア、俺を忘れて幸せになれ。

　そんな言葉が、耳元をかすめた。

「嫌いやよ。私の〝心〟もすべてあなたに捧げるから、どこにも行かないで……っ！」

　消えないで、とすがった手はその温ぬくもりに触れることなく、ついにルディの姿は消えてしまった。

「ルディ！　ルディっ！　私はここにいるわ！」

　何度も名前を呼んだ。召しよう喚かんにどうか応じてくれ、と。

　しかし、その後フランツがティアレシアを迎えに来てくれるまで、ルディが姿を現すことはなかった。




　王城へ行くまでの間、フランツにルディを見なかったかと尋たずねたが、その名を初めて聞いたかのような反応が返ってきた。

　ティアレシアの胸に不安が広がる。

「お父様！　ルディの姿がどこにも見当たらないの……っ！」

　暴動の事後処理に追われているジェームスが、ティアレシアの声に振り返る。

「ルディ？　一体それは誰のことだい？　暴動に巻き込まれていた知り合いか？」

「え……？　お父様、ルディは私の従者よ。分からないの？」

「そんな従者はいないだろう。お前が身の回りのことは自分でしたいと言うから、侍じ女じよも従じゆう僕ぼくもつけていなかったじゃないか。だが、そろそろ侍女をつける必要が……、ティアレシア？」

　ジェームスの返答に嫌な予感がして、ティアレシアは父の言葉を最後まで聞かずに急いで王都のバートロム公こう爵しやく家けの屋敷に戻った。

「ティアお嬢様、ご無事で本当によかったですわ！」

　涙ながらに迎えてくれたキャシーに、ティアレシアは震える声で尋ねた。

「ねぇ、キャシー。あなたは私の従者を知っているわよね？」

「ティアお嬢様？　いきなりどうしたのですか。お嬢様には従者なんていませんでしょう？　それとも、ジェームス様が新しく雇う方がいらっしゃるのですか？」

「そん、な……みんな、ルディのことを忘れているの……？」

　目の前からルディの姿が消えただけではない。

　皆の記き憶おくから、ルディの存在自体が消えている。

　ティアレシアはぎゅっと、胸元に揺れるモリオンのネックレスを握りしめた。

（どうして……？　ルディはたしかにここに、私の従者として存在したのに……）

　ルディに与えられていたはずの部屋には、何もなかった。

　ただ、床ゆかには一輪の薔ば薇らが枯かれ落ちていた。

　ティアレシアが看病の時に持ってきたものだ。

　すべてを消せるはずがない。

「そうだ、ルディがいつも書いていた報告書なら……」

　ティアレシアは足早に書しよ斎さいへと向かう。

　最近までジェームスが使用していた書斎には、ルディが作成した領地に関する報告書も保管されているはずだ。

　棚たなに並べられた、黒い革かわ表びよう紙しの報告書をティアレシアは手に取り、ページをめくる。

『×月●日──お嬢様の瞳によく似た、ブルートパーズのネックレスを購こう入にゆう。柔やわらかな印象を与えるそのネックレスは、お嬢様にも気に入ってもらえたようだ。社交界デビューを控ひかえ、ドレスや装飾品を購入する機会が増えたが、お嬢様は何でも似合ってしまうので困りものである。しかし、どれだけ最高級の装飾品を用いたところで、お嬢様の美しさに敵かなうものはない──』

　そこに書かれていたのは領地のことでもなんでもない、ティアレシアに関する事こと柄がらばかりが並べられていた。

「私のことばかりじゃない……もう、ちゃんと領地の報告もしなさいよ」

　ティアレシアの鼻の奥がつんとする。目め頭がしらが熱い。

　ルディの字だ。ちゃんと証拠がここにある。

　それが嬉しくて、ティアレシアは報告書をぎゅっと胸に抱きしめた。

　しかし、しばらくすると抱えた報告書が震え始め、ティアレシアの手をすり抜けた。

　ページがパラパラと勝手に開き、その度にルディの文字がすぅっと消えていく。

「いや！　やめて。消えないで！」

　ティアレシアの叫びは虚しく、すべてのページは白紙に戻った。

「そん、な……」

　必死で立っていた足は、膝ひざから崩れ落ちた。

　ほとんど眠ねむらずに、気を張っていたティアレシアの身体はもう限界だった。

「ティアお嬢様！」

　倒たおれる寸前、キャシーの悲鳴が遠くに聞こえた。




　身体を清められ、清潔な衣服に着き替がえさせられ、ティアレシアは寝しん台だいに横たわっていた。

（そういえば、私の身体を見ても、キャシーは何も聞かなかった……）

　ティアレシアの右みぎ肩かたには、悪魔との契けい約やくの証あかしが刻まれているはずなのに。

「……まさか」

　慌あわてて起き上がり、ティアレシアは全身鏡の前で自身の右肩を確かく認にんする。

「どう、して……」

　消えていた。黒い花のような、悪魔の所有印が。

「魂を捧げて、消えるのは私だったはずでしょう……？」

　ぐっと右肩を摑み、ティアレシアは涙を流す。

　ティアレシアの魂を奪うはずの悪魔がどうしていなくなったのか。

　どうして皆がルディを忘れる中、ティアレシアだけがルディを憶おぼえているのか。

　悪魔の契約者だった証さえ、消えているのに。

　そして、ルディはすべての痕こん跡せきを消して、一体どこへ行ってしまったのだろう。

　考えれば考えるほどに、嫌な想像ばかりが膨ふくらんでいく。

　部屋にノックの音が響く。

　かすかな声で返事をすると、キャシーが心配そうな眼差しで入ってきた。

「ティアレシア様、大丈夫ですか？」

「ごめんなさい……今は一人にしてほしいの」

「でしたら、これだけ置いていきますね。お嬢様のドレスに入っていたものです」

　キャシーが持っていたのは、半分に割れたオニキスだった。

　預言者が人々の心を操るために使っていたもので、ティアレシアが壊した。

　後で調べようと、ドレスの内ポケットに入れていたのだ。すっかり忘れていた。

「……キャシー、前言撤てつ回かいするわ。今すぐ王城に出かけたいから、支し度たくを手伝って頂ちよう戴だい」

　キャシーはティアレシアの頼みに驚おどろきながらも、すぐに手配してくれた。

　そうして、ティアレシアは王城のある場所へと向かう。

　王城グリンベル内にある、聖レミーア大聖堂の地下。王族のための祈いのりの間。

　封印した悪魔に、ティアレシアは会いに来た。

「このオニキスに込められた魔力があなたのものなら、少しぐらい私の話に付き合いなさい」

　封印を解く訳にはいかない。

　だから、封印陣じんにオニキスを通して接せつ触しよくを図はかり、話ができないか、とティアレシアは考えた。

　ティアレシアはオニキスを握りしめ、封印陣に触れた。

　このオニキスには、破壊しようとした時にティアレシアの血がしみ込んでいる。

　封印者の血と、オニキスに残留していた魔力に反応し、封印の魔ま法ほう陣じんが淡あわく光る。

　直後、ティアレシアの意識は失われ、真っ白い空間へと引き込まれていった。




「おや、わざわざ私に会いに来てくれるとは嬉しいですねぇ」

「チャド、久しぶりね」

　宰さい相しようであった時と変わらない人間の姿で、チャドは優雅に椅い子すに座すわって紅茶を飲んでいた。

　色素の薄うすい茶色の髪をひとつに結び、感情の読めない笑みを浮かべ、赤あか紫むらさきの瞳でティアレシアを見つめる。

　封印されているとは思えないぐらい、くつろいだ姿にティアレシアは内心驚いた。

「ティアレシア様も一杯いかがです？」

「結構よ。そんな暇ひまはないわ。そんなことより、あなたには聞きたいことがあるの」

「あぁ、もしかして預言者セーレのことですか？」

「やっぱり、知っているのね。あなたの差し金？」

「えぇ。少し昔のことですが、魔力の種を与えた男ですよ。でも、力を与えてあげていたのに、せっかくの機会を無む駄だにしてしまったようですね。馬鹿な男です」

「……あなたは、この世界をまだ滅ほろぼしたいと思っているの？」

「ふふ、まぁそんなところです。この世界を支配できれば、私が面めん倒どうな人間に煩わずらわされることもないでしょうからね」

　チャドが肩をすくめ、わざとらしい溜ため息いきをつく。

　その時、この空間が歪ゆがみ始めた。

「あぁ、もうあまり時間がないようですね。あなたはそれを聞くためだけに私に会いに？」

　預言者やチャドのことを聞くためではない。

　それももちろん重要ではあったが、ティアレシアが今知りたいことは。

「ルディが、消えたの……みんなルディのことを忘れてしまったけれど、チャドなら何か知っているのでしょう？」

　心臓がどくどくと脈打つ。

　知りたいけれど、答えを聞くのが怖こわかった。

「ふ、ふはは……っ！　傑けつ作さくだ！　だから忠告してあげたのに！」

　突然、チャドは腹を抱えて笑い始めた。

「あの男はね、ふっ……悪魔でありながら、あなたを愛してしまったのですよ」

「そ、それの何がおかしいの……？」

「あぁ。あなたは知らないのですね。悪魔は本来であれば愛など知らず、人間の魂を契約で縛しばり、奪う存在。神の怒りに触れた罪人でもある。それでも必要悪として、我々の存在は生かされ、人間とは違い死ぬことはない。そんな悪魔が、知るはずのない愛情なんてものを持つと、どうなると思います？」

　チャドの言葉ひとつひとつに、ティアレシアの心は冷たくなっていく。

「……分から、ない、わ」

　目の前で消えたルディを思い出し、嫌な想像しかできなくて、声がかすれる。




「悪魔はね、愛を知ると死ぬんです」




　チャドの嬉き々きとした声に、心臓が止まるかと思った。

「それが、神々による我々への赦ゆるしなのですよ」

　ティアレシアには、理解できない。

「あぁ可哀相かわいそうに。本気で愛していたんですね、あなたも。そうでなければあの男が死ぬことはなかった……」

「私が、愛したから……ルディは死んだの？」

「えぇ、そうですよ。互いに愛し合わなければ、あの男が死ぬことはなかったでしょうね。でもよかったじゃないですか、魂を捧げなくてすんで。あぁでも、〝心〟は奪われてしまったようですね……」

　チャドのこの言葉を耳に残し、ティアレシアの意識は無理やり現実へと引き戻された。

　時間切れだった。




　ティアレシアが消えた場所を見つめ、チャドは嘆たん息そくする。

「ローデントの血は健在ですね……本当に、厄やつ介かいな人間たちだ。悪魔に愛を教えてしまうなんて……」

　その昔、神の力を借りてチャドを封印したのは、清らかで美しい魂を持つ聖女だった。

　聖女の名は、ローデント。

　ブロッキア王国初代国王は聖女を妻に迎え、その後、聖女の血を引く子たちが悪魔の封印を担になうようになった。それは時代の流れとともに国王となる者だけに受うけ継つがれるようになり、それとともに『ローデント』の名が引き継がれていく。直系の王族のみに継けい承しよう権が与えられ、別の姓せいを名乗っていたとしても、即そく位いと同時にローデントの姓を継ぐことになる。それは形式的なものであれ、悪魔を封印した聖女の血筋であるという使命と誇ほこりを忘れないためだった。

「本人に自覚がないのが一番恐おそろしいですがねぇ」

　悪魔に関する歴史をクリスティアンに伝える前に、エレデルトは死んだ。

　何も教えられていなかったにもかかわらず、古代文字を読み取り、ティアレシアはチャドの封印者となった。

　それはきっと、彼女の魂が特別だったから、封印の魔法陣が反応してしまったのだろう。

　クリスティアンの魂も、聖女によく似た純じゆん粋すいで美しい魂だった。

　その魂は憎悪を燃やし、さらに深い愛情を求めていた。

　しかし悪魔を連れている彼女を見て、嫌でも蘇よみがえる記憶がチャドにはあった。

『こんなところでずっと一人なんて、きっと寂さびしかっただろう。そうだ、完全に封印を解くことはできないが、ここから出してあげよう。そして、私と友人になってくれ』

　封印継承の儀ぎを終え、封印されているチャドにそう言って話しかけたのは、エレデルトだった。

　悪魔を友人に、などとふざけたことを言う人間がいるものだ。そう一いつ蹴しゆうしていたが、エレデルトは本当にチャドを封印陣の外に出してしまった。魔力の解放はまったくできないが、人間と同じように生活することはできる。

『人間には醜みにくい部分もあるかもしれないが、とても優しくてあたたかい存在なんだよ。きっと、チャドも人を好きになれる。そうしたら、封印を解いて私たちと共存することを神もお許しになるよ』

　宰相としてエレデルトの側で仕えるようになって、様々な人間を知った。誰に対しても誠実で優しいジェームス、チャドにも気さくに話しかけてくるブラットリー、愛あい嬌きようたっぷりに慕したってくるクリスティアン。

　その中でもエレデルトが一番厄介だった。本当の友人のようにチャドに悩なやみを打ち明けたり、チャドの心配をしたり、酒をともに飲み交わしたこともある。

　人間の世界に馴な染じみたくないのに馴染んでいった。

　エレデルトが言うように、人間を好ましく思い始めている自分がいた。

　あの時は危あやうかった。悪魔としての自分の存在意義を見失いそうで。

　だから、元凶であるエレデルトを殺すことを決めた。

　チャドは封印の制約により、人間を害することができない。そこで思いついたのが、嫉しつ妬と心しんと劣れつ等とう感かんで心に闇やみを抱えたシュリーロッドを利用することだった。

　シュリーロッドは黒くろ魔ま術じゆつや呪のろいなどに興味を持ち、王都で誰にも相手にされていなかった預言者セーレという人間を王城に呼びつけていた。チャドは預言者を語る男に近づき、シュリーロッドに悪魔の存在を匂におわせることで、地下神しん殿でんの封印陣へと導いた。

　シュリーロッドの陰いん謀ぼうに少しばかり手を貸してやることで、チャドに愛を教えようとしていたエレデルトも、聖女に似た魂を持つクリスティアンも死んだ。チャドと預言者のつながりに気づいたバイロンも一いつ緒しよに。

　これでシュリーロッドをうまく誘ゆう導どうして封印を解いてもらえばいい。

　悪魔としてのチャドの存在は守られた。そのはずだった。

　しかし、魔力が戻っても、封印される以前のように楽しめるものもなく、何もかもがつまらなく、空くう虚きよだった。

　エレデルトと共にいた日々は、それなりに楽しめていたのに。

　そして十六年という月日はあっという間に流れ、久々に面白いものを見つけた。

　まさかあのクリスティアンが悪魔と契約していたとは思わなかった。それも、かなり高位の魔力を持つ悪魔と。

　さらに、その悪魔はティアレシアに対して愛情を持ち始めていたのだから、チャドとしてはこんなにも興味をそそられるものはない。

　二人の関係性を楽しみたいと思っていたが、チャドは再びこうして封印されてしまった。

「しかし、あの男は私とは違って、愛を選んだのですね」

　悪魔としての自分を守るために契約者を殺すのではなく、悪魔であることすらも捨てて愛する。

　かつてエレデルトの側で感じていた親愛を思い出す度たび、チャドの心臓には針で突つき刺さされるような痛みが走る。

　きっと、愛することを決めたなら、それ以上の痛みと苦しみがルディを襲おそっていたはずだ。

　それでも、ティアレシアを愛した。

　チャドは少しだけ憧しよう憬けいの気持ちを抱いたが、気づかないふりをしてこの無の空間で長い眠りにつくことにした。
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　しんと静まり返る地下の祈りの場で、ティアレシアは声にならない叫びをあげる。

　ルディは死んだのだ。

　ティアレシアを愛したせいで。ティアレシアが愛したせいで。

　気づかなければよかった。愛する人を殺す感情ならば。

　こんなにも胸が苦しく、心が張はり裂さけそうな痛みを伴ともなう愛なんて。

「どうして……どうして私なんかを愛したの？　どうして、自分が死ぬと分かっていて愛してるなんて言ったのよ……」

　どんな想いで、ルディはティアレシアに愛を伝えたのだろう。

　ティアレシアと心が通えば、愛し合えば、死ぬと知っていて。

　真っ直ぐに、魂だけではなく〝心〟が欲しいのだと求められた。

　あの時から、ルディはティアレシアにいつも以上に甘くなっていた気がする。

　ルディが魂を奪わなかったのも、本調子ではなかったのも、偽りなどではない本物の愛があったから。

　ルディは、命がけでティアレシアを愛してくれていた。

　その想いに、ティアレシアはどれだけのものを返せただろうか。

　彼の本気を疑って、拒きよ絶ぜつして、信じることができなかった。

　まだ、気持ちを伝えきれていないのに。

「神様、私は愛されてはいけない人間なのですか？　……たしかに、今の私は悪魔と契約した罪深い人間かもしれません。でも、彼を心から愛しているのです」

　ここは、王族のための祈りの場だ。

　クリスティアンの時も父エレデルトとともに祈りを捧げていた。

　それはとても神聖で、心が洗われるひと時だった。

　しかし、今のティアレシアは穏やかな気持ちで神へ祈りを届ける気にはとてもなれない。

「愛する者と心を通わせた時にその人を失うなんて、残酷なことをなさるのですね」

　前世の恋こいは、裏切りと偏へん愛あいによって失われた。

　今世の恋は、心から愛したことによって失われた。

「私も、消してくれればよかったのに……」

　ティアレシアは前世の記憶を消すこともできず、愛したルディのことも忘れられず、ただ一人残酷な記憶と心の傷を抱えて生きていかなければならない。

「これが……悪魔と契約し、復ふく讐しゆうを魂に刻んだことへの代だい償しようなのですね」

　この痛みが。この苦しみが。この絶望が。

　ティアレシアの胸を締しめ付けるものすべてが。

　──復讐の代償。

　十六年前、クリスティアンは復讐の憎悪に燃えて、悪魔と魂の契約を交わした。

　自分はどうなってもいい、そう覚悟を決めて。

　たしかにあの時の自分は、何もかも捨てて復讐だけを誓ちかっていた。

　契約した悪魔に恋をするなど、愛してしまうなどとは思っていなかった。

『愛している』

　まだ耳には、ルディの声が残っている。

　いつも励はげまされていた。支えられていた。前を向く力をくれた。

「ルディが愛してくれた私は、きっとこんな風に泣いたりしないわね……」

　涙は止まらない。ルディを思う度に痛みは増していく。

　それでも、立ち止まってはいられない。

　ティアレシアは、ルディに生かされたのだ。

　どれだけ辛くても、生きていかなければならない。

　愛する人に、誇れる自分であるように。
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　王城のとある部屋で、捕ほ縛ばくしたウェイル伯はく爵しやくの尋じん問もんが行われていた。

「私はシュリーロッド前女王に命じられて、密輸組織と手を組まされていただけですし、預言者に利用されていただけですから。暴徒たちも変な暗示をかけられていたんでしょう？　私も被ひ害がい者しやですよ。何にも記き憶おくにないんですから」

「だったらどうして、今も密輸組織とつながりがあるんだ」

「脅おどされていたんですよ。この関係を世間にバラす、と。それもこれも全部シュリーロッド前女王が私に無理やりそんなつながりを持たせるから。何ひとつ、自分から望んで手にしたものではありません。調べてもらえれば分かりますよ。横領した宝石も、儲もうけた金も、シュリーロッド前女王陛下にほとんど献けん上じようしていたのですから」

　彼かれは開き直って、すべてシュリーロッドのせいにしようとしていた。

「……それは、そのようだな」

　ぺらりと書類を見て、尋問している騎き士しが言う。

「本当は私だって犯罪に手を染めるなんてことはしたくなかったんです。由ゆい緒しよある我わがウェイル伯爵家の汚お点てんだ。でも、領民への圧力や領地を奪うばわれるかもしれないと思えば、民たみを守るためには仕方のないことだったんです」

　すらすらと口から出てくるウェイル伯爵の言葉は、真実と噓うそが巧たくみに織り交ぜられている。

（あれだけの人の前で醜しゆう態たいをさらしておきながら、よくもこうも口が回るものね）

　ティアレシアは、その様子を隣となりの隠かくし部べ屋やから覗のぞいていた。

　そして、ティアレシアと同じように尋問の様子を見ているのは、元げん凶きようのシュリーロッドだ。

　幽ゆう閉へい塔とうから、ティアレシアが無理やりここまで連れて来た。

　自身の愚おろかさを自覚させるために。

　蜜みつ色いろの髪かみは艶つやを失い、身体からだはかなりやつれている。

　声が出ないとの報告通り、ティアレシアを前にして驚おどろいたような顔はしていたが何も言葉を発さなかった。

「ウェイル伯爵の言っていることは本当なのかしら？　あなたがすべてウェイル伯爵に命じてやらせていたの？　密輸組織とのつながりなんて、王族であるあなたがどうやって探してきたの？」

　ティアレシアは冷たい声でシュリーロッドに問う。

　ぎこちなくも、シュリーロッドは首を横に振ふった。

　知らなかった。それだけでは済まされないこともある。

「あなたが何も見ようとしなかったから、知ろうとしなかったから、こうして誰だれかにいいように利用されるのよ。犯罪に手を染めていた貴族は、ウェイル伯爵の他にもいるわ。みんなあなたの命令で、脅されて仕方なく、と言っているそうよ。さすがは〈悪あく魔まの女王〉、あらゆる犯罪の裏ルートに精通しているのね」

　シュリーロッドはティアレシアの言葉が聞こえているのかいないのか、虚うつろな表情をしていた。

「あなたの処しよ刑けいを求めて、暴動まで起きたのよ。幽閉塔にまで国民たちの怒いかりは聞こえていたでしょう？　あなたは女王という立場で、自分のことではなく、第一に国民のことを考えなければならなかった。本当に、国王として民に愛されたいと思うのならば……」

　そこで初めて、シュリーロッドに変化が起きた。

　藍あい色いろの瞳ひとみから、透とう明めいな雫しずくが流れた。涙なみだだ。さらに、呼吸のかすかな音がする。

「……あ、ぃ……っして……た、の」

　喉のどに傷がついているシュリーロッドが、痛みに顔をしかめながらも声を発した。

　ティアレシアは、シュリーロッドの口の動きを読み取る。

　シュリーロッドも王国を愛していた。滅め茶ちや苦く茶ちやにするつもりはなかったのだ、と。

　自分の治世が平和だという国民の声を信じたかった。

　そう言って、嗚お咽えつ交じりに涙を流す。

　貴族たちにすべて任せて、国王は好きなことをすればいいのだとシュリーロッドは腹心のエイザック侯こう爵しやくより言い聞かせられていた。

　そこに何の疑問も持たず、負の感情を悪魔に支配され、少しずつシュリーロッドは歪ゆがんでいった。

　無意識でも、そう仕向けられたのだとしても、シュリーロッドの意志がしっかりとあったのなら、エレデルトやクリスティアンの言葉を聞き入れたなら、きっと結末は変わっていた。

「……ごめ、なさ……い……」

「こんなところで謝あやまっても、誰にもあなたの声は届かないわ。何をすべきか、分かっているでしょう？」

　ティアレシアの言葉に、シュリーロッドはしっかりと頷うなずいた。

　その蒼あお色いろの瞳には、意志が宿っていた。

　そうしてその後、シュリーロッドはウェイル伯爵をはじめとする不正疑ぎ惑わくのあった貴族たちの裁判で自身の罪を認め、彼らが隠していた不正や犯罪についても証言した。

　それにより、不正や犯罪の他、領地で民を苦しめていた貴族たちが洗い出された。

　暴動の際、捕縛された預言者は、本名ヒルレイ・マーゼットといい、かつてレミーア教会で不正を働いて落ちぶれた司教だという。催さい眠みん術じゆつもオニキスの力とともに失われ、大人しく牢ろう獄ごくに入っている。
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　新時代を揺ゆるがす暴動から、五年の月日が経たった。

　不正貴族の処罰も終わり、ジェームスの指揮のもと新体制で国政は進められている。

　国民からのジェームスへの信しん頼らいは厚くなり、王国内は新しい時代へ踏み出していた。

　しかし、ティアレシアの心は重く、いまだに痛みを訴うつたえてくる。

　どうしてルディがいないのか、と。

「ティアレシア様、顔色が優すぐれないようですが、大だい丈じよう夫ぶですか」

　心配そうに声をかけてきたのは、エリメラだ。

　彼かの女じよは今、ティアレシアの侍じ女じよとして側にいる。

　あの騒そう動どうの後、エリメラは騎士団に身み柄がらを拘こう束そくされていたが、ティアレシアが迎むかえに行ったのだ。エリメラの情報提供のおかげで不正貴族には処しよ罰ばつが下ったことを証明し、〈オニキス愛好会〉にティアレシアを引き渡したことは不問にしてもらった。

　そうして解放されたものの、エリメラ自身には罪の意識があった。

　贖しよく罪ざいと恩返しをしたい、と言うエリメラに、ティアレシアは侍女の話を持ちかけたのだ。

「これから夜会だと思うと、少し気分が落ち込んでしまって」

　今夜は、王城で宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう会かいが行われる。

　それも、ティアレシアに求きゆう婚こんしたい貴公子たちが大勢いる夜会だ。

　溜ため息いきもつきたくなる。

「そうですね。ティアレシア様への婚こん約やくの申し込みは後を絶ちませんから……」

　エリメラもどこか遠くを見るような目で苦く笑しようを漏もらす。

　ティアレシアは二は十た歳ちになった。社交界では完全な行き遅おくれだ。

　そのため、連日バートロム公こう爵しやく家けにはティアレシアへの婚約の申し込みや夜会の招待状が届く。

　この五年間、どれだけ素す敵てきで、優やさしい人に出会っても、ティアレシアの心が動くことはなかった。

（私の〝心〟は、ルディに捧ささげたのだもの）

　たとえ、その相手がもう目の前に現れることはなくても。

　──ティアレシア、俺おれを忘れて幸せになれ。

　消える前にルディが残した言葉。

　いくら愛する人の願いでも、それだけは絶対にできない。

　これから先ルディのことを忘れることはないし、命を懸かけて愛してくれたその想おもいに、ティアレシアは自分の一生を懸けて返していこうと思っている。

「たしか、今夜の夜会には、ヴェールド男だん爵しやくが以前話していた方も来るそうですよ。もしかすると、ティアレシア様とお話も合うかもしれませんわ」

「ヴェールド男爵が後見になりたいと思うぐらいだもの。きっと、優ゆう秀しゆうな人なのでしょうね」

　ヴェールド男爵はそろそろ隠いん居きよ生活をしたいと考えているのだが息子のブラットリーは騎士団を辞める気がないため、後継ぎを探していた。数年前から気にかけている青年がいるという話は聞いている。

　ティアレシアの淡たん々たんとした答えに、エリメラは少し肩かたを落とす。

「……私は、ティアレシア様が恋こいをしていた姿を知っている気がするのに、そのお相手がどんな方だったのかどうしても思い出せないのです。侍女としても、友人としてもお支えしたいと思っているのに、ティアレシア様の寂さびしさを埋うめることができないことが情けないです……」

　ティアレシアはにっこりと笑えみを作って、心の痛みを隠す。

「そんなこと言わないで。私、エリメラには本当に感謝しているのよ。それに、エリメラこそ、フランツとは順調なの？」

「はい。とても幸せですわ」

　ティアレシアの問いに、頰ほおをピンク色に染めてエリメラは頷いた。

　暴動の一件でエリメラはフランツに色々と助けられたらしく、少しずつ距きよ離りを縮めて昨年めでたく結けつ婚こんした。

　フランツならばバイロンのことも知っているし、何より誠実で優しいことを知っているから、安心してエリメラを任せられる。

「あなたが幸せなら、私も嬉うれしいわ」

　これは本心だ。エリメラには幸せでいてほしい。ティアレシアは微笑ほほえむ。

　エリメラはまだ何か言いたげな表情をしていたが、結局それ以上は踏ふみ込んでこなかった。

「さぁ、行きましょうか」

　ティアレシアの胸むな元もとには、いつもモリオンのネックレスが輝かがやいている。

　優しく包み込んでくれるようなその漆しつ黒こくは、ルディの色だ。

　王都の商業街であの日、ルディと仕立てたドレスや装そう飾しよく品ひんは、後日すべて届けられた。

　色とりどりのドレスや装飾品を見て、ティアレシアはひとり泣なき崩くずれた。

　しかし、消えなかったルディとの思い出の証あかしでもある。

「……ティアレシア様の心を癒いやしてくれる方が、今夜こそいらっしゃるといいのですが」

　背後でぽつりとこぼしたエリメラの言葉に、ティアレシアは苦笑を漏らした。

　誰も、ティアレシアの涙の理由が分からない。

　誰も、ティアレシアが心を捧げた人を知らない。




　王城グリンベルの〈翡翠輝石ジエダイトの宮〉。

　国王であるジェームス主しゆ催さいの夜会とあって、大広間には大勢の人々が集まっていた。

　ブロッキア王国の未来のため、新しく爵しやく位いを賜たまわった者や功労者たちを招き、王おう侯こう貴族たちとの交流の場を設けたのだ。

　そう、この夜会の目的はティアレシアと個人的な関係を持つことではないのだが。

「ティアレシア様、本日も大変お美しいですね」

「あなたの輝く銀色の髪を間近に見られて僕ぼくは幸せ者です」

「どうか一曲、踊おどっていただけませんか」

　ティアレシアが席を立った途と端たんに、貴公子たちが群がってくる。

　以前はティアレシアのことを遠目にしか見ていなかった者たちが。

「道をあけていただけますか。ティアレシア様は少しお疲つかれなのです」

　エリメラが庇かばうように前へ進み出る。

「お疲れでしたら、あちらの休きゆう憩けい室しつで一いつ緒しよに休みましょう」

「いや、私と！」

「僕と！」

　それでも食い下がる男たちに、ティアレシアは冷ややかな眼まな差ざしを向けた。

「そこを通していただけるかしら？」

　ティアレシアが本気で怒おこっているとようやく理解してくれたのか、彼らはぎこちなくも道をあけてくれた。

「エリメラ、さっきはありがとう」

「いえ、結局ティアレシア様を煩わずらわせてしまいましたわ。今、飲み物を持ってきますね」

　人気のないバルコニーに出て、ティアレシアは夜風に当たる。

　少し、気分がよくなった。

　シャンデリアの明るい照明、大広間に鳴なり響ひびく音楽、人々の熱気に酔よってしまったのだ。

　月明かりが、銀の髪を優しく照らす。

「ルディ、私はここにいるわ……」

　だからどうか、迎えに来て。ルディに会いたい。

　あの日から毎日、ティアレシアはルディの名を呼ぶ。

　もしかしたら、死んだなんて悪い冗じよう談だんで、目の前に現れてくれるのではないか。

　悪い夢ではないか、と。

　現実だと思い知る度たびに、彼を返してほしい、と恨うらみがましい祈いのりを神にぶつけ続けた。

　ティアレシアは切なさを押おし込めるように、モリオンのネックレスをきゅっと握にぎった。

　その時、背後からエリメラではない足音がした。

　また誰かが自分に近づこうとしているのだろうか。

　うんざりして、ティアレシアは振り返らずに拒きよ絶ぜつの言葉を吐く。

「ごめんなさい。少し一人にして頂ちよう戴だい」

「あぁ、それは失礼いたしました」

　男があっさりと引いたことよりもティアレシアを驚かせたのは、その声がずっと聴ききたいと願っていた愛いとしい人のものに似ていたからだ。

「待って！」

　ティアレシアは振り返り、その姿を確かく認にんする。

　艶あでやかな漆黒の髪。深い闇やみを思わせる黒曜石のような瞳。均整のとれた体に、すらりと長い脚あし。

　淡あわく柔やわらかな月明かりに照らされた、美しい男性がそこに立っていた。

　これは夢だろうか。

「……ルディ？」

　震ふるえる声で、ティアレシアは問う。

「申し遅れました。私はルイスと申します」

　ルディにそっくりな男は、ルイスと名乗った。

　やはり別人なのか。ルディはもう存在しないのだ。

　ティアレシアの心はずんと重く沈しずむ。

「あなたの美しい銀の髪と、胸に輝くそのモリオンのネックレスを見て確信しました。記憶喪そう失しつである私がずっと夢に見ていたのは、ティアレシア様なのだと」

　そう言って、ルイスはにこりと微笑んだ。

「記憶喪失……？」

「えぇ。私は五年ほど前、記憶を失い自分のことすら分からなかった。しかし、あなたの姿だけはずっと脳のう裏りに焼き付いていた。あなたが国王の娘むすめで、バートロム公爵位を継いだティアレシア様であることを知っても、私はどうしてもあなたに会いたかった。しかし、何者でもなかった私は、あなたに会うのに五年もかかってしまいました」

　その言葉を聞いて、ティアレシアは目を見開く。

　五年前に消えたと思っていたルディが、別人として生きていたなんて。

（そういえば、ヴェールド男爵が紹しよう介かいしたいと言っていた人の名前はたしか、ルイスだったわ……）

　ルイスは、レミーア教会に突然現れ、保護された後は司祭見習いとして、相談に来る人々の力になっていたという。

　的確な助言と何事も完かん璧ぺきにこなすその能力を、ヴェールド男爵が買ったのだ。

　そして、何の後うしろ盾だてもなかったはずの彼が、たった五年で国王主催の夜会に招かれるまでの存在になった。

　失った記憶に唯ゆい一いつ残る面おも影かげ──ティアレシアに会うために。

「私も、あなたのことをずっと待っていたのよ」

　思わず目に涙が浮うかぶ。

「ティアレシア様、どうか本当の私のことを教えてくださいませんか？」

　ルイスが目の前で跪ひざまずき、ティアレシアに乞こう。

「あなたが忘れてしまっても、私の〝心〟を奪ったのはルディよ」

　もう、どこにも行かないで。

　愛している。

　ティアレシアはルディと交かわしたキスを思い出しながら、ゆっくりと唇くちびるを触ふれ合わせた。

（私は、あなたのものでしょう？）

　漆黒の瞳が驚きに揺れた。まさか口づけられるとは思わなかったのだろう。

「んっ……!?」

　しかし、ティアレシアから仕し掛かけたはずのキスは、いつしか彼に主導権を握られていた。

　触れ合う唇に、熱い吐と息いきに、何も考えられなくなる。

　首の後ろを支えられ、深く、深く、求められた。

　息さえまともにできなくなって、ついに苦しくなったティアレシアはぽすぽすと広い彼の胸を叩たたく。

「もう！　いい加減に……」

「つい、嬉うれしくてな」

　顔を真っ赤にしたティアレシアの手を取って、彼がにやりと笑みを浮かべる。

　その笑みは、ティアレシアがよく知るもので。

　漆黒の双そう眸ぼうに真まっ直すぐに射い抜ぬかれる。

「ティアレシア、愛してる」

　痛みと切なさを含ふくむ、告白だった。

　また身体が消えやしないか、と今いま更さらながらにティアレシアは冷や冷やしたが、身体に変化は見られなかった。

「……ルディ、本当に、ルディなのよね？」

「あぁ……これも神の采さい配はいなのか。記憶が、ティアレシアのキスで戻った」

　ありがとう。耳元でかすかに聞こえたその声に、目の奥おくが熱くなった。

「だが、悪魔としての俺はもう死んだ。今の俺は、悪魔の力を持たない、ただの人間だ」

　愛を知った時、悪魔は死ぬ。

　本来であれば、愛とは悪魔が知ることはない感情。

　それを知り得た悪魔は、魔ま力りよくと記憶は剝はく奪だつされるが、人間として愛する人がいる地上に戻ることを許される。

　──神々が悪魔に与あたえる、本当の赦ゆるし。

　ティアレシアの祈りは神々へと届いていた。

　愛する者のために傷つき、ティアレシアとともに国を守ろうとしたルディのことも知っていた。

　皆みなが記憶を失う中、ティアレシアだけはルディのことを覚えていた。

　それは、強力な守護石であるモリオンが、ティアレシアを守ったからである。

　ルディを本気で愛するその心を、モリオンは記憶ごと守ったのだ。

　その愛が本物であるからこそ、忘れることなく、ルディの記憶も戻すことができたのだ。

　しかし、人であるティアレシアには、そんな事情は知る由よしもない。

　ただ目の前にルディがいる。その事実さえ、あればいい。

「記憶を失っていても、私に会いに来てくれてありがとう。私はルディが側にいてくれるだけでいいわ。それに、同じ人間なら、もう愛してもあなたはいなくなったりしないでしょう？」

　ぎゅっと、ティアレシアはルディを抱だきしめる。
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　ルディの温もりに包つつみ込まれて、自然と涙があふれてきた。

「あぁ、もうティアレシアを置いてどこにも消えたりしない」

「絶対よ？」

「この先何があってもティアレシアの側にいると誓ちかう」

　頷いて、ルディはティアレシアの涙を優しく拭ぬぐった。

「だから、俺が迎えに行くまで誰の求婚も受けるなよ。お前は俺のものだ」

　月光が、不敵に笑う美び貌ぼうを照らす。あまりの美しさに目が離はなせない。

（魂たましいを捧げると決めたあの日から、あなた以外のものになる気はないわ）

　ヴェールド男爵の後見を手にしたとしても、国王の娘であるティアレシアと結婚するためには、様々な障しよう壁へきがあるだろう。

　それこそ、駆かけ落おちした方が早い。しかし、ルディは迎えに行くと言ってくれた。

　ティアレシアが大切な人たちと離れなくていいように。

「待っているだけなんて、私はもう嫌いやよ」

　ルディが消えてからの日々は、生きている心ここ地ちがしなかった。

　それに、またルディにばかり無理をさせたくない。

「心配するな。すぐに功績を上げて爵位ぐらい手に入れるさ。だが、多少強ごう引いんにはなるだろうから、その時はティアレシアが助けてくれ」

「えぇ。でも、不正は許さないわよ」

「手厳しいな。だが、その方が燃える」

　ルディがにやりと不敵に笑い、ティアレシアの胸元に輝くモリオンのネックレスに口づけた。

「愛している」

　そして、互たがいに惹ひかれ合うように、優しく触れるだけの口づけを交わした。




　初めてのキスは、苦い復ふく讐しゆうの味がした。

　再会のキスは、甘あまい未来の味がした。





終
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　こんにちは、奏かなで舞まい音ねです。

　ティアレシアとルディの関係が大きく変わる二巻、お楽しみいただけたでしょうか。

　二巻を出すことができたのは、応援してくださった皆様のおかげです。

　一巻で書ききれなかった物語を紡ぐ機会をいただけて、感謝の気持ちでいっぱいです。

　さらに、コミカライズ企画が進行中です！　こちらもどうぞよろしくお願いします。




　ここからはお世話になった方々への謝しや辞じを。

　物語を彩いろどる美び麗れいイラストを描いてくださったぽぽるちゃ先生をはじめ、優しく導みちびいてくださった担当Ｉ様、校正様、本作に携たずさわってくださった方々に厚く御礼申し上げます。




　最後に、ここまで読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。

　またお会いできますように。


奏舞音









電子書籍特典　書き下ろし短編

『悪魔は、お嬢様の奮闘を見守ります』







「お嬢様、これでは売り物になりませんよ」

　ルディは目の前の惨状を見て、苦笑を浮かべながら言った。

「……そ、そうよね」

　いつもは意地を張るティアレシアが素直に認めたのは、自覚していたからだろう。

　ティアレシアとルディが見つめる先には、皺だらけになった包装紙に包まれた小箱がある。

　一週間後にバートロム公爵家の王都別邸で開催されるガーデンパーティーで、招待客に出す紅茶を販売する予定だ。

　販売用の紅茶の準備はすべてルディが行おうと思っていたのだが、自分が言い出したことだからとティアレシアも手伝いに来たのだ。

　しかし、令嬢としての礼儀作法や教養はしっかりと身に着けているお嬢様ではあるが、贈り物の包装などしたことがない。

　そうしてルディがやり方を教えて、ティアレシアが一人で包装したものが、机の上で哀愁を漂わせている。

「ティアお嬢様！　これはこれで味がありますわ！　それに、初めてでここまで出来るなんて素晴らしいです！」

　お嬢様に甘すぎるフォローを入れたのは、メイド頭のキャシーだ。

　その言葉に、少しだけティアレシアにやる気が戻るも、すぐに肩を落とした。

「……いいえ、これでは全然駄目よ。だって、あれとはまったく別物だもの！」

　そう言って、ティアレシアはルディがお手本として包んだ小箱を指さした。

　皺ひとつなく、きれいに包みこまれた小箱は、包装紙の薔薇模様もあいまって華やかで美しい。

「いや、だから別にお嬢様には頼んでな──」

「明日までに、私は完璧な包装ができるようになってみせるわ！　だから、ルディは何の心配もせずに、茶葉のブレンドにだけ集中して頂戴」

　ルディの制止の言葉など聞かずに、ティアレシアはボロボロの包装紙を握りしめて宣言した。




　何の心配もせずに──とは言われたものの、茶葉のブレンドなど毎日ティアレシアのためにしている日課でもあるのでそれほど大変なことでもない。

　ルディは大人しく茶葉をブレンドする振りをして、早々にティアレシアの私室へと向かっていた。

　扉をそっと開いて室内に入ると、紙がこすれる音と、ティアレシアの独り言が聞こえてきた。

「……あれ？　どうしてここで紙が足りなくなるの……最初の位置を間違えていたのかしら？」

　真剣な表情で向き合うティアレシアに、ルディは思わず見惚れていた。

　きれいな包装紙を使うと無駄にしてしまうから、とティアレシアは練習用に廃棄予定の紙を使っている。

　紙の質感はかなり違うだろうが、大きさは同じ。練習用としてならそれで十分だ。

「ルディはどうしてこんなにきれいにできるのかしら……？」

　悪魔のくせに。

　と続きそうな、拗ねた口調だった。

「ふっ、そりゃあ俺が完璧な男だからだろ」

「ルディっ!?　もう、ノックぐらいしなさいって何度言えば」

「したさ。集中していて聞こえなかったんじゃないのか？」

　さらりと嘯く。

「それで、お嬢様はどれだけ上達したんだ？」

　ティアレシアが苦戦しているのを知っていて、手元を覗き込む。

「まだ見ないでっ！」

　そう言って、ティアレシアはとっさに机の上に覆いかぶさる。なんとかボロボロの包装を見られないようにと苦肉の策を取ったのだ。

（もう見てるけどな……）

　それに、隙間からもちらりと見えている。

　ルディを睨むティアレシアはまったく気づいていないようだが。

　ティアレシアに睨まれてもまったく怖くないルディは、笑みを浮かべたまま彼女の正面の椅子に腰かけた。

「……どうして座っているの？」

「一人で練習してもはかどらないだろ？」

「だからって、ルディにばかり頼る訳にはいかないわ」

「何を今更。俺はティアレシアのために側にいるんだ」

　──自分なしでは生きられないように。

　チクチクと針で刺されるような痛みが胸に走るが、素知らぬ顔でルディはティアレシアに微笑みかける。

　ティアレシアのすべてを手に入れるのは、ルディだ。

　その魂も、その心も、彼女を彼女として存在させるものすべて。

　悪魔である自分の命を懸けてでも。

（……あぁ、だから最近少し俺を避けているのか？）

　復讐を終え、魂を捧げる覚悟だったティアレシアに言った自分の言葉を思い出し、ルディは納得する。

　──魂だけでなく、〝心〟まで捧げたいと思わせてやる。

　ティアレシアにルディの本気が伝わったのならいいことだ。

　だが、自分を避けることは許さない。

　顔では笑いながらも、ルディは怒りのオーラを醸し出す。

「だから──ほら、さっさと見せろ。その無様な包装を」

「ま、まだ練習中だから……」

「バートロム公爵家というブランドで売り出す商品ということを忘れたか？　この調子じゃ明日までに完璧に、なんて無理だ」

　ルディの正論に、ティアレシアはうっと言葉を詰まらせた。

　ティアレシアの意地だけではどうにもならないこともある。

　今回は、初めてティアレシアが指揮するバートロム公爵家のガーデンパーティーだ。

　ジェロンブルク産の果物を使ったフルーツティーは、公爵家の看板を背負う商品になるだろう。

　それに、初めての開催なので、新たに手配しなければならないことが山ほどある。

　紅茶の商品にばかり時間はかけられない。

　何より、ルディはティアレシアのために絶対に失敗させたくないのだ。

　しかし、ティアレシアがどうしたいのか、というのが従者であるルディにとっては一番重要になる訳で。

「……どうすればきれいにできるのか、教えて頂戴」

　紺色の瞳にじっと見つめられれば、断るという選択肢はないだろう。

　こうしてティアレシアが折れたところで、ルディのスパルタ（？）指導が始まった。
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「ここは、こう……」

　ティアレシアの背後から、ルディの両手が伸びている。

　その手は包装紙に触れるティアレシアの手に重なり、折り目をつけていく。

（ち、近すぎない……っ!?）

　吐息は耳にかかるし、背中に温もりを感じる。

　後ろから抱きしめられている状態に近い。

　バクバクと心臓がわめき、羞恥に顔は熱くなる。

　正直、何を言われているのかまったく理解できない。

「まだ分かってないみたいだな。もう一度、最初から」

　しかし、ティアレシアが理解して上達しない限り、この体勢から解放されることはない。

　ある意味、恐ろしい指導だ。

「待って、もう要領は分かったから。一度、一人でやらせて頂戴……！」

　このままでは心臓がもたない。

　声が裏返りそうになりながらも、ティアレシアは必死に訴える。

「分かった」

　ルディの言葉にほっとするも、今度は別の意味で緊張してきた。

（えっと……まずは箱を紙の中心に）

　茶葉を入れる箱は、それぞれの量によって大・中・小の三種類。

　まずは小サイズの正方形の箱から。

　正方形の箱には、正方形の包装紙を準備する。

　紙の中心に箱を置く時には、箱の端と紙の端に均等な余白があることを確認しておく。

　ここがずれていると、きれいな仕上がりにはならないのだ。

（下側から折って、両端を箱に沿わせて折りこむ……）

　そうして頭の中でルディに言われたことをなんとか思い出しながら、ティアレシアは真剣な表情で箱を包んでいく。

　苦戦していた紙の折り込み部分や、きれいに出せなかった対角線のラインも、なんとか様になっていた。

「どうかしら！」

　ティアレシアは完成した箱をルディに差し出す。

「まあいいだろう。次は、これだ」

　ルディはにっこりと笑って、長方形の箱を机に置いた。

　ぴしりと固まったティアレシアに気づいたのだろう。

「心配するな。俺が手取り足取り教えてやるから」

　と、ルディは二人だけしかいないのに耳元で囁いてくる。

　どきりとしたのはきっと、悪魔の色香にあてられたせい。

　耳まで真っ赤なのも、ルディの端正な顔を直視できないのも。

　人間であるティアレシアにあらがえるものではないのだ。

　それにしてもだ。

（ルディの負担を減らすどころか、結局増やしているし……でも、なんで楽しそうなのよ！）

　ティアレシアの目の前でルディは口元を緩めている。

　普段は、あくまでも主従関係であるため、ルディに教えを乞うことなどティアレシアはしない。

　しかし、今回のガーデンパーティーの発案者はティアレシアだ。

　紅茶を販売しようと考えたのも。

　自分の言葉には責任を持ちたい。

　ただ黙ってみているだけなんて、できなかった。

　それに、ティアレシアの身の回りのことだけでなく、バートロム公爵家の裏側を支えているルディに、ガーデンパーティーの準備に紅茶のブレンドまでお願いしようというのだ。

　なんでもないことのようにこなすルディでも、さすがに負担が大きいのではないか。

　無理をしている様子なんてこれっぽっちも見せないルディが、ティアレシアは心配だった。

　結局はこうして付きっきりで包装を教わる、という本末転倒な事態になっている訳だが。

　しかも、ルディはティアレシアの隣で販売用のラッピングを始めている。

　さすが、手際が良い。

　ティアレシアが練習で一つ包み終える頃には、五つの箱の包装が完成している。

　それに、すでに茶葉は完成していたようだ。仕事が早すぎる。

「…………なんだか私、すごく足手まといな気がしてきたわ」

「そんなこと最初から分かってただろ。しかしまぁ、お前が苦戦している様子を見るのは、思っていた以上に面白いな」

　意地悪な笑みを浮かべて、ルディが言う。

「初めから完璧にできる訳ないじゃない。でもほら、少しはましになったでしょう？」

　自分でも満足のいく結果になった小箱をルディに差し出す。

「あぁそうだな。俺のお嬢様はよく頑張ってる」

　でも、とルディはティアレシアに顔を近づけて。




「俺がお前のためにできる仕事をとらないでくれ」




　耳元で甘く囁かれ、かっと顔が熱くなった。

　至近距離には、彫刻のように整った美しい顔。

　悪魔の微笑に、心臓が暴れ出す。

「……そ、そんなこと言われても」

　必死に紡いだ言葉は、とても拙いもので。

　ルディにふっと笑われる。

「分かってるよ。お前はそういう奴だ。自分でも動かないと気が済まないんだろう？」

　それもある。

　だが、少しだけルディの推測はずれている。

（私は、あなたの力になりたいのよ）

　ルディは悪魔だ。

　復讐を終え、魂を捧げるはずだったティアレシアの──〝心〟を求める悪魔。

　その真意は分からない。

　それでも。

　いつも力を貸してくれた。支えてくれた。

　今度は、ティアレシアが返したい。魂を捧げるその日まで。

　しかし、まったく戦力になっていないティアレシアでは力になりたいなどとは言えず。

　手元の箱に触れながら、頷いた。

「えぇ。いつも、私の我儘に付き合ってくれてありがとう」

　ティアレシアが礼を言うと、美しい悪魔は嬉しそうに相好を崩した。

　その笑みに再び心臓が暴れ出し、思わずルディを部屋から追い出してしまったのは、きっと仕方のないことだろう。




　翌日。

　ティアレシアは宣言通り、完璧な包装技術を身に着けていた。

　心臓に悪い従者の指導のおかげである。

　そうして、そんなお嬢様を見て、悪魔な従者は誇らしげに微笑んでいた。








終
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